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　この苦く悩のう、

「あ、お待たせユキナリ」

　もしも解決してくれるなら、僕はもうこの新にい菜な月つき子こに一番大事なモノを奪われてもかまわないと決めています。

「今日は本当に、よくきてくれました」

　時刻は午後の十二時半。親友でもある彼女は笑顔で大おお宮みや駅西口デッキ通路に姿を現します。

　某ぼう有名女子校指定、禁欲的な紺こんと白が織りなす愛らしい制服に身を包み、すれ違う男子達の尽ことごとくを振り向かせながらやって来る友を迎えるべく、学校帰りの僕もベンチから立ち上がり、

「お礼を言います。ありがとう新菜さん」

「んーぅん、それよりあたしがびっくりしたから。ユキナリの方からメールなんて」

「突然ですいません。そちらの学校は今日も半日だったんですか？」

「通常授業は明日から。だからちょうど良かったんだけど、もー、なんでユキナリはあたしと同じ学校に来なかったの？　さみしいじゃんか」

「あー、行けるもんなら行きたかったですよ？　僕も女子校には。でも、どういうわけだか女子校には女の子しか行っちゃいけないらしいんです。なんでだと思います？」

「やっぱおちんちんでしょ。ユキナリは男の子だからおちんちんが二本ついてるじゃない？」

「ついてませんよ二本も！　僕のは普通に単品です！　なんですかその女の子にも一本ついてるけど的な言い方は！　許されませんよ!?　それより新菜さん、あなたみたいな女子高生が街中でそんな言葉を使ってはだめです！　せめて伏せ字にしてください……！」

「でもでも実はあたしも欲しいんだけどなー、お★んちん。やっぱりさ、おちんちん★って、くっついてるだけで楽しいと思うんだけど違うのかな？　あーでも女子校だとやっぱり邪じや魔まかなぁ。もーほんとに残念★ちんちんだよ」

「待ってくださいあなたって普段なにを考えて生きているんです!?　それと★の使い方にも充分注意してください！　最初は調子よかったですが、すでに二個目から伏せられてない上に、後半で可愛かわいさ急上昇しちゃってます！　『らき★す■た』みたいに！　っていうか残念おちんちんてひどい！　ちょっと新菜さん、僕の言いたいことって伝わってます？　僕はあなたに今、青春時代の大切さを説いてるつもりなんですが……！」

「なぁにもうユキナリってば一人で常識にとらわれた大人ぶっちゃってかわいい！　それよりさ、なんであたし達の周りにこんな人垣ができてるの？」

「だからそれはあなたがさっきから変なコトを駅前で叫んでるからです！　僕ら別にストリートからＭ─１を目指してるわけじゃないんですよ？　しかもジャンルはシモネタで!?」

「じゃあさ『ジャッジメント・ですのート』っていうコンビ名は、どう？」

「どうにもこうにも受け付けてませんコンビ名は！　しかもだめだめですよね！　なにがだめなのかは詳しく言えませんがそれこそジャッジメントですの！　心臓止まっちゃいますよ！」

　僕は力説しながら周囲にできた人垣を拝むように「すいませんこれはそういうあれじゃないんですすいません」と抜けだし、新にい菜なさんを引っ張って目立たない通路デツキの端へと移動。

　それから目を伏せ、自分のこめかみに指を当てて溜ため息いきを深く一発。彼女に向き直れば、

「ユキナリ、ねえ、こうで、いいの……？　ぺろーん、て……」

「うおぅッ!?　こ、今度はナニやってんですか新にい菜なさん！　あなたどうしていきなり街中でスカートの裾すそをたくし上げてるんです!?　誰もそんなコトしろなんて一言も言ってないですよね!?　なのに新菜さんの身の上には今、一体なにが起こってるんですか!?　マジで来ますよ風紀委員ジヤツジメントが！」

「だってそろそろパンツタイムかと、思って……」

「パンツタイムってなんですか!?　なにその摑つかみはオッケー的なしてやったり顔は！　ほらもう勘かん違ちがいした人達が集まっちゃいますからもうそれは降ろしてください！　早く！　珍めずらしくかわいいパンツはいてるのはわかったんで速攻で降ろしてください違うチガウ違う降ろすのはパンツの方じゃなくてスカートの方ッ！　なんで突然街中で下半身裸はだかになろうとするのこの娘こ！　今度はなにタイムの始まりなんですか!?　だ、誰も見てないから良かったものを……！」

「な、なによっ！　あたしだって、こういうの、す……すごく恥はずかしいんだからっ！」

「じゃあなぜやりますかそういうことを！」

「ご……ごめん、つい、はりきっちゃって……」

　新菜さんもようやく、頭を抱かかえた僕を見て自分の行いを振り返ってくれたのでしょう。顔を赤らめうつむいて、

「みんなも、喜んでくれるかなって……」

「すいませんみんなって誰です!?　……まさか……とは思いますが、新菜さん。あなた、自分がメインヒロインだとか、思ってませんか？　だから、パンツタイムとか頑がん張ばったり、したんですか……？」

「え？　ま、待って!?　なに？　ち、違うの!?　あたしがそういうのじゃないの？　じゃ、じゃあ今のは全部見せ損ぞんてこと!?　……か、返して！　あたしの貞てい操そうを返してぇ！　こんなんだったらせめて見せパンにすればよかった！　見せパンにすればよかったよぉぉっ!!」

「心中、お察しします……。けれど元気を出すんです新菜さん。あなたはすでにおちんちんを連呼しています」

　おちこんでしまっている新菜さんの肩を、僕は翳かげりを払うようにぽくぽくと叩たたいて、

「それより、ここに来た当初の目的を思い出してもらっていいですか？」

「そう、……そうよね。ユキナリの悩み。……うん、ごめんね。あんたの悩みを、あたしが増やすようなことばかりして……。うん、よしっ、切り替えた！　もう大丈夫！　さあ言ってユキナリ！　あんたどんな股こ関かん節せつに関する悩みを抱えてるの？」

「それあんまり切り替えられてないですよねッ!?　だいいちそんなこと悩んでるんだったら新にい菜なさんに打ち明けませんよ恥はずかしい！　するなら保健体育の先生にします。そ、そうじゃなくてですね……」

　僕は新菜さんの真っ直ぐな視線から目を逸そらし、顎あごを上げるようにして青い空を仰あおいでみます。雲は多いけど太陽はトロトロと空気を暖める、緩ゆるく気持ちのいい午後。

「え、えーと、ですね……」

　関東における交通の要所でもあるさいたま市・大おお宮みや区。僕らが今いる西口駅前は幅広の巨大横断歩道をいくつも連結させたような歩行者回廊ペデストリアンデツキという、レベル５程度の特とく殊しゆ能力的な名を持つ場所でした。そこを行きかう学生やサラリーマンの会話は、昼食ランチ時だからか景気が良くて、

「……その前に、昼ご飯はどうしますか？　マックかケンタかファッキンとか……」

「うん、そういうのもいいけど、こうなったらあたしとしてはまず、ユキナリの悩みってのが先かな」

「でっ、ですよねぇ！」

　今さら後こう悔かいするとすれば、僕がこれを確固たる『悩み』として新菜さんに打ち明けようとしていること。僕はもっと何気ない会話のなかで、さらりとこの苦悩に触れるべきだったのです。

「あ……あのですね？　僕はあなたを、小さい時からの友人である新菜月つき子こと決めて、こうして相談するんですが」

　けれども僕は改めてテーブルの上に乗せたのです。それにこれは僕にとっては本当に大問題。

「う、うん……」

　そしてこちらの思い詰める空気を新菜さんも敏びん感かんに感じ取ったのでしょう。彼女も制服の襟えりを正すように真剣な表情。

　そう、彼女ならば大丈夫。僕は身を投げ出すようにして、

「ぼ、僕が、女の子の──」

「女の子の……？」

　身を乗り出す新菜さんへ一気に打ち明けるのです。

「──熱っぽい腋わきへ体温計代わりになって挟はさまるには、いったいどうすればいいんですか？」

「ば……ばかっ！」

　途端に顔を真っ赤にした新菜さんは、

「そ、そんなの今度あたしに熱が出たらユキナリの携けい帯たいに連絡するから、そしたらすぐに飛んで来てよ！　そうすればあたしの熱っぽい腋に、あんたの指先でも耳たぶでもまっちり挟み込んであげるんだから！　いい？　あたしって平均体温が高いの。だからあたしが熱っぽいっていうのは相当大変な時なんだからユキナリも脳天から水銀吹き出さないように覚かく悟ごして体温計になりなさいよねってちょっと待ってよぉぉッ!!　なにそれユキナリ超きもい！　熱っぽい娘の体温計になりたい!?　あんた、気は確かなの？　人をこんなところに呼び出したあげくに、なにわけわかんないコト言ってんの!?　あと水銀式体温計ってまだあるの!?」

「すいません、今のは言い間違えました！」

「いッ、言い間違いで済まないわよ!?　あんた、あたしになにを言わせてたの!?　も、もう！　もうお嫁に行きたいっ!!」

「落ち着いてください新にい菜なさん！　僕も今ちょっと舞い上がっちゃってるんです！　だ、だってこんなこと人に言うのは初めてなんですから！」

「じゃあなんなの!?　ユキナリの悩みって！　もしかして〝月〟の隣となりに〝夜〟と書いてなんで〝腋わき〟って読むかってこと？　そんなのあたしにだってわかんないよ！　もうあたし、なにもわかんない！」

「落ち着いてください新菜さん！　今言います！　……いいですか？　僕があなたに聞きたかったのは、『どうやったら女の子と仲良くお喋しやべりできるか』、ただそれだけなんです！」

　すると女子高生はまばたきを繰り返し、混乱したように両手を僕へと向けて、

「え、え？　どういう、こと……？　女の子と、仲良くお喋り……って、あ、あれ？　ユキナリ、……今、は？　ねえ、あたし、は……？　今って、もしかしてユキナリ、女の子と、楽しく、お喋りできて、ないの……？」

「ち、違います！　新菜さんはもちろん女の子です！　それがわかっていての失礼な相談だと、僕も充分に承知しています！　でもあえて、……あえてのこの質問！　協力してはもらえませんか新菜さん！」

「それってどういうことなのユキナリ。つ、つまりあなたはこのあたしと、もっと……仲良く、これ以上仲良くなりたいってこと？　……い、いいよ。全然、そういうの、あたし……大丈夫、だから……。平気、いつだって、準備、できてる。うん……ユキナリだったら、あたし……」

「い、いいんですか!?　こんな、僕の相談に乗ってくれるんですか？　ありがとうございます新菜さん！　さすがです!!」

　思わず僕は両手で新菜さんの右手を握りしめてしまいます。すると、びくっと手を引っ込めようとして、けれどスグにこちらの手に、少しだけ力をこめた新菜さんは、

「う、うん……」　

　と、何かを考え込むようにうつむきます。そんな彼女に、僕は、

「な、なにしろ女の子って……こう、ふわふわっとしてて、ぽわぽわーっとしてて……僕、目の前に立ってるだけで、体中がカチコチになってしまって……。こういうの、僕は本当にどうにかしたいんです」

　そして、顔を伏せた新菜さんから聞こえたのは、

「……じゃ、じゃあ、さ……」

　こちらが吐はき出した重い独白をくるりと包み込むような、優しい声音。

「ユキナリ。……あ、あたしと……、」

　新にい菜なさんは、重ねた自分の両手に視線を落としたまま、

「つ、つきあって、みる……っていうのは……」




「……どう、かな？」




　その、あまりにも不意の出来事に──

　僕はその瞬間、思わず、

「い……いや、え？　ちょっと、そんな、突然っ！　マジ……ですかッ!?」

　新菜さんから虚こ空くう、浮かぶ雲と雲の間へと視線を逸そらすように向けてしまうのです。

「あ、う、ううんッ!?　もちろんユキナリがいやなら別にいいんだよ!?　あ、あはは、急に、なにを言い出してんだろーね、あ……あたしったら！　もうだってあたし達って幼なじみで、物心つく前からずっと一緒だったじゃんね！　なんていうか、もう彼氏とか彼女とか、そういうの以上に仲良くって、今さらそういうのとか、逆に……無いんだと、思うけど……。で、でも、ユキナリ？　あたし、知ってるよ？　ユキナリって、本当にちょっと女の子が苦手で、そそっかしいところとかもあるけど……でも、実はとっても優しい……男の子なんだって、こと……。だから、あたし……、ねぇ、ユキナリ？　あたしの話、聞いて……くれてる？」

「新菜、さん……」

「な、なに、ユキナリ!?」

　思わず彼女の腕に力をこめていた僕は、

「すいません……。あまりのことに、僕、固まってしまって……。でも、ここで今日、新菜さんと会うことを決めて本当によかったです。気づきました！　僕もさっき気づくことができたんです！」

「な、なに？　どうしたの!?　（あたふたっ！）き、気づいた、って、なにを……」

　妙みように赤くなった彼女を引きずって駆けだした僕は、歩行者回廊ペデストリアンデツキの反対側まで移動して、それから、

「見てください新菜さん、飛行船ですよっ!!」

「え？　飛行船……？　あ、あれが、どうかしたの？　あれがなにか、あたしとユキナリの前途とかを祝福してくれたりするの!?」

「いや、なにを言ってるんですか新菜さん!!　見てくださいよあの真っ赤な飛行船！　白いラインとかマジでかっこよくないですかあれ！　あの雲間から突然ですよ!?　すごいです、あんなに低く飛ぶコトってあるんですね！　ほんと気づいてよかったです！　危あやうく見逃すところですよ!!　ちょっと手を振ってみていいですか!?　うわーい！」

「ま……待って？　え？　なに？　……あれがこれから二人の未来だ！　とか、そういうコトでもなくて……え？　うそ！　本当に……ッ!?　ユキナリはヒトが真しんッ剣けんに話してた横で、ずっとあの赤い飛行船ながめてたの？　あまりのことに固まったっていうのは、あの飛行船が見えたから!?　じゃあまさか、全然聞いてなかったの!?　あたしのここぞの告白はまるっと全無視されてたっていうのッ!?　さっきあのあたしの、




「……どう、かな？」




　ってやったやつも、まったく無かったコトになってるの!?　い、いやぁぁぁああッ!!」

「あ、あれ？　なにやってるんですか新にい菜なさん！　やめてくださいメガネが！　僕のメガネが砕くだけ始めていますけど！　そんなことより飛行船ですってば新菜さん！　ほらあなたも手を振って！　早くしないと行っちゃいますよー!!」

「し、死んじゃう！　恥はずかし過ぎて三回くらい死んじゃうぅッ！　なにやってんのあたし！　もう、もうっ……！　（取り出した携けい帯たいを異様に素早くいじり）『一世一代の告白をスルーされたなう!!』『変な飛行船に負けたなうぅぅッ！』っくぅぅぅう……一応つぶやいておいたけれどもっ！　もう……逃げたい……、どこか遠くに行っちゃいたいよぉ！　おおーい飛行船ー！　お願いだからこっちに降りてきてー！　あたしも一緒に連れてってぇぇ!!」

「ちょ、ちょっと新菜さん本気で飛行船をこっちに呼ばないでください！　どうすんですか、なんだか本当にこっちに向かって来てますよあの飛行船！　それよりです新菜さん！　すいません、本当はさっきの新菜さんのセリフ、僕少しだけ聞こえてたんです！」

「……え？　なっ、な、ななななななななななななななななななななななななッ!?!?」

「確か新菜さん、彼氏が……なんとかって……」

「あぁッ！　ま、まってユキナリ！　ち、違っ！　あ、い、いや、そ、それは、彼氏っていうのは、その、な、なんていうか……っ！」

「新菜さんに……彼氏。ん？　彼氏？　あれ？　新菜さんもしかして、……彼氏が──」

「違うのやっぱさっきの全部なしぃッ！　ちょ、超照れるっ！　もう言うんじゃなかったぁぁ──ああー!!　今すぐ来世に転生したいよぉぉお！」

「──自分に彼氏がいることを、僕に今までずっと黙だまってたんですか？　新菜さん……」

　なぜか空に祈りを捧ささげている彼女へと、思いきって踏み込んだ僕の質問に、

「え？　……ええっ!?　ちょっと、なに？　へッ!?　あたしに、彼氏っ!?」

「マ、マジ……です、か!?　新菜さんに彼氏がいる、って!?　う……う、うわあぁあアアッ!?　そ、そんな！　じゃあまさか……ぼ、僕だけなのですか!?　もしかして、このような悩みを抱かかえる高校生は、僕だけなのですかぁあーッ!?　なんで新菜さん、彼氏のこととかもっと早く僕に教えてくれないんですッ!?」

　困惑は途端に焦しよう燥そう感かんに変化、じゅわっと熱水になって湧わき上がります。なんということでしょう、この新にい菜な月つき子こに、彼氏……ですとッ!?

「ち、ちがうちがう！　聞いてユキナリそれ勘かん違ちがいっ！　あたしに彼氏じゃなくて、ユ、ユキナリがね、もし良かったらっていう──」

「ちっくしょお裏切られましたぁぁーッ！　ひ、ひどいじゃないですか新菜さん……っ！」

「や、やだっ！　ちょっとユキナリなに泣きだしてるのッ!?」

　僕は溢あふれてくる熱いものを、メガネをずり上げてぐいぐいと手でぬぐい、

「あなたは絶対に僕と一緒だと！　同じだと思っていたのに……！　どうしてです!?　え？　どういうコトなんですか？　出会い系とか駆く使ししたのですか!?　やっぱり相手は年上？　というか新菜さんそれ騙だまされてませんか!?　急に心配になってきました！　会わせてくださいあなたの彼氏に！　僕が判断してあげます！　というか僕に黙だまって新菜さんの彼氏ぐは痛いです新菜さん砕けました僕のメガネが今こそ罅ひびだらけになりました！　なんなのですか新菜さんこの仕打ちはッ！　僕がなにをしたっていうんです!?」

「このバカナリがぁぁぁッ!!　な……なんなのあんた!?　あ、あたしに彼氏がいることが、そんなにも、おかしいっていうのッ!?」

「じゃあもう協力してくださいよこの僕にも！　なに一人だけ人生の春を謳おう歌かしてるんですか!!　終わらない冬なんかないんだ。だからたくましく生きろって僕に教えてくれたのは新菜さん、あなたじゃないですか！　だったら新菜さん、こんどはあなたが僕に春を呼ぶ使者になってくださいよー！　ご静せい聴ちようくださいッ！」

　僕は全てを振り切るようにザザンとベンチの上に立ち上がり、

「いいですか？　僕は高校に入学してから男の友達だってロクにできていないんです。ひとりぼっちなんです教室で！　そんな僕が、ましてや女の子に話し掛けられるわけがないじゃないですか。それなのに、新菜さんは、僕に内緒で、か、彼氏まで作って……」

「あ、だ……だから、それは、ユキナリがあんまりにも寂さびしそうだったから、そ、その──」

「本当に今辛つらいんですッ！　いくらなんでも同級生が誰一人、僕が進学した高校に来てないとは思いませんでした……。……僕、ひょっとしたら、元々みんなから嫌われてるんですか？　新菜さん、僕は、もう……どうしたら、いいか……」

「わ、わかったわよ！　もう！　しかたないなぁユキナリはっ!!」

「え……？」

　顔を上げれば、新菜月子はそっぽをむいていて、僕を突き放すように、

「あたしが、あたしじゃない女の子、あんたに紹介してあげるから……、そんな顔しないで。つらいんだから、あんたにそういう顔、されると……」

　そう、言って──

「でも勘違いしないでよ!?　今から紹介するその子はすぅっっっごい心の広い子で、そういうあんたみたいな失礼極きわまりない練習みたいなのも快こころよく引き受けてくれるだけで、その子があんたを好きになるとか、そういうコトの絶対にない娘こなんだからね!?」

「それは、すっごい前振りですね！」

「そういうんじゃないったら！」

　新にい菜なさんは、彼女の提案に盛大に食いついてしまう僕の顔面を〈ギュンムー〉と押さえ付けるようにして、

「……だって、その異性に慣れるっていう練習って、あたしじゃ近すぎて、だめなんだろうから……っ（ぎゅぅぅっ）」

「（ぎゅぅぅっ）て握にぎるなら自分の制服の袖そでとかにしてください！　どういう了見で僕の首を（ぎゅぅぅっ）ってするんです!?」

「それより、一つだけ約束して」

　彼女の真剣なまなざしにコクコクと頷うなずけば、

「……ねえユキナリ、あんた、真ま生み浦うらイノリって娘、……知ってる？」

「はい？　え？　誰ですって？　まみゅーら……？」

「ユキナリ。彼女を見ても、絶対に驚いたり、びっくりしたりしないで」

「も、もちろん！　そんなコトは絶対にしません！」

「じゃああたし、その娘に電話してくるから、ここで待っててっ！」

　新菜さんは制服のスカートをひるがえし、あっという間に早足で駅の構内へと姿を消してしまいました。まったく……。ここで電話してもいいのに、新菜さんも結構恥はずかしがり屋さんです。僕は、そんな彼女の後ろ姿を眺ながめながら、

「持つべきものは心の友……!!」

　声にも出していました。

　しかしサスガに僕もこれは予想外。新菜さんにさえ相談すれば、どうにかなるとは思っていましたが……。

「真生浦イノリ、さんか……」

　やがてここに来るのは新菜月つき子この知り合いである、僕にぴったりだという女の子。

「僕、なんとかなるかもしれません……！」

　やばいです。

　すごいドキドキしてきました。握った手の中にはしたたるほどに汗が浮かび、

「もしかしたら、これが……恋……ってヤツですか……？　すごい、緊張してきました！」

　けれどもそれと同時に、今なら自分の殻からを破れるのではないかという期待、そして自信が湧わき立ってくるような、もどかしいこの時間。

「いったい、どんな人なんだろう……」

　膨ふくらむ期待に目を細めれば、

「……んっ？」　

　僕が感じていたのは、透明なまぶしさ。

「ぅわぁ……」

　なんと上空、さっきまで漂ただよっていた真っ赤な飛行船が去った雲間から差し込んだ光が、僕が立ち尽くすこの場所だけに真っ直ぐ降り注いでいたのです。

　まるでなにかの祝福。先行きよすぎるこの情景に、ゾクゾクと背筋を震わせれば、

「……？」　

　次に聞こえていたのは足下からの〈ひゅうひゅう〉という風鳴り。

　丸く、僕を中心にしてデッキ通路いっぱいに広がっていた太陽の光。気づけばその輪りん郭かくは、ゆっくりと回転していて、

「は……？」

　光が作る円の縁ふち。そこにはミルクをこぼしたような白い波が立っていて、メリーゴーラウンドのようにぐるぐるしているのです。

　瞬間、僕の中の誰かが突とつ如じよ叫びます。〝これは違う〟。

　──〝たぶん祝福なんかじゃない〟、と。そして、

「う、わぁあ……っ！」

　急激に反転する予感に弾はじかれるようにして僕の両足が光のサークルから逃のがれようとした、まさにその時。通奏低音として聞こえていたハズの街の雑踏ノイズがふっつりと消しよう滅めつ。

　直後に爆ばく音おん。

「なぁあッ!?」

〈ドギュオオオオオオッ！〉と、足下から止め処どもないエネルギーを激しくチャージするかのごとき高音と色彩が渦うずを巻き、虚きよを突かれ、光の内部で完全に立ち尽つくす僕のボディをミルクセーキのような光こう芒ぼうが問答無用で貫かん通つう、残照を空間に焼き付けていくのです。

「なんですか!?　なんなんですかこれはっ!!」

　意外に鋭い光の粒は、好き勝手に飛んでいるのではありませんでした。舞う閃せん光こうは確実に、立体的な魔ま方ほう陣じんのようになにかを空中に描き出そうとしていて、

「うぁあっ……!?」

　フィニッシュは天にある雲の谷間。空の裂さけ目より僕の眼前へ〈きゅいん！〉と音を立てて墜つい落らくして来る、苺いちごのように小さな太陽。

　真っ赤に輝くそれを最後のトッピングとして完成していたのは、あたかも狂気の天才パティシエが突如街中で製作し始めてしまったかのような巨大なデコレーションケーキでした。

「……こ、これは……」

　理解なんか追いつかなくても、現実はいつも通り僕を甘やかすことは決してなく、次の瞬間、目の前の巨大ケーキは輝き音おんを轟とどろかせ、中心点へと一挙に爆ばく縮しゆく。

「うおぉッ……!?」

　溢あふれるまぶしさに、思わず両目を覆おおった腕の隙すき間まから僕が見たもの。




　こぼれる陽光を独り占め。そこに、新たな季節の到来を告げるため舞い降りたかのような、一人、異国の少女。




「そなたが、苑その葉ば征ゆき成なりか？」

　あらゆるものが息を止めたような余波、余よ韻いんの中で、少女の唇だけが陽炎かげろうのように揺ゆらめきました。幼さの残る、けれど威い厳げんに満ちた声音は、確かに僕の名で空気を震わせていて。

「ぇ、あ、……っと……」

　不ふ明めい瞭りような僕の受け答えに少女が「うん？」と首を傾かたむければ、彼女の両脇わきを包むように広がる、物理法則を超えたボリュームのツインテールが波打つように流れ、躍おどります。

　その色、蜜黄金ハニーゴールドに薄桜クリームピンク。

　それは僕の見ていた背景を全て塗り替えて行くような、非実在的すぎる女の子。

　ウサギの穴に落ちた不思議の国のアリスにしてはパンキッシュ過ぎる配色に縁取られた少女の容姿は、なにより僕の味覚に訴えてくるようでした。

「は、はいっ、ぼ、僕が……」

　返事をしたその舌先、口の中にどうしようもなく広がってしまうのは、ふわっとした甘あま酸ずっぱさ。金属質に太陽を照り返す少女の金薄桜ピンクゴールドの髪を飾るティアラのように（もしくはツノのように）並んでいるのは、まさしく熟うれきった苺いちごなのです。

　甘酸っぱく鮮烈な香りさえ振りまく、数えて六個の果実を頂き、まるでショートケーキの妖精のような白いワンピース姿を僕に焼き付けてくる異国の少女は、

「確かじゃな？　そなたがソノバ・ユキナリその人で、間違いは無いな？」

　透き通った明るい緑グリーンの瞳で、僕を確かめ。

「そ、苑葉は、僕です。苑葉征成は確実に、僕ですが……」

　そんなエメラルドめいた双そう眸ぼうに映り込んだ眼鏡めがねの少年の声は震え、かすれてさえいました。

　それに対して、

「うむ、ならばよかった」

　少女が浮かべた反応はなんとも芳ほう醇じゆん、それでいて凜りんとした微笑。

　だからもう、光の具合によってはクリームピンクの色彩を放つフェアリーじみた異国の少女が、イメージそのままな薄い胸を、ホイップクリームを指先ですくうように、白く小さな手のひらで一つ、ぽんと叩たたき、

「わたしの名は魔王ゼノン。ゼノン＝カタストロ……げふんけふんッ！　くひゅっ、っぁひゅぅん!?　けふんっ……こほんッ!!　こんこんっ！　こんこんこんっ……!!」

　突然膝ひざをつき、カラダを折って咳せき込み始めてしまった少女に僕は、

「だ、大丈夫ですか!?　ええっと、たぶん緊張で、気管に唾つばが入っちゃったんだと思いますが……」

　慌あわてて少女の背中を叩たたこうとして、ふと、彼女が背負っているカバンに驚いて、さらにうろたえてしまうばかりで。

「し、失礼……」

　そんな僕をよそに、自己紹介途中だった妖精少女は再び大きく胸を張り、

「私の名は、真ま生み浦うらイノリ」

　今度は、どこかで聞いたことのあるような名前を名乗ります。

「え……、魔王ゼノン。ゼノン＝カタストロ……なんですか？」

「ちがう！　そっちじゃない！　わたしは決して『ゼノン＝カタストロベリー』などという魔王ではなく、ただの一いち人間、『真生浦イノリ』という娘むすめ。そなたの友人、新にい菜な月がち子この紹介ではせ参じた者なのじゃよー！」

「ガチコじゃないですツキコですそれ！　新菜さんに聞かれたらぶっ飛ばされますよ!?」

「な、なにっ!?　そなたの友の名は月ガチ輪リンの月ガチと書いて月ガチ子コではないのか？　日本語って本当に難しいなユキナリ！　新菜には秘密にしておいてくれぬか!?　お願いじゃからッ!!」

「見かけによらず、かなり及び腰ですね……。で、ええと、本当に、あなたが──」

「うむ、わたしこそ、そなたの待ち望んだ新たな友となるべき者、真生浦イノリ。……なのじゃが、……なんじゃその顔は。そなた、もしやわたしが真生浦イノリではないと、疑って……いる、のか？」

「そ、そんなことないですっ！　ええと、新菜さんにあなたを見てもびっくりしないでと言われた理由がわかった気がするなーって……」

「じゃろ？　うむうむっ、このわたしの御姿ならばいくら眺ながめてくれてもかまわないっ」

　あまつさえくるりとその場で回転してくれたりする少女に、思わず僕は、

「あの、でも、その背負ってる赤いカバンて、なんだかランドセルみたいですけど……」

　目に付くまま尋たずねてしまいます。そう、金薄桜ピンクゴールドの豊かな髪に隠かくれるようにして、少女は背中に血のように真っ赤なランドセル状のカバンを背負っているのです。

「うむ、だってわたしとユキナリは、小学校時代の同級生なのじゃよ？」

　彼女が〈かしゃん〉と背負い直すようにカバンを揺ゆすれば、

「へ……？」

「なんじゃそなた、この『いのりん』を忘れてしまったのか……？」

　こわばった僕の間は、一秒と半分。

「い、いのりん……？　いのりん……て、え？　『いのりん』ッ!?　あ、ああっ！　あああおお思い出しました！　そうです、いのりんっ！　イノリって『いのりん』ですよね!?　真生浦マミユーラいのりん！　そうです！　改まってフルネームなんて使うからとっさに思いつかないんです！　いのりんは小学校の時、ずっと僕と同じ班だった女の子じゃないですかっ！」

「そうそう！　わたしはそのいのりんなのじゃようっ！　やったぁっ！」
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「だからですか！　そういう理由で新にい菜なさんは僕にびっくりしないでって言ったんですね!?　いや、これはびっくりしちゃいますよ！　だってあれからもう何年経たってます？　忘れちゃうもんなんですね、この歳になると色々と……！　いやあなつかしいなぁ……。いのりんて確か、小学校六年生にしてはすごく背が高くて……たしか背は百六十近くあったんじゃないですかね……なんだか教室にモデルさんがいるみたいになってて、僕も子供ながらにこれはただならぬ小学生がいるなーとか思ったものですが……お、おや……？」

「う、……うむ？」

　二人、同時に気がつきます。

　僕の目の前にいる真ま生み浦うらイノリを名乗る少女は、どうみても身長は一五〇センチ以下ですし、どこかの学校の制服のようでもあり、けれども肩がざっくり露ろ出しゆつしている真っ白なワンピースが隠す両胸は、少年のそれの如ごとく滑すべらか。そこにただならぬコトが起こっている気配はみじんも放ってはおらず。

「真生浦さん……変わり、ましたね？　というか……なんだかあの頃と、まったく別人みたいなんです、けど──」

「そ、そんなの、あ、あっ、あたりまえじゃろうっ!?　そなたも先ほど言うたが、あれからもう何年経たってると思っておるっ!?　せ、成長期じゃぞ成長期！　別人のようになっていてあたりまえ！　お、女って、変わるの……じゃよ？」

「で、ですよね！　変わりますよね女の子って!!　あの新にい菜なさんだって小学校の時には手足が棒きれみたいだったのに今やすっかり女子高生ですからね！　それと同じ…………なのか？　これは……。ちょ、ちょっと待ってください。少し考えさせてください。（じっくりおでこに手を当てて）…………………………ぃいぃやぁっ？　これは、なんかおかしいですぞ……？　っはい!!　やっぱりなにか変です！　そうですこれじゃあ理り屈くつが通らなすぎです！　だって言うなれば逆成長！　小学生の時より若返っているじゃないですか！　あなた、本当は僕の知ってる真ま生み浦うらイノリさんじゃないでしょう!?　だってその金髪、どう見ても……地毛ですよね!?　背だって明らかに縮んでるし、唯ゆい一いつ同じところは赤いランドセルですけど今そのランドセルはかえっておかしい部分です！　ということはつまり、あなたは『いのりん』の名を騙かたった全くの別……ん？　んんッ!?　だ……ッ、待ってェェッッ!!　僕待ってェェ!!　…………ぃ、ぃいやぁァッ!?　いやいやいや！　ちがう！　違う違うそうじゃないッ!!　僕だッ!!　おかしいのは、この僕の方ですってぇぇぇ──ッ!!（地面に激しく頭をぐりぐりねじ込みながら）」

「ユ、ユキナリなにをしているっ！　抉えぐれてしまう！　やめるのじゃユキナリ！　地面と主にそなたが抉れて無くなってしまうぞ！」

「僕はなにを考えて今を生きているんですか!?　目の前でこんな超絶美少女が噓うそをついてまで僕とお近づきになろうとしているんですよ!?　もはやそうなっては真実の方が間違っているとしか思えない！　そう！　人間とは自分の都合のいいように記憶を作り替えてしまう愚おろかな生命体であるのだから僕のこの小学校の時の記憶の方こそ間違いで、この目の前の女の子が言っていることこそがトルゥー。真まことのことなり。だって、終わらせたくないです！　こんな美少女と出会えて、あまつさえこうして会話できてる目の前のチャンスを棒に振るなんてできません！　だってあなたは真生浦イノリ！　あの『いのりん』なのですから、それはもう全然怪あやしくないじゃないですかッ!!」

「……よ、よいのか？　そなたの大切な記憶を書き換えてしまってよいのか!?」

「よいのかもなにも、あなたが真生浦イノリさんなんですよね!!　新菜さんから紹介された、真生浦イノリさんなんですよね!?」

「し、然しかり!!　わたしが真生浦イノリじゃが……ッ!!」

「だったら僕が本日の男子！　苑その葉ば征ゆき成なりです！　僕は、誰にも騙だまされてなんかいませんし、全てを新菜さんに感謝いたします！　さあいのりん！　なんなりと！　なんなりと……！　な、なにをして、親交を深めますか!?」

「う、うむ！　その心意気やよしじゃユキナリ!!　……で、では、さっそくじゃが、わたしはそなたの家に行きたい」

「うわぁああッ!!　出会ってまだ五分ぐらいしか経たってないのにすごい効き目ですぅぅ！」

「そ、そのリアクションは？　行ってよいのか？　だめなのか……？」

「もちろんＯＫですよイノリさん！　案内します、こちらです！」

　そうして、僕はランドセルを背負い直す異国の少女と友に一路、自宅へと移動を開始するのです。





◆　◆　◆　◆






　数十分後──

「ふぅーむ、……ここがユキナリの家じゃな？　うむうむ、嫌いではないぞわたしは。なるほど、そなたの印象通り住み良さそうな家ではないか。……ほう、建て替えたばかりで築二年？それはすばらしい。それではさっそく……門を入って。鍵かぎを……ん？　それはまたずいぶんとファンシーな鍵じゃな。母上の趣味か？　まあいい、それでドアを開けて……がちゃり、ばたん、と。おおっ、なかなか広い玄関ではないか。なにか、お宅訪問みたいになってきたが……。うむ？　そうか。今はこの家に、家族は誰もおらぬのというのか……まあ、わたしにはそなたさえいれば構わない。むしろその方が好都合とも言えよう。……くっくっく、なぁるほどぉ……ん？　ああいや、なんでもないこっちのコトだ。気にするでない。うむ……では、遠慮無くお邪じや魔まするとしよう……」

　なににテンションが上がっているのか。僕についてきた異国の少女は、苺いちごのように赤いエナメルの靴くつを脱ごうともじもじ。そして、

「ええ、どうぞおあがりください。いやあ、こんなコトになるとは思ってなかったもんで、多少散らかっているとは思うんですが、これでも結構、僕って綺き麗れい好きなほぅおわぁッァッ!?　ち、ちょぉ、なァっ!?　なにしてるんですかイノリさんッ！　そんな、僕が背中を見せた瞬間に、襲い……かかって！　くるなんてぇええッ!!!?　なにッ!?　僕はやっぱりなにかを騙だまされていたんですかッ!?　そ、そんなぁッ！」

　なにか大切な部分を読み飛ばしてしまったかのような急展開、僕はいつの間にか、ずっと年下なはずの少女に上半身馬乗りにされ、床へと押しつけられたまま、

「すぐに済む！　すぐに済むから抵抗するなぁッ！」

「いやですだめですやめくださいぃぃッ!!　シャ、シャツが！　服がビリビリ言い始めてます中に腕を突っ込んで来ないでくださいなんなのこの子ッ！　やっぱりいきなり家になんか連れてくるんじゃなかった！　自分の理性に従うべきだった！　いくらなんでも積極的過ぎて怖い！　ま、待って!!　なんですかそれ！　ランドセルに差さってたそれ、リコーダーじゃないんですか!?　まさかそれって、……や、焼きごてッ!?　リコーダーの先端に付いてるのってそれって苺マークの焼き印じゃないですか！　なんですかそのファンシーな凶器は！　奴ど隷れいの印かなんかですか!?　やめてくださいだいたいそれ、先端の部分からめらめら陽炎かげろうが立ってるじゃないですかぁぁッ!!」

　すると少女は、ハッと自分が手にしているモノに気づいたように、

「ぅううッ！　し、しかし、背に腹は、変えられぬぅぅ……!!」

「ちょぉおおおッ！　お、お願いですからやめてください！　僕は全然そんなつもりじゃ……！　ぁ、あああっ！　恥はずかしいです！　なんで……僕の胸をはだけるんですか!!　う、うっとりなんかしないでください!!　……こ、このままだと僕、大切な何かを奪うばわれるッ！　……く、くそう！　もう、こうなったら僕だって男の子だ！　ま、負けないぞ！　このぉおおお！」

「はっ！　し、しまったぁぁ！　なにをするぅッ!!　うわっ！　や、やめろおぉ！　焼き印をこっちに向けるな！　おのれなにをするユキナリぃッ!?　ひぃいやめぇえッ！　ちぃょっ!?　はッ、離せぇッ！　すまぬぅぅ！　わたしが悪かったからッ！　わたしはそなたにこのようなことをしようとしやめてぇやめへぇっ！　だっ、だれかぁ！　家のものはおらぬのかぁっ！　ひぃっ！　わ、腋わきをっ！　腋をくすぐるなぁあっ！　やめよやめよぉお～ッ!!　お願いじゃから！　ぐはひゃッ！　いひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！　ふぅぅっ！　いひゃぁあはははははっ！　くぅ……うふぁひっ！　ひぃっ、ひぃっ、くぅ、く、苦しいっ！　く、くすぐったすぎて、い、息が……ふくぅっ！　ひっ、ひゃははははあははッにゃぁあぅうぉおははッは、は、いっ、ぃっ、息がぁうひゃははははも、できないっ！　うぅあもう！　もうっ！　もう、お、お願いじゃからっ！　くぅくぅくもう……もう降参じゃぁ！　やぁ……やめぃ！　頼むぅもう……やめるのじゃぁ……っ！　ひゃひひひぃぃいひひひうひゃふぁぁっ！　にぃやぁああむぅぅぅうッ！　だめじゃよぉぉおぉおっ！」

「もうしませんか!?　もうしませんか!?」

「しない！　しないから許せ！　くぅひゃひゃひゃひゃっ！　や、やめろぉッひゃはははひゃぁうぐぐぷふふふぁっご……ごめんなさいッ！　ごめんなさいユキナリ！　もう、もうやめて欲しいぃッ！　この通りじゃからぁ……!!　ひぃ！　もう！　もう動かすなぁっ！　指を……ど、どけるのじゃぁ！」

「いいえ説明してくれるまでどけません！　こ、これは、いったいなんのつもりですか!?　こんなことをして、僕が喜ぶとでも!?」

　僕は全身を戦慄ワナナかせながら彼女に問います。すると少女は視線を外しながら、

「……こ、これはその、なんというか、つい、我が慢まんができずに……」

「我慢が、できなかったって……、そ、そりゃ僕だって同年代としてそういう気持ちは理解できます。けれどそんな、お、女の子から、だなんて……！　第一、ものには順番というものがあるじゃないですか！　そもそも『いのりん』は、僕に男女関係のアドバイスを、恋愛のなんたるかを伝授しに、相談に乗ってくれるために来たんじゃないんですか!?」

「も、もちろんじゃよっ!?　わたしはそなたに、わたしの持つ全てを伝えに来た！　ゆ、ゆえに……！」

「焼きごてですか!?　それっていったいどういった類たぐいのコミュニケーションなんです!?」

「う、うむ、すまぬ！　わたしとしたことがつい血迷ってしまった!!　この通りじゃ、ゆるして欲しい！　そしてユキナリ、いい加減わたしを解放してはくれぬか！　このままだととても恥はずかしいのじゃ！　じゃって、この格好だと玄関にある大きな姿鏡にわたしのがすごい丸見えになっているッ!!　って、じゃからこっちを見るなぁっ！　離せというにぃいッ!!　……そ、それともなにか？　そなたがその気ならば、早いところ順番をこなそうではないか！　そうと決まれば、今からさっそくそなたの部屋に──」

　くるっと起き上がる奇き妙みような少女。僕はそんな彼女の背中に、

「い、行きませんっ！」

「へぇ!?　な、なぜじゃ!?」

「ぼ、僕は、そういうもにょもにょしたことが、したい……わけじゃ、ないんです！　本当です！　僕は女の子に、モテてみたい、ただそれだけなんです！　だから、家に上がるのはやめにしましょう！」

「ユ、ユキナリ、そなた……」

「意気地無しって言いたいんですか!?　構いません！　じゃないと新にい菜なさんにだって面目が立たないです！　お願いします。まずは人目のある所にいきましょう。そうすればお互い、めったなこともできないはずですからっ！」

　僕は毅き然ぜんと玄関まで這はい寄り、一度脱いだ靴くつに片足を突っ込みます。

「なぅっ!?　ま、待って欲しい!!　ここまで来てユキナリの部屋に行かないのはわたしが困るんじゃよう!?　わたしにはもう残された時間が無いというに……!!　しかし、わたしが真ま生み浦うらイノリである以上、ユキナリへ協力は惜しまないのが前提なの、じゃが……ぐずぐずしているわけにはいかないという事情がわたしにもあって……って、なぁうっ！　ユキナリッ!?　は、恥ずかしい！　降ろせ！　本人の許可無くわたしを抱き上げるでない！　そしてなぜ玄関のドアを開ける？　外に出るッ!?　ま、待て！　どこに連れて行こうというのじゃ!!　せっかく、せっかくにここまで来たというのにぃぃっ！　いやじゃ！　ここを離れるのはいやじゃぁぁぁぁ……！」





◆　◆　◆　◆






　かくして更に数分後──

「ここは、公園……か？」

「はい。僕が子供の頃によく遊びにきていた城じよう址し公園なんですが……、なんだか、かなり懐なつかしいですね」

「ほほう？　ここはそなたの思い出の場所というわけか。うむ、悪くは無いが……」

　地面に降り立ち胸の前で腕を組んだまま、ほんのりと警けい戒かい態勢を解かない少女が見渡す公園には、滑すべり台やシーソーなどなど色とりどりの遊具が並んでいました。緑の多い周辺には犬と一緒に散歩している老人や親子連れの姿があり──

「しかし、こんなところに連れてきて、ユキナリはなにがしたいのじゃ？」

「新にい菜なさんからもう聞いているとは思いますが、僕は『女の子と仲良く』なりたいんです」

　公園の片隅。涼すずしい木陰で僕は金髪の少女に説明します。

「だからなにとぞ、ここでそれを実じつ践せんさせてください！　僕、女の子から『好きかも……』って思われたいんです！」

「うーん、じゃったら──」

「ゥア熱ぅッ!?　だ、だからなんでそこで焼きゴテなんですかッ!?　すぐにしまってくださいランドセルにっ！　それで深まるのは男女の仲じゃなくてもっと変な上下関係です！　焼きゴテから始まる関係とかは斬ざん新しん過ぎてまだ僕の手には負えませんっ！」

　僕は必死になって一見すれば魔法のステッキにも見えかねないファンシーポップな焼きごてを振り回そうとする苺いちご少女を押しとどめれば、

「や、やめよユキナリ！　も、もうしないからっ！　ごめんなさい！　だから腋わきの間に挟はさんだ指を抜くのじゃよぉっ！　わたしはすでに全身の力が抜けている……ッ！　そなたも感じているはずじゃ！　わたしがへなへなであることを……！」

　僕はしかたなく彼女の言う通り引き下がり、

「わかっていただけたならいいんです。さあ、お願いします!!」

「さ、さあお願いしますって……なんじゃ？　そなたはなにかそういうのに妙みよう案あんがあって、ここにわたしを連れて来たのではないのか？　そなた人のやり方を否定するならなにか代案を出すがよい！」

「そういう代案がすぐさま出てくるようなら、そもそも僕はこんな悩みを抱かかえてません！」

「なにをキリリとしておるのじゃそなたは！　ということは……ま、待て！　それではなにか？　わたしが今から、ユキナリが女の子と仲良くなるアイディアとやらを考えるのか!?」

「一生のお願いですからっ！　だってあなたは真ま生み浦うらイノリさんなんですよね？　僕にアドバイスをくれる救世主である『いのりん』なんですよね!?」

　すると、イノリさんはなんだか少しだけ頰ほおを赤くして、

「じゃあ、うむ、……特別に、じゃからな」

　左右の髪を搔かき上げて後ろに流し、好奇心の強い小動物がゆっくりとこちらに近づいてくるように僕の目の前まで歩を進めると、くるりとカラダを半回転させて隣に並んでくるのです。

「イ、イノリさん……？」

　いぶかしむ僕の右横で彼女は無言を保ち続け、こちらを見上げていた顔を、なんだか急に〈ふいっ〉と斜め下に逸そらします。そして、赤いランドセルからペットボトルのミネラルウォーターを取り出すと、こくこくとそれを飲んで、

「うむ……」

　唇をぬぐい、そのまま僕に差し出して来るのです。

「……、……あ、あの、なにをしているんですか……？」

「へっ!?　あ、な、なにって、つまり、こうすれば、なんというか、か、間接……間接、的、に……あ、あれッ?!　わたし、なにかスゴイ勘かん違ちがいをしているッ!?　どういうこと!?」

「こっちが聞きたいです！」

「なんじゃか周囲の空気までもがおかしいぞッ……!?　（頭の上の苺いちごと同じくらい全身を真っ赤にしつつ）」

「あの……一つ確認なんですが、ひょっとしてイノリさん。まさかとは思いますけど、本当は男女関係とか、かなりうといんじゃ、ないですか……？」

「ば、ばかなぁっ！　そんなことあるわけないではないかっ！　い、いっぱいある！　本当じゃぞ!?　知り合いからもすごく相談うけたりするもん！　今までにくっつけたカップルも、たぶん十や二十では収まらないっ！　……じゃ、じゃからこの恋愛番長マスターオブラブであるわたしに任せるがいい！　絶対にそなたをなんとかしてみせるぞ!?　男子が、女子と仲良く……じゃろ？」

　やおら少女は僕の手をぶぅんと放り投げ、胸の前で腕を組み、首を傾かしげて眉まゆ根ねを寄せ、ボリュームのあるツインテールを波打たせながら公園をうろうろ。やがて、

「そ、そうじゃぁ！　困ったときのこれではないかっ!!」

　背負っていた薄いランドセル状のカバンから、一冊の分厚い本を器用に引き抜くのです。

「それ、なんの辞典ですか……？」

「くっくっく、焦あせるな焦るな。焦るユキナリはもらいも少ないというぞ？　んんっ？　なるほど、なるほど……」

　少女はとことこと公園アニマル・分類：子パンダに歩み寄り、その背中へまたがるように腰を下ろして、ごつごつとした黒い革で装丁された厳いかつい書物の古びた頁ページをゆっくりめくりつつ、ふむふむと一人、読書タイム。

　……薄緑色の木こ漏もれ日が、涼すずやかな風でざわざわと午後のひとときを演出する中で、隣の親パンダにまたがった僕が『いっそ幼稚園から全てをやり直せたなら』と昔を懐なつかしんでいると、

「よし、だいたいは摑つかんだ！」

「ど、どんな感じでしたか!?」

　子パンダの頭の上に開いた本をポポンと叩たたき、豊かな薄桜クリームピンクの金髪を搔かき上げつつ、なにやら少女は、にわかにプロフェッサーじみた威い厳げんを放って曰いわく。

「つまりユキナリ。実はそなたは、気づいていないだけなのじゃよ」

「僕が、気づいてない？　い、いったいなににですか!?」

「た、たとえばじゃ」

　ワンピースの少女は子パンダに座ったまま背筋を伸ばし、隣の僕へ身体をねじって、

「えーと、そなたの周りには常に出で逢あいのチャンスとも言うべきものは今までたくさんあったのじゃと思う。毎日の登下校や、授業中など……縁えん結むすびのきっかけなど無数に存在していたのに、そなたは今まで、それに気づけていなかったのじゃよ、きっと」

「ッ!?　……そ、それはつまり、僕の周りでは、実は僕に対するハートマークが頻ひん繁ぱんに飛び交っていたっていうんですか!?」

　慌あわてた僕は転げるようにして少女の前へと膝ひざをつき、子パンダ頭部に乗せられた分厚い本を間に挟はさんで向かい合い、

「そんな、そんな……ッ！　どうしよう！　僕は、どうしたら……ッ!!」

「うむ。だとすればじゃ。つまりはそなたに足りていないモノは〝チャンスを摑つかむ準備〟なのだと思うぞ？」

「チャンスを摑む準備!?　すいません、なんなのでしょう、その、チャンスを摑む準備とは……」

　すると少女は、左手の人差し指を一本ぴょいんと、僕に向けて、

「ある日偶ぐう然ぜんにも、ユキナリの目の前で、女の子が不良に絡まれていたとしよう。……その時、もしも、そなたがなんらかの格かく闘とう技ぎを習得していたならばじゃ、勇気を出してその女の子を助けるコトができ、それがその娘との出逢いになったはず。……違うか？」

「ち、違わないですッ!!　……が、待ってください！　僕、ダメなんです痛いのは。そ、想像しただけで無理です！　格闘技とかプロレスとか習ったら、たぶん僕、耐たえきれなくて泣いちゃいます！　ぅ、ぅぅう……っ」

「い、今のはたとえ話じゃから本当に泣くな。なんなのじゃそなたは。いいか？　そうではなくとも、身の周りに現れるあらゆる出逢いを察知し、それを受け止める能力さえ手に入れることができれば、第一関門は突破できるのではないかというコトじゃ。よいかユキナリ、これをわたしは『出逢い力』と名付ける！」

「な、なるほど！　さすが恋愛番長マスターオブラブ、真ま生み浦うらイノリッ！」

　やおら立ち上がった僕の喉のどは天に向かって気合いの咆ほう哮こうがほとばしらせ、その手は未来を摑みとるが如ごとく握にぎりしめられます。

「と、いうことはつまり、イノリさんは今から僕とその『出逢い力』を鍛きたえる訓練、いわば出逢いの乱取り、出逢い百本組み手につきあってくれると、そういうわけですね!?」

「は!?　い、いや待て！　出逢い百本組み手じゃと!?」

　つられたように勢いよく腰を持ち上げ僕を見上げる金髪の少女。僕は彼女へとしっかり視線を合わせ、

「これが……これが『恋愛番長マスターオブラブ』の本領ですかっ！　イノリさん、僕は昔からあなたが周りの人とちょっと違うと思ってました！　新にい菜なさんがあなたを紹介してくれた理由も今わかった気がします！　あ、あの！　さっそくですが、イノリさん的には、たとえば運命の二人が最初に出逢う場面とかって、どんなものだったりするんですか？」

「う、運命の二人が、出逢う場面……？」

　途端に小首を傾かしげてしまうショートケーキ娘に、僕はすかさず、

「その本にはもう書いてないんですか!?　よく調べてみてください！」

「ば、ばかもの！　いくらわたしの魔導書『パンタグリュエル』でも書いてあることとそうでないことが（ぱらぱら）……う、うむ？　あるぞッ!?　マジで!?　なんなのじゃこの本！　魔王の魔導書ではないのか……？」

「いいから読んでください！　早く読んでください！」

「うむ、なになに……？」

　再び〈すとん〉と子パンダにまたがった彼女は、細かな文字列を指でなぞりながら、とつとつと文面を声に出して読み上げていきます。

「……運命の二人が最初に出逢うシチュエーション・そのいち。パンをくわえた女の子が曲がり角で異性とぶつかり合う、通称『トースト・ダッシュ』」

「くぁああ!!　いいですねそれ！　さ、最高じゃないですかッ！　それ、行きましょう!!　もう本当に天才ですねイノリさん!!」

　本にそういうコトが書いてあったのがいまだに信じられないのか、あたまに？マークを出して辞典をひっくり返したり、逆さまにしている少女の肩を僕が揺ゆさぶれば、

「そ、そうか!?　うむ……く、くるしゅうないぞ？　（髪の毛をぱさぁっ）しかし、どうすればよいのじゃ？　この公園には見たところ、そんなうまい具合の曲がり角などないぞ？」

「じゃあ、えぇと……」

　僕は公園をぐるりと見回し、

「この木の上は、どうですか？」

「どうして頭上ッ!?　ま、待て！　パンをくわえた女の子が樹上から落下して異性とぶつかり合う理由がわからない！　異性同士が不意にぶつかっちゃうシチュエーションって、そういう落下タイプの衝しよう突とつでも構わぬのか!?　そんな出で逢あいはおぬしもなんかイヤであろう!?」

「これくらい大丈夫ですって！　ほら、登ってみてくださいよ」

「え？　……こ、こうか？　おのれ……ここまで来て木登りをさせられるとは……って、なぁぅッ！　み、見上げるなユキナリィィッ！　わたし一生懸命なのじゃぞそなたのためにワンピースでッ！　……ふ、ふぅ、よし、この張り出した枝まで登ってしまえば……なッ！　た、高い！　結構高いぃッ！　ひぃぃっ（がくがくがく）」

「じゃあお願いします！　ダッシュですよ!?　『トースト・ダッシュ』です!!」

「木の上でダッシュってなんじゃ!?　わたしはエルフの一族か！　しかもこれは『ダッシュ』とかでは無く、もはや『トースト・バンジー』の様相を呈している！　いやトーストもゴム紐ひもも無き今これはただの落下じゃよ!?　待て！　待つのじゃユキナリ！　ちょっと待って欲しい！　これはなにかがおかしい！」

「おかしくないですイノリさん！　だいたい合ってます！」「いや、なにもあってない！」

「……あの……一応なんですが、イノリさんについて、あなたを紹介してくれた新にい菜なさんに確認の電話をしてみていいですか？　（携けい帯たいを取り出し）あれ？　新菜さんから着信がある……」

「いやッ！　待て待て待てその必要は無いッ！　リダイヤルもしなくてよい！　わたしが真ま生み浦うらイノリなのじゃからその必要ないのじゃよ！　し、しかし……！　ッ……で、では、こういうのは、どうじゃろう！」

「なんですか？」

　見上げれば木こ漏もれ日の中、頭の上に苺いちごを乗っけた少女は枝の上から身を乗り出し、

「わたしはおぬしの『出で逢あい力』を高める訓練につきあおう。そのためにはここからダイブするのもいとわないっ！　……が、そのかわりに、これが終わったらユキナリも、わたしの願いも一つ、聞いて欲しい。どうじゃ？」

「なるほど、いいでしょう。言われてみれば、それで僕とあなたは対等ってわけですね？」

「うむ、よいなユキナリ！　後で必ずわたしの願いもかなえるのじゃぞ!?　これは契約じゃぞ契約!!　ゆびきり！　ゆびきりじゃ！　ほれ！　もっと手を伸ばせぇぇっ！　……ゆーびきーり、げーんまーん、うーそつーいたーらはーりせーんぼーんのーますっ！　ゆびきった！　……離せ！　小指を離せ！　落ちる！　危ない！　このまま落っこちてしまうっ!!　……ふぅ……、う、うむ！　ではユキナリ、そなたのためにわたしも一肌脱ごうではないか!!」

　俄が然ぜんやる気を立ち上らせる異国の少女は体勢を持ち直すと、太い枝をまたいだまま胸に手をあて、一つ深呼吸。

　そして僕に向かってこくりと一つ頷うなずいてから、

「ではゆくぞ？　……こほん、『い、いやぁあーん！　このままじゃ学校に遅刻遅刻ぅぅっ～！　こうなったらもう木から木へ飛び移ってる場合じゃない！　一度地上に降りてから……っ！　えぇいっ！　（びゅおっ！）きゃ、きゃぁああッ！　（どっしーん！）い、いったーい！　もう、どこを見てるのそなた!!』」

「い、いたたた……、そ、そっちこそなんですか急に！　急に木の上から飛び降りてくるなんて非常識にも程があぁぁあなにするんですかイノリさんッ！　やッやめてくださいぃッ！　どうして尻しり餅もちをついた僕に突とつ如じよとして襲いかかって来るんですッ!?　や、焼きごてがッ!!　マジカルな焼きごてがまたもや陽炎かげろうを棚引かせています!!　もうそれは……しないって、言ったのにッ！　あ、危なぁっ！　大地が〈じゅうっ〉て焼け焦こげてるじゃないですか苺のかたちに!?　さ、さっきの約束はいったいなんだったんですかッ！　もてあそんだんですか僕との誓いを!!　こ、このぉぉおおッ！」

「ぎゃぁああッ!?　なんなのじゃユキナリ！　じゃからなんでそなたはわたしをこういう姿で羽は交がい締じめにするッ!?　涼すずしい！　吹き渡る風がお腹にすぅすぅする！　すまぬ！　もうしないからぁっ！　今のは、わたしのカラダにたたき込まれた魔王流体術が、か、勝手にカラダを……ッ！」

「ならばもう一度、カラダそのものに覚えて貰もらわなければなりませんよ!?」

「ど、どういうことじゃ？」

「こういうことです」

「きぃひぃいやあああッ！　く、くすぐったいくすぐったい！　うひゃはひゃひゃぁっやめてやめてやめるのじゃよぉうユキナリィっ！　だめじゃっ、やめるのじゃぁ……ッ！　さ、さっきの余よ韻いんがっ、まだ、カラダに残っている！　肌が敏びん感かんになっているのじゃよう!!　というかそなた、なんでわたしをくすぐるコツを摑つかんでるの!?　うぅぶうっ！　くぅひゃひゃひゃははッ、……ぅぅううッ！　な、なあユキナリっ！　こ、これだけやったら、そなたももう満足じゃろう!?　今すぐ、そなたの家に行って、今度はわたしの願いをかなえて欲しいっ！」

「だめです！　だってこれ、全然『運命の出で逢あい』の訓練になってませんよ!?　ぼ、僕は女の人から『す、素敵な男ひとかも……』って言われたいんですよ!?」

「そんなこと、こんなめちゃめちゃな状況で言うわけがないではないかぁっ！」

「待ってください、めちゃめちゃにしちゃったのはイノリさんじゃないですか！　お願いします、絶対にあなたの願いも聞きますから、まじめにやってくださいませんか……！」

「うぅ……っ！　ならば……絶対、じゃぞ!?　必ず絶対に叶かなえてもらうのじゃからな！」

　転がり逃げるようにして僕から離れた彼女はよろよろと、本が広げられたパンダにもたれかかり、

「……では、うぅむ……（ぺらり、ぺらり）シチュエーションは先ほどの続きで、ぶつかった相手が、そなたのクラスに転校生としてやってくるというのはどうじゃ？　つまり、『二度目の出逢い』というわけじゃな」

「はい！　はい！　リクエスト！　僕、リクエストしていいですか!?」

「え？　そなたが考えちゃうの？　じゃあ……わたしの役目は？」

「ええとですね！　僕的にはさっきぶつかった相手が実は新しいお母さんの連れ子、つまり義妹いもうととなる女の子で、その日から同じ家に住むコトになってしまったという展開が、僕的には好きなんですが！」

「そなたの好みで世の中が作られていったら、おそらくそなた以外のほ乳類が胃い潰かい瘍ようとかで全て絶ぜつ滅めつするような世界が誕生すると思うが、それでも構わぬか……？」

「お願いします！　だってあなた真ま生み浦うらイノリさん、ですよね？　（携けい帯たいを取り出しながら）」

「も、もちろんだとも！　なんじゃったっけ!?　義妹と家の中で再会じゃったな！　うむ、なになに……？　今回もインパクトのある運命の出逢いがいい？　……となれば、やはり着替え中の自室やバスルームが定番と、魔導書にはあるが…………、っは!?　な、なんじゃユキナリ？　……トイレがいい？　待て！　トイレはだめじゃろう！　そなた運命の意味をなにかと取り違えてはいないか!?　なんでそうなってしまうっ！　だってそれまた絶対わたしがやらなくてはならないのじゃろう!?　いくらなんでもそれは、は、恥はずかしすぎるっ！　だいたい特とく殊しゆすぎる!!　ぅ、……ううっ！　そ、そうじゃよ!?　わたしは真ま生み浦うらイノリじゃよ!?　じゃからその携けい帯たいをしまうといい！　う、うむッ！　……しかし、さすがに本当に公園のトイレではまずかろう。……あそこの、コンクリート製の滑すべり台の陰はどうじゃ？」

　少女がふわふわと定まり無く指さした先には、確かにトーチカのように無骨な、昔ここにあった戦国の城を模したとおぼしき巨大なコンクリート滑り台が鎮ちん座ざしていて。

「あれ!?　いまさらじゃけど、この変な滑り台の角を使えばさっきの『トースト・ダッシュ』普通にできたのではないか!?　なあユキナリ！　ユキナリっ！」

「なるほど……、ここにある意味不明の隙すき間まならトイレの個室みたいに狭いですね……」

「もうそなたの気持ちは、次の出逢いに移ってしまっているのじゃね……？」

「じゃあ、準備はいいですか？　……行きます！　『ただいまー！　もれるもれる！　学校帰りずっと我が慢まんしてて（がちゃり！）し、しまった！　ノックせずにドアを開けたら、どうして……義妹がッ！　僕に襲おそいかかってくるんですかっ!?　こいつは飛んだミミックだ！　だからぁ……ッ！　だからぁ……ッ！　だからそれはっ！　焼きごてはだめだって……ッ！　いってるのに……ッ!!』」

「ひぃひゃははうはは!!　くぅやめぇいユキナリ！　わ、悪かったから！　もうしないからやめろくすぐるな！　じゃって、く、くやしかったからっ！　そなた、わたしのことを……っきゃはぁぅっ！　だ、だからそれはだめじゃというぃいゅゆくくくぅ……ッくひゃぁっ！　ちょッ、な、なにをしたユキナリッ！　そなた今、どさくさに紛まぎれて、ついに、へ、変なところをさわったじゃろうっ！　この変態がぁ!!　変態ナリ!!」

「……は、はい？」

「なんで本当に不思議そうな顔をしておるの!?　胸じゃよ！　そなたわたしの胸をすごい勢いでもんだのじゃよさっき!!　……なんで信用しないのじゃ？　手のひらの感触の記憶を辿たどって首を傾かしげるな！　ひ、ひどいっ！　じゃあなにか!?　わたしの胸はこの背中と大差無いということか!?　ちょっとはある！　ちょっとはあるっ！　しかもなんじゃこの今の最終的なわたしの体勢は！　筋肉バスターではないか!!　今、わたしすごい格好になっておるよ!?」

「自業自得です！　この体勢でしばらく反省してください！」

「無理無理無理！　人目もある！　そなた今わたしが身に付けているモノがワンピースという点に激しく留意して欲しい！　というか、そなた人目があるから変なコトしないのではなかったのか!?　そういうの関係ないならわたしは早くユキナリの家に行きたいのじゃよ！　こんなコトしてないでそなたの家に戻りたいぃぃッ!!」

「じゃあこのまま帰ります」

「えええッ!?　な、なんでじゃよぅっ！　そんなのされたら気分はもう晒さらし首じゃよ!?　もう冗じよう談だんはやめてそろそろ本気で家に帰った方がお互いのためだとわたしは思うッ！」

「だめですまだ帰りません！　あと一つだけお願いします！」

「いつまで続く!?　し……しかし本当じゃな？　あと一つだけ、なんじゃな……ッ!?　それでわたしのお願いも聞いてくれるのじゃな!?」

　逆さま固定の状態から地面に降ろされ、ふらふらと千鳥足のままで訴えてくる少女に、僕は、

「色々やりたいコトはあります！　でもそういうのは飛ばして、僕、どうしても雪山で遭そう難なんした人を救いたいんです！」

「それはもうそなたがやりたいことであって出で逢あいうんぬんは関係なくなっておるよね!?　わたしの魔導書からのアドバイスはもういいの？」

「お願いします！　だってあなた真ま生み浦うら……イノリさん……なんですよね……？」

「も、もうそなた……なにかをわかっててわざとやってないか!?　お、おのれ……こうか？　こうして、横たわってぃぃひぃゃひゃっひゃくぅおぉうッ!!　そ、そなた、まだわたしが襲いかかってないのに、なんでくすぐってくるのじゃあッ!?　ひぃぃやめぇぇいぃぃいッ」

「だって襲いかかろうとしましたよね！　いまぴくって僕に襲いかかろうとしましたよね！」

「けどまだやっていない！　まだやってないのに！　……も、もういやじゃあっ！　なんでそなたわたしのいうことを聞いてくれないのじゃ!?　もう……、もう、魔界に帰るぅぅっ！」

「……やっぱり、雪山は無理がありましたか……」

「言ったよね!?　わたし言ったよね最初にッ！　じゃってやるならもっと青春っぽいのじゃないと不自然じゃもん！　わたし、もうやじゃよう？　もうそなたの訓練みたいなのに付き合うのはいやじゃよう～？（めそ……めそ……）」

「あ、な、泣かないでください……！　すいません、……イノリさんの気持ちもわかりますが、あとちょっとで僕、なにかつかめるような気がするんです」

「ええ……？　わたし泣いてるのに、まだやるの……？　そなた、なにを摑つかみたいの？」

「お願いします！　僕にこのまま思い出をつくらせてください！」

「もうそなたは思い出いっぱいじゃろう!?　というかいつから目的が思い出作りに!?　ま、まあ、聞くだけは聞く……！　いったい今度はこのわたしになにをさせようというのじゃ？」

「自転車二人乗りで、僕と坂道をくだってください」

「嫌いやな予感しかしなぁいッ！　だめじゃよそれは危ない！　青春っぽいけど！　確かにそういうことをすると二人の仲はぐっと深まるような気はするけど！　それは具体的に怪我けがをしてしまう！　しかも自転車などどこにも無いではないか！　え？　自宅にあるから……取ってくる？　ま、待てユキナリ！　それならわたしも一緒に……！　……ああ、い……行ってしまった……！　わたし、まだやるともなんとも言ってないのに……。…………、……お、おのれ、なにがいったい……起こっているのじゃ……？　わたしはこのようなコトをしている場合ではないというのに！　しかし、あのユキナリの協力なくして、わたしの目的は達成されぬであろうし……。ここはもう、魔王として覚悟を決めるしか……!?」

「なにをぶつぶついってるんですか？」

「なぁぅッ！　は、早い!!　なるほど、帰りは自転車に乗ってやってきたというわけか!!　う、うむ……？　ややや！　ちょっと待て！　このずいぶんと黄色い自転車、ん？　名は『ゴーイング・バナナ号』というのか？　うむ、そんなコトはどうでもいい！　これ、後ろに座るところが無いではないか！　と、いうことは……もしやこれ、立って乗るのか!?　この小さい足場にッ!?　い、いやじゃぁー！　絶対にこれズルってなる！　ズルってなってメキャってなって、ズゾゾゾゾって絶対なる！　わたし転げ落ちる！　そして地面に投げ出されたわたしにユキナリはくすぐりにくるのじゃよぉー!!」

「そんなことするわけないじゃないですか！」　

「なんで？　本当に？　本当に落っこちたわたしをくすぐらない？　絶対にそういうコトしない？　なぜそう言い切れる？　（ぐずぐずベソをかきながら）」

「だって僕はイノリさんが襲おそいかかってくるから、自じ衛えいの手段であなたに対抗しているだけなんですよ？　あなたがなにもしなかったら僕だってなにもしません！　本当です！」

「し……信じるからな、その言葉……！　わたしはそなたを信じるからな！　……一つ確認しておくが、そなた、わたしをくすぐることが楽しくなってないよな……？　大丈夫じゃよな？　よ、よし……（よたよたと『ゴーイング・バナナ号』の後ろにまたがって）や、やっやっやぁっ！　やっぱり、いやじゃあ怖い怖いこわい！　視線が高い！　すごく危ない！　ふらふらしてる！　ふらふらしてる！　ユキナリ！　そなた二人乗りって慣れてないじゃろう！　……、……なんでなにも答えてくれないの!?　ちょっと、どこにいくの？　ねえどこにいくのじゃ？　じゃってここには坂道などないではないか！　……へ？　あの土管の埋まった山？　あそこを上って……下るのか!?　だッ!!　だめじゃだめじゃあああ！　このまま行くと下ったスグそこがブランコではないか！　あの鉄の柵さくに激突してしまうぅぅぅ!!　そうなったら死んじゃうのじゃよぉぉ!!」

「大丈夫ですって！　さあしっかり捕まってくださいイノリさん！」

「も、もうちがう！　わたしはもう真ま生み浦うらイノリではない！　だから止まるのじゃぁ！　（ぽかぽかとユキナリの頭を叩たたきながら）いやじゃぁ！　死にたくないぃ！　止めて止めてぇっ！　ごめんなさいごめんなさい！　わたしは噓うそをついていた！　白状する！　聞けユキナリ！　わたしは真生浦イノリではない！　我が名はゼノン！　魔王ゼノン＝カタストロベリー!!　この地に新たな臣民と国土を得るために、来たと……いうのに……ッ！」

「それでもいいから！」

「それでもいいから!?　ひ、ひぃやじゃぁ！　もうてっぺん！　もう落ちるぅ！　あ、……あ、ぁぁぁぁあああああーッ！　早く！　早くブレーキブレーキぃぃ!!　きゃああぁああああああああ!!　……どぅふっ！」

「ああッ！　イノリさんが茂しげみの向こうまで飛んでったー!!」

　盛大にブランコの鉄てつ柵さくに激突し、自転車をこかして砂すな埃ぼこりだらけになった僕は、そのごろごろと転がる勢いのまますぐさま立ち上がります。──目に映るは上空の、なぜかひどくゆっくりと空中を舞うように飛んでいる金髪少女。僕の身体は、動いていました。

「……くッ！」

　僕は茂みを突き破り、少女の落下予測地点へと猛もう然ぜんとダッシュ、身を投げ打ち、今まさに地面に墜つい落らくせんとしている彼女へと、

「せぇいッ！」

　抱き留めるというよりは体当たりのようなキャッチに成功！　

「……だ、大丈夫ですかぁぁ!?」

　……するわけもなくッ!!

「ぅぅうう……」

　ひっくり返って、少女ともつれ合ってしまうのが関の山。けれど、それでさえ僕にとっては奇跡に近い出来事。僕がクッションになることによって、イノリさんの落下ダメージはだいぶ軽く済んだらしく……。

「ふ、ふぅああ……？」

　すぐさま〈ぱちっ〉と、彼女は瞳を見開いてくれるのです。

「ふぅあああん！」

　そして慌あわててワンピースのスカートをまとめて僕の上から立ち上がり、状況を理解した彼女は、

「そ、そなたが、助けてくれたことに、礼は、言う……っ！」

　完かん璧ぺきに顔を背け、頭の頂上にならぶ苺いちごくらい、耳たぶを真っ赤にしたまま、

「しかし元はと言えばそなたが悪いのではないかっ！　わたしは、あれほどイヤだと言ったのにっ！」

「は、はい、それは、そうなんですが……すいません！　僕も、なにがなんだか、わからなくなってしまっていて……。あの、イノリさん、どこか痛むところは……？」

「ん、んんっ」

　金薄桜ピンクゴールドの髪のほつれを直しながら、少女は全身をチェック。それから、

「な、ない……！　全然平気じゃ！　……そなたの、おかげで」

「よかった……」

　僕もよいしょと立ち上がり、彼女が気にする服の汚れを、一緒になって叩はたくのですが、

「そ、そんなことより、そなたこそ平気なのか!?」

　なんだか、あいからわず頰ほおに赤みを残したままのイノリさんに、嫌いやがられるみたいにしてカラダを引かれて、

「あぁ、はい……僕はこれといって……ん？」

「いや待てそなた！　ち、血が……っ」

　言われてじんわり、ようやく僕も気がつきます。

「血が、出ているではないかぁっ!!」

　おそらく柵さくにぶつかって自転車で転がった時でしょう。確かに左腕の甲から肘ひじにかけてが公園の地面に薄く削けずられているのです。

「そんな、でもこれくらいはたいしたことないです」

「ふ、ふぁああ……」

　しかし少女はなにかを言いかけるようにして、くたんと貧ひん血けつを起こしたように崩れてしまうものですから、

「ちょ、ちょっと！　しっかりしてくださいイノリさんっ！」

　慌あわてて一歩踏み込んで抱き留めれば、彼女はそれでも、なにかを嚙かみ締めるようにして、

「わ、わたしは、あんなことしてくれなくて大丈夫じゃったっ！　み、見たであろう……？　わたしには、そ、それなりの、体術が……」

「いえ、それはだいぶ当てになりそうにないですが……」

「なのにどうして助けた？　こんなのそなたが危ないじゃろうっ！」

「あ、危ないとか危なくないとか、そういうのじゃないんです！」

　ぽかんと苺いちご少女の表情に表れた空白。僕はなんだか慌あわててしまい、その隙すき間まを埋めるように、

「だって、女の子は守るものです」

　すると彼女の新緑の瞳は、ぱちくりと一度だけ瞬またたいて、

「う、うくっ……」

　それがゆっくりと閉じていこうとした、その次の瞬しゆん間かん。

「ああああああッ!!　もうユキナリっ!?　そんなとこでなにやってるのよもぉーッ!!」

「に、新にい菜なさん!?」

　思わず見回せば、茂しげみの入り口に、一人の女子高生が走り込んで来ていて。

「もうやっと見つけた！　あそこで待っててって言ったのになんでどっかいっちゃうの!?　せぇぇっかく真ま生み浦うらいのりんを連れて来たのに！」

「……は、はい？　真生浦……さん、を、連れてきた？」

「そうよ！　せっかく駅前まで来てもらったのにさ！　ユキナリがどっこにも見あたらないから彼女にはひたすら謝って、いったん帰ってもらったんだからね!?　これ後で絶対に埋め合わせしてよ？　……まぁったく、あそこまで頼んでくるからどうにかしようとしてやったのに、このわたしに恥はじをかかせてどういうつもりなの!?」

「ちょ、……ちょっと待ってください新にい菜なさん。イノリさんなら、ほら、ここに!!」

「へ？　いのりんが!?」

　しかし、僕の腕の中の女の子は、

「って、なんで気を失ってるんです!?　あなたひょっとして血とかがダメだったんですか!?　さっきもぎりぎり我が慢まんしててついに貧ひん血けつッ!?　だ、大丈夫ですかイノリさん！」

「ユキナリ……ちょっと、あんたなに言ってんの……」

「え？　新菜さん……？」

「この子、いのりんじゃ、ないわよ……？」

「は!?　い、いや、でも、自分で名乗ったんですよ!?　新菜さんから紹介されてやってきた真生浦イノリだって！」

「そんなのうそ！　だっていのりんてこんな格好してないし、わたしと同じ十六歳だもん！　それにこの子、小学生というか、外国の子でしょ!?　いのりんのはずがないじゃないっ！　それよりもどうして、こんなところで気絶してるの……？」

「お、おそらく……精神的なストレスが原因だと思いますが……」

「まさかユキナリ、あなた……この子に変なこと……してないでしょうね？」

「す、するわけないじゃないですかこんな小さな子に!!　失礼ですよ!?　っていうか、じゃあ、この子はだれなんです!?」

「わたしが知るわけないじゃない！　ねえ、ちょっとねえ、大丈夫？　ど、どこか痛いところとかある!?　（少女のランドセルをゆさゆさ揺ゆすり）」

「ぅうう、うう、ユキナリ……、もう、もう、そんなこと、しないで……」

「ひどくうなされています!!」

　僕は慌あわてて、彼女をお姫様だっこして立ち上がり。

「しかたがありません、僕の家はスグそこです！　いったんゆっくり寝かせましょう！」

「ちょ、ちょっとユキナリ!?　自転車のカゴの中にむりやりたたんで入れたら、その子とっても苦しそう!!　待ってよユキナリ！　あ、あたし、自転車の後ろに乗るぅう……!!」





◆　◆　◆　◆






　──狭い自室は、これまでにない大所帯。

　しかも自分以外の二人は女の子という異例の状況にみまわれ、僕には部屋の空気に薄く白いモヤがかかっているようにすら見えました。

「説明してよユキナリ！　こんな可愛かわいい子が向こうから話しかけ来たって、そんなの信じられるわけないじゃないっ！」

「なに言ってるんですか新菜さん！　説明もなにも、この子が自分から真ま生み浦うらイノリって名乗って来たんですよ!?　その時は僕、まだイノリさんが『いのりん』だって気づかない時でしたし、く、くそうっ、そうと知っていれば……！　おかしいとは、思ってたんですが！」

　そしてベッドには正体不明、ぐったりと眠りこける異国の少女が安置され、もう一人の女の子である新にい菜なさんはその傍かたわらで、ちっとも静かにしてくれないのです。

「いやいや待ってユキナリ！　見た感じでわかるじゃんちょっと変だって！　まさかあんたが騙だましたんじゃないでしょうねこの子を！　正直に言ってよユキナリ、あたし怒らないから！」

「新菜さんこそちょっと待ってくださいッ！　僕が、この娘を騙した……!?　いくらなんでもそれは酷ひどいんじゃないですか!?　じゃあですよ？　逆に言えば新菜さんは僕が声を掛けたら、こんなショートケーキみたいな外国人美少女がホイホイ僕に付いてきてくれるって、そう本気で思っているんですか!?　そんなのあるわけがないですッ!!」

「ユキナリ、あるわけないことが起こるから、犯罪なのよ……？」

「なんでぇッ!?　なんでぇッ!?　……い、言うに事欠いて、僕を犯罪者呼ばわりですか!?　そんなのいくら新菜さんでも許しませんよッ!?」

「な、なによっ！　許さなかったらなんだっていうの!?　あたしをこの場で……押し倒して、くれるの……？」

「この前貸した『忍■』全巻返して下さい！　今すぐ家から取ってきて！」「いやよ！　まだ一巻の途中までしか読んでないもんッ！」「半年前に貸したのになんでまだそこなんです!?　早く続きを読んでください僕には『★空』について語り合う仲間が必要なんですよ!?」「きぃぃッ！　ユキナリのばかばか！　螺ら旋せん丸がん！」「新菜さんこそしっかりしてください！　それナルトの技です！　『忍■』の風ふう助すけは空くう圧あつ拳けん！」「らせんがぁぁん!!」「ごぶあぁああッ！」

　不毛なことはわかりきっていましたし、二人は別に、こうして互いを罵ののしり、傷つけ合いたいわけではないのです。

　けれど、なにしろ児童公園から自転車を飛ばして帰宅したはいいものの、少女唯ゆい一いつの持ち物であるランドセルの中には例の厚い本が一冊と、成なり田た山さんの交通安全祈願お守りしかくっついてなくて、身元のわかるようなモノはゼロ。僕の治ち療りようを済ませた後も方針は定まらず、まさかこのまま警察に電話するわけにも……というわけで二人は途方にくれてしまっていたのです。

　やがて僕と新菜さんが互いの人生を否定しあうことにも疲つかれ始め、ぐだぐだと『ジ●ングルの王者ターちゃんのムササビみたいに滑かつ空くうするワザの素材』に関する記憶違いにより、再び不毛な口論が再開されようとした、その時。

「ん、んん……」

「ストップ新菜さん！　目を、覚ましたみたいです……！」

　僕は片手で『あれは絶対おへそから裏返って飛んでいた』と主張する女子高生を制し、ベッドで身じろぎする頭に苺いちごを乗せたショートケーキ少女の変化を見守ります。

「……あ、ぅぅぅ……」

　シーツに片手をついて起き上がれば流れる二筋、蜜黄金ハニーゴールドに薄桜クリームピンクが縁取られた長い髪。

　甘くぱっちりとした緑の目をむにゅむにゅとこすり、ぱちぱちと瞬まばたきする少女は寝ぼけまなこで、

「ユキナリぃ……、ここは……？」

「僕の部屋です。具合はどうですか？」

「ユキナリの、部屋……？　……ん、……ぉおおおッ!?」

　やおらベッドの上で飛び起きて、少女は室内の四隅を確かめるように視線を巡らせます。

「ゆ、夢ではないのか!?　ここが、そうなのか？　そなた、ユキナリの部屋……ッ!?　う、うむっ！　ついに！　ついに……!!」

　ギシギシとマットレスをきしませ、なにやら興奮気味の少女はそれから、僕の隣でぽかんとしている制服姿の女子高生に目を留め、

「あ、で、で！　そちらは？」

「こちらが新にい菜な月つき子こさんと言って、イノリさんを紹介してくれた友人なのですが」

「な、なぬ……っ？　新菜……月子ッ!?」

　少女はさっと顔を引きつらせ、ある種の緊張を孕はらませながら新菜さんと見つめ合います。

　苺いちごが飾る頭頂部より生まれ、〈たらり〉とこめかみを伝う一筋の汗は、少女の脳内でなにか複雑な計算が行われている証でしょう。やがて硬直していた正体不明の金髪娘は、

「……う、、うむ、ひさシぶリ、じゃな……っ！」

　ヌルっとした口調で片手を上げます。

「あ、あの……あなたって──」

　そんな、どう見てたって異国の少女に、新菜さんが、

「──あたしが知ってる真ま生み浦うらさんとはぜんぜん違うんですけど……」

　言った瞬間が見み物ものでした。そう指し摘てきされた金髪少女はコチ、コチ、コチと視線を逸そらしながら、

「イ、……イメチェン、……した」

　瞳を伏せ、白い両肩を細かく震えさせ始めるのです。

「でも、わたしの友達の真生浦さんはそんなに背低くないし、細っこくないし、金髪じゃないし、頭にそんな変な苺も乗ってないし──」

「へ、変なのってなんじゃぁーっ!!　これは全然へんじゃない！　この赤いツノは苺みたいでとってもかわいいっってみんなが言ってくれるものなのじゃよぉっ！　（両手でティアラ状に並んだ赤いものを庇かばいつつ）」

「じゃあこういうのはどうですか？　だったら、あなたが真生浦さんだっていう『証拠』を僕達に見せるとか」

「しょ、証拠じゃとっ!?　い、いいじゃろう。言ってみるがいい！」

「ええと、確か……確か真ま生み浦うらイノリさんはリンボーダンスの達人で、高さ二十センチのバーをくぐりながら自分にクイズを出しつつそれに大正解するという特技があったハズなんですが……」

「なッ？　は、はぁっ!?　高さ二十センチのリンボーダンスをクリアしながら自分自身にクイズ……じゃと!?　（ごくりと、なにか覚かく悟ごのようなものを嚥えん下かし）……ま、まかせろぉぉおッ!!（やおらベッドの上に立ち上がり、サンバのリズムでずんずんずんずんブリッジ体勢に突入しながら）ど……どうじゃ、どうじゃぁぁー！　いっとるじゃろう？　これ、二十センチはいっとるじゃろうー!?　どうじゃ！　これでわたしは真生浦イノリだと……、……な、なにっ？　クイズも、じゃとぉッ!?　この体勢でかッ!?　本当に!?　本当にこれが真生浦イノリなのか!?　……ぐ、ぅううぅッ！　そ、それでは、問題じゃあッ！　『いくときはふたりなのに、かえるときはひとりなものなーに？』……、……こ、答えるのもわたしかーッ!?　はいはいはいっ!!　こ、答えは、『姥うば捨すて山やま』……！　だ、大正解じゃぁあッ！　やったー！　（リンボーもクリアーし、汗だくでガッツポーズ）」

「ユキナリどうしよう。あたしなんだかこの子のこと、好きになって来た自分が怖いの……」

「僕も、我ながら冗じよう談だんにしては酷ひどいことを言ってしまったと後こう悔かいしていますが……。しかたがありません、こういう時どうしたらいいか、ちょっと携けい帯たいでググってみましょう」

「ま、待てユキナリなにをする気じゃ!?　まさか、け、警察は呼んだらだめじゃぁッ！　もう、もう警察だけはぁあッ!!　（僕が持つ携けい帯たいへと横回転で飛びつき押さえ込みながら）」

「あッ!?　そ、そんな、警察になんか連絡してません！　すいません携帯壊れちゃいますから離してくださいぃぃっ！」

「どうしたらいい!?　どうしたらわたしを許してくれる!?　警察に突き出さない!?」

「警察にどんなトラウマがあるかはこの際聞きません！　ですから、本当のことを教えてください。あなたはいったい何者なんです……？　信じるも信じないも、まずはそこからです！」

「う、ぅぐぅ……っ！」

　すると、携帯から両手を離した少女は、身を引くようにゆっくりとベッドの上へと這はい戻り、

「……そう、じゃな……。自分を信じてもらうには、まず、相手を信用せねばなるまい……。わたしがそれを、最初から諦あきらめていては……う、……うむっ！」

　やがて苺いちご少女はベッドの上で両腕を腰、胸を張り、

「我が名はゼノン！　魔王ゼノン＝カタストロベリーというっ！」

「やっぱりググろう。もしくはウィキペディアで」

「なぁぅッ！　こ、今度は児童福ふく祉しセンターかッ!?　そこはもっとやばいのじゃあァッ！」

「だからそういうのじゃありませんてっ！　だって、僕もどうしていいかちょっとよくわからないんですよッ!?」

「ほらな!?　じゃからわたしは言ったんじゃもん！　信じてもらえないって!!　いつも本当のことが一番信じてもらえないんじゃもんっ!!　なあユキナリ！　そなただけには信じて欲しかった！　わたしが本当に魔王だと信じて欲しかったーッ!!」

「い、いや、僕だって信じたいですよ!?　けれどなんかベッドの上を七転八倒している時点で、もうにわかに魔王とかは信用できなくて……！」

　僕は、掛け布団の中に潜もぐり込み〈うーうー〉と嗚お咽えつを漏もらし始める自称魔王少女の傍らに膝ひざをつき、どうやってこの娘に触れてよいものやらおろおろと戸惑っていると、

「ひどい！　ひどいのじゃユキナリは！　公園で嫌いやがるわたしに無理矢理あんなことをしたくせに、その時に交わした約束も守ってくれようとはしないとは……！」

「ユキ……ナリ……？」

「ち、違います新にい菜なさん！　なんか誤解です！　僕はこの子になにもやましいことなんかしてませんよ!?　ぼ……僕はただ、この子が『自分は恋愛番長マスターオブラブ、真ま生み浦うらイノリ』だって言うものですから、だったら彼女に最初の目的通り『女の子とどうやって接したらいいか』を教えてもらって、それを練習していただけなんです！」

「そうなのじゃよぉーっ！　わたしはもういやだって言ったのに、なんども……なんども！　ユキナリはわたしを練習とやらに付き合わせたのじゃっ！　でもその代わりにユキナリ！　おぬしはわたしのお願いをなんでも聞いてくれると、そう言ったではないかぁっ！」

「あ、はい。それはもちろんです。ちゃんと約束しましたし」

「じゃろッ!?　た、確かにわたしはユキナリに噓うそをついたかもしれない。でも、そなたのためにわたしは一生懸命、全部真剣にやったつもりじゃよ!?　ゆびきりだってした！　絶対約束したんじゃもんっ！」

「あ、あれ？　で、ですから、僕は──」

「わたしが魔王というのも本当じゃもんっ！　どうして皆わかってくれぬのじゃ!?　全身から溢あふれるこのカリスマを見よっ！　これもはや魔王以外の何者でもあるまいにーッ！」

「お、落ち着いて聞いてくださいゼノンさん！　ですから僕はあなたの願いを聞きます。ですからとりあえずその内容を言ってみてください」

「へ……？　あ、ぅ……？　へぇ、ええ……？」　

「ちょ、ちょっとユキナリ!?　いいのあんたそんなこと言っちゃって!!　とんでもないお願いとかされたりしたらあんたどうするのッ!?　た、たとえば……じ、自分の、か、彼氏に……なってとかッ！」

「ストップ新にい菜なさん！　とりあえずこの娘の話を聞きましょう！　まずは、そこからです」

　僕は女の子二人を、ひいてはこの場を鎮しずめるように両手をかざせば、

「じゃ、じゃって……わたし、ずっとそなたに噓ついていたんじゃよ？　最初からユキナリを騙だましていたんじゃよ!?　そ、それなのに……？」

「あなたが『魔王』であろうが『真ま生み浦うらイノリ』さんじゃなかろうが、あなたと結んだ約束は約束です。僕はちゃんと守ります」

「「ユ、ユキナリぃぃぃッ!!」」

「ちょっと待ってくださいィィッ！　ひゃ、百歩譲ゆずってゼノンさんが抱きついてくるのはよしとしてなんで新にい菜なさんまで……ッ!?　ちょ、ぐぅ、苦ッし、いぃぃ……ッ!!」「だってだってユキナリがッ！　うぅぅうッ！　ユキナリがぁっ！　なんかカッコいいことをぉぉッ！」「今のは別に新菜さんに言ったわけじゃないですよッ!?　とりあえず離れてください呼吸がッ！　顔がふさがれて呼吸がッ！」「あ、ご、ごめんユキナリっ！　（はっと両胸を抱きしめ赤くなりながら後ずさる新菜さん）」「あ、す、すまないユキナリ！　わたしの胸もそなたの顔をふさいでいるか!?」「いえ、ゼノンさんのは平気です。あなたのは逆に肋ろつ骨こつが痛いです」「ば、ばかっ！　なにを言うのじゃユキナリっ！　（はっと肋骨を抱きしめ赤くなりながら後ずさる苺いちご少女）」

　……なにはともあれ、顔を赤くしつつも、二人とも僕から離れてくれてなにより。

「それはそうと……そろそろゼノンさんのお願いというのを、聞かせてもらえませんか？」

「は、あっ、うむっ！」

　尋たずねた直後。なにがそこまで恥はずかしかったのか、僕のベッドに潜もぐっていた金髪の自称魔王少女は〈ぱぁんっ〉と掛け布団をひっくり返し、勢いよく立ち上がって、




「わたしはユキナリに、我が王国の、一番目の臣民になって欲しいのじゃ……ッ！」




「「お、おうこくの、しんみん、に……？」」

　少女の訴えを思わずオウム返ししてしまう僕と新菜さんへと、魔王を名乗る少女は続けます。

「わたしは魔王。いずれはこの地で大帝国を建国する！　が、恥はずかしながら今はひとかけらの領地も一人の民たみも持ってはおらぬ魔王なのじゃ。そして……わたしは今日中に、一人でもいい、我が王国の民として、この世界の誰かを得なくてはならない。それができなければ、わたしは明日にも魔王をクビになってしまう」

「魔王を、クビ……!?　え、クビって……」

「そなたらには、もう隠かくし事は無しじゃ！」

　そして異国の少女は、駅前にて僕の前に現れた時に秘めていた瞳の色で、語るのです。

「わたしがこの世界にやってきて、今日で百日になる。……魔王には掟おきてがある。王としての器うつわが試され続けるのじゃ！　……このように長い期間、魔王として力を示すことができなければその資格なしとされ、二度と魔王を名乗ることも、王として振る舞うことも許されなくなってしまう。そしてその期限が、今日というわけなのじゃ……。国とは民。民に認められぬ王は、王として生きることはできない」

「で、でも、その一人目の臣民が、どうして僕なんですか？」

　変わる風向き。──ふと僕の中に生まれた疑問に、

「わたしがそなたを臣民としたいからじゃ」

　金髪の少女は、まっすぐに答え、

「じゃからユキナリ。わたしの臣民となり、ここだけ！　この場所だけでいいから、そなたの持つ空間を領地とさせて欲しい！」

「僕の持つ空間を、領地に……!?　すいません、全然あなたに追いつくコトができないんですが、とりあえず、領地になるってどういう意味なんですか？」

「うむ！　魔王は臣民となった者の心の中にある種の領域を持つこととなる。その最初の扉がこの部屋、このベッドの上なのじゃよ！」

「待ってください！　僕の、ベッドの上が、あなたのものになるって、そ、それって……」

「頼むぅッ！　ここで魔王の称号を失うわけにはいかないのじゃよ！　そのために確保しなくてはならないのが衣食住っ！　わたしにはりっぱな魔王となって、やり遂とげなくてはならないことがあるのじゃからぁーッ！」

「あなた僕の家にこのまま住んじゃう気まんまんなんですかっ!?　しかもりっぱな魔王になってなにをしたいんです？　さらなる衣食住の充実ですか!?」

「まだ言えぬッ！」

「か、隠かくし事は無しって言ったのにッ！　教えてください、あなたいったい、これからなにをしようっていうんです!?」

「それよりも待ってユキナリ！　……ねえゼノンちゃん、たとえばユキナリが臣民になって、そのベッドが魔王の領土になると、どういうことが起こるの？」

「……、……ど、どっちから、ききたい？」

「どっちって、え？　どういうことですか？　今、結構長い間がありましたよね!?　どっちからということはもしかして……、いいことと、悪いことの両方があるんですか？　なんで頷うなずいているんです!?　……と、とりあえず一応は両方聞かせてください！」

「ま、まず、わたしの領土となったら、そこは魔界ランドの一部となるから、……そのベッドからは、妙みような……においが、充満したりする……」

「に、匂においが充満!?　まあ匂いくらいなら、別に、いいですけど……じゃあ、良い方は？」

「今のが良い方」

「今のが良い方ッ!?　じゃあ悪い方は!?」

「匂いは猛もう毒どくなので、嗅かいだものは鼻はもげて死ぬ。……つまり、もげ死ぬ」

「つまりもげ死ぬッ!?　だ、だめです！　そんな命に関わるような願いはちょっと勘かん弁べんしてください！　それに、この家に置くこともちょっとどうかと……。だって、あなたがいたら家族のみんなが死んじゃうんですよね!?」

「い、いやじゃよう！　わたしはまずこの部屋をわたしの王国の礎いしずえ！　約束の地とするのじゃようーッ!!　（ベッドにしがみつき）」

「人の部屋を勝手に変な地にしないでくださいぃぃぃっ！　ほら離して！　枕まくらを離して！」

「ちょっとユキナリ！　あんた約束したんでしょう!?　なんでなってあげないの！」

「あれぇッ!?　今の話きいてました新にい菜なさん!?　鼻がもげて僕死ぬんですよッ!?　約束を果たすのは構いませんが、そのあとに僕がこの世にいないとなるとなんか僕、すごくまずい気がしてくるんですけど!!　せめて僕がマイナスにならないかたちでのお願いとかはないんですか!?」

「いやいや冷静になって欲しいユキナリー！　そなたにもプラスはおおありなのじゃよ!?　オオアリクイなのじゃよッ!?　じゃってそなたはこの魔王ゼノンが治める王国の臣民になれるのじゃ！　それだけですでに余りある栄えい誉よをそなたは噓うそじゃ噓じゃあるあるもっとある！　具体的におぬしにも得プラスが！　じゃからわたしにファブリーズをしゅっしゅしないでっ！　けほんけほん！　も、もうファブらないで！」

「じゃあどうなるんですか僕は！　確か、一人目の臣民なんですよね!?」

「一人目の……そう、そうじゃよっ！　ということは、あれじゃよ!?　まだこの国には魔王たるわたし以外には誰もいないのじゃから、ユキナリは、この国の、大臣とか男だん爵しやくとか、そういうのになりたい放題なのじゃよっ！」

「だ、大臣とか男爵に、なりたい放題……ッ!?」

「なにそれすごーいっ！　すごいじゃんユキナリ!!　それ絶対いいって!!」

「な？　な？　そうであろうッ!?　すごいであろうッ!?　考えてもみるのじゃ。大臣……じゃぞ？　大臣！　それはつまり国の要職じゃ。そのような地位につけば、自然とそなたを見る周りの目も変わり、注目を浴びないわけがないのじゃよ……？」

「ぼ、僕が、注目を……？　こんな僕が、みんなから、脚光を!?」

「あたりまえではないか！　だれもが一いち目もく置くに決まっておる！　そうなれば……ユキナリ？（すすすと近くに寄ってきて、そっと）きっと、そなたは女の子に、もてもて……じゃよ？」

「（カッ！）なりますなります！　ならせてくださいあなたの王国の臣民にぃッ!!」

「ぃいよっしゃああああああッ!!　臣民……ついにゲットじゃよぉぉおオオおおおおッ!!　やったー！　これで魔王を続けられるのじゃぁーっ！」

「ま、まって!!　ユキナリちょっと待って！　あんた、もてもてって……！　そういうので臣民になるのって、動機としてちょっとどうかと思うんだけどっ!!」

「なに言ってるんですか新菜さん！　違いますッ！　僕はただ、この子との約束を守ってるだけです!!　だってそうしろと言ったのは新菜さん、あなたじゃないですかっ!!」

「だ、だけど！　怪あやしいわよそんなの!!　だってユキナリがもてもてになるなんて、そんなの絶対にだめなんだからッ！　そ、それにユキナリ!?　この子が言ってることが全部本当ならあんた死ぬのよ!?　鼻がもげて！」

「新菜さん、人が死ぬのはどんな時かわかりますか？」　

「……え？　人が、死ぬとき……？」

「鼻がもげた時。ちがう！　ピストルで撃うたれた時。ちがう！　猛もう毒どくキノコのスープ飲んだ時。ちがうッ!!　女の子に……もてなかった時ですッ！」

「正気を取り戻してユキナリー！　イってる！　目がイっちゃってる！　だいたいこの子が魔王だっていう証しよう拠こもないじゃない！」

「なにを今さら！　あなたはこの子が、このゼノン様が、かわいそうじゃないんですか!?」

　僕ががっしと、隣にいた金髪少女の白い肩を摑つかんで新菜さんに振り向いた、その刹せつ那な。

「ユ、ユキナリ？　今……わたしのコトを、……なんと？」

　気づけば魔王少女は、瞳の中を万まん華げ鏡きようのようにキラキラさせながら僕を見上げていて、

「え？　あ、はい、だから、すごくかわいそうじゃないのか、と……」

「その前じゃユキナリ！　そなたは今、わたしのことをなんと呼んだ!?」

「あぁ、ええと〝ゼノン様〟と……」

「さ、様……ッ!?　わたしが、ゼノン様ぁぁッ!?　……ユ、ユキナリッ！　今日は、お寿す司しをとろう！　サビ抜きで、上でいいからッ!!　ねえお願い！」

「え？　お寿司をサビ抜きで？　ま、待ってください、どうしたんですかいったい！」

「わたしは今、生まれて初めて我が臣民から様をつけて、呼ばれたのじゃよッ!!　あああッ！　魔王に生まれて、本当に……よかったぁっ……ッ！」

「まったく、なにを言ってるんですかゼノン様！　僕の魔王がそんなことで感動してたら困りますよっ！」

「おう！　おう……!!　そうじゃな……！　わたしは、なにをやっているんじゃろうなぁ！　そなたの魔王なのに……えへへ……（目め頭がしらをハンカチで拭ふきながら）」

「そうですよゼノン様！　絶対に世界一の国にしましょう！　僕達の、この国を……ッ!!」

「もちろんじゃ！　もちろんじゃよぉ……ー！」

　僕と魔王少女は手に手を取り合い、うふうふとベッドの上で回転します。そう、今日という日は建国記念日。おめでたいこの日には毎年お寿司を食べる習慣を作りましょう。サビ抜きで、素す敵てきなことです。

「な、なんかずるい、ユキナリばっかり……！」

「ん？　どうしたんですか新にい菜なさん」

　見ればベッドの下では、僕の友人である女子高生が腕を組み、部屋の斜ななめ上を見上げながら、

「あ……あたしもなろうかなー、ゼノンちゃんの臣民に……」

「ほ、本当かぁ!?」

「待ってください新菜さんはだめですよーッ！」

　僕は新菜さんに飛びつかんばかりに身を乗り出したゼノン様を押しとどめるようにがしっと羽は交がい締じめにします。

「な、なにをするユキナリ！　離せ！　はなせぇ!!　……そして、く、くすぐるなよ!?　絶対にくすぐるなようひゃひゃひゃひゃッ！　しまった言わなければよかったのかこれは！」

「そうよユキナリ！　ゼノンちゃんを離しなさいよ！　ゼノンちゃんはあんただけのものじゃないのよ!?」

「やめよぉおッ！　新にい菜なまでなぜくすぐる！　ぅきゅはははぁだぁめじゃだめじゃ……！　く……苦しいッ！　ひひゃはははは………ッ………かっ、いっ、息が……できん！　し、死ぬぅぅ！　このままでは、くすぐられ死んでしまうぅぅ……ッ！」

「いいえだめです！　だって新菜さんは『自分には彼氏がいる』って言ってたじゃないですか！　そんな恵まれた人間は仲間に入れてあげません!!」

「ちょ、ちょっとなに言っておるのじゃユキナリ!?」

「ゼノン様は黙だまっててください！　これはとても大事なことなんです！　新菜さんには臣民の資格なんかありません！」

「待ってよユキナリ！　それってもしかして、あの駅でのコト!?　ち、違うのユキナリ、あれは誤解なの！　あれはあんたが勝手にわたしに彼氏がいるって思い込んだだけ！　あたしだってユキナリと同じで生まれてこの方、彼氏なんていたことないんだから!!」

「……どうしますか？　ゼノン様。新菜さんの言ってること、本当だと思います？　（くすぐるのをやめ）」

「はぁ……ふぅ……ふぅ、はぁ、あ、え？　なに？」

「あたしも結構やりますよゼノン様！　ユキナリと違って友達もたくさんいるし、みんなゼノン様に興味を持つと思います!!」

「そ、それは本当かぁっ!?　ということは、一気に、我が王国に臣民が倍増して……っ！」

「ちょ、ちょっと待ってください！　そんなに増えたら僕が大臣とか男だん爵しやくになれなくなるかもしれないじゃないですか!!」

「なによユキナリ！　そもそもユキナリこそ女の子にもてたいだなんて、臣民になるには動機が不純だと思うっ！」

「ふ、不純ッ……!?　不純と、言いましたか？　今、僕のことを不純とッ!?」

「な、なによ……」

「そもそもです！」

　僕は魔王少女を解放し、やおらベッドの上で大きく立ち上がると、

「く、国というものは、なんといいますか、深刻な少子化傾向みたいなモノに直面した時にはですね、つまり、それを完全に食い止め、国民を明るい未来に導くためにも！　女の子になかなか話し掛けられない僕みたいな、いわゆる〝草食系男子〟をも超える〝光合成男子〟たる僕達を保護対象に認定！　男子国立公園内にて、たとえば月イチでかわゆい女の子とデートさせるなど、とにかくそういう法律を作り出すべきだと思うのですッ！　（ここで周囲から賛同の拍手）これが僕の『青春大臣』にして『ちょいワル男爵』として取り組みたい最初の仕事になります！　ありがとうございます！　苑そう葉ば征ゆき成なりを、ありがとうございますぅ……！　（空想の声せい援えんに手を振って応えた）」

「ユ、ユキナリ……？　（僕を見上げる新にい菜なさん）」

「ユキナリ、そなた本当に、建国を……国のコトを考えてッ！」

　やおらゼノン様は僕の傍かたわらに駆け上がり、両腕を振り回しながら、

「……つ、つまりじゃ！　ユキナリも彼女が欲しいのであろう？　特別に仲良くなりたい女の子が！　そうすれば新菜が臣民になることも許すのじゃな？」

「ま、まあ、ありていに言ってしまえば、そうかもしれません！」

「ふむ……っ！　ならばユキナリっ！」

「な、なんでしょう……！」

「そもそもそなたは、我が王国における記念すべき第一号の臣民となる者じゃ。……いいじゃろう。そなたとわたしが正式に魔王と臣民の契約を結んだ暁あかつきには、栄えい誉よあるそなたのため。この魔王ゼノンがユキナリの願いを一つだけ特別にかなえてやろうではないかっ！」

「マ、マジですかッ!?　と、いうことは……ッ！」

「うむっ！　言葉だけでは人は動かぬ！　わたしとしたことがうっかりしていた！　王が規き範はんとなる行動を見せて、初めて民たみは動くというわけじゃっ」

「で、でも待ってください！　正式に臣民なるのはいいですが、いくらなんでも、あの焼きゴテはちょっと……」

「いやいや、もっと簡単な方法がある！　ユキナリ、こちらに手を向けよ」

「え!?　じゃああの熱々な焼きゴテはなんだったんですか!?」と戸惑いつつも、言われるままに魔王少女に向かって右手を突き出す僕。この展開、なにかを期待していないと言えば、それは噓うそになるのです！

「契けい約やくと執しつ行こうは全て、魔導書によって行われる……っ！」　

　そしてゼノン様は、僕と視線を合わせたままゆっくりと手探りでベッドに立てかけてあった自分のランドセルによく似た作りの赤いカバンにとりつき、それを開きながら、

「今こそ見せよう、我が魔王の力をッ！　出いでよ、魔導書『パンタグリュエル』ッ!!　……『パンタグリュエル』？　あれ？　おかしいな。『パンタグリュエル』ー、どうしたのじゃー、ユキナリが臣民になると言っておるのじゃぞ？　早く出てこいー……（カバンをのぞき込み）って、な、無いではないかーッ！　え、ええッ!?　カバンの中にわたしの魔導書がないぃ!?　さっきまであったのに！　まさか、公園に忘れてきてしまったのか!?　こ、このままではユキナリとはおろか、誰とも臣民の契約が……ッ！　（一瞬でだくだくと脂あぶら汗あせを額に浮かべた魔王少女は、ランドセルを逆さまに振り、そこからぽろっとこぼれ落ちたなにかを拾ひろい上げ）はッ！　なんじゃこれ！　こ、これは……わたしの大切な交通安全祈き願がんのお守り!?　それがなぜ、中身が……ほ、ほぐされて……ッ!!」

「あ、ゼノン様、そのランドセルの中にあった本なら、ここにありますが」

「ああッ！　しかもなにそなたら勝手に人の物を持ち出しておるのッ!?　その本超大事なものなのじゃよ!?　しかもちょうど同じサイズだからって先週までの週刊少年ジ●ンプと一緒に積むでないッ！」

「と言いつつゼノン様が手に取ったのも最新号のジャ●プです！　慌あわてないで！」

「よぉしもうこれで大丈夫じゃ！　待たせたなユキナリ！　ゆくぞッ！」

　ようやく自分の魔導書を『どどんっ』と手に入れることができた魔王少女はベッドから飛び降りざまに、閉じたままの魔導書、その黒く堅い表紙を僕の腕へと突き出し、

「『パンタグリュエル』、契けい約やくモードッ！」

「ッ!?　なぁ……ッ！」

　このまま衝しよう突とつする！　……そう思った刹せつ那な〈ずぶんっ！〉と僕の右腕は、ゼノン様が両手で胸の前に掲かかげる『パンタグリュエル』の中、表紙へと埋まり込んでいて……！

『汝なんじがかける命いのちは則すなわち王の命いのちなり！　我、現いまより汝ユキナリを領国の民とし、永遠の豊ほう穣じようを約束する！』

「ぼ、僕も約束します！　ゼノン様の臣民として、精一杯がんばります！」

「嬉うれしいぞユキナリッ！　よし！　これにて臣民獲得じゃあ……っ！」
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　魔導書からほとばしるのは、僕とゼノン様を包み込みホイップクリームのようにふくれあがる赤い光。それと共に僕の腕から全身に駆け抜けるのは、身体の中にあるなにかを増ぞう幅ふくされたような……同時に、奪うばわれ去ったかのような、不思議な衝撃でした。

「これで、僕はゼノン様の臣民に……？」

「どう!?　どんな感じなのユキナリっ！」

　魔導書から腕を引き抜かれ、呆ぼう然ぜんとしている僕を新にい菜なさんが揺ゆさぶります。

「なんかこう、スーパー銭せん湯とうでお風呂から上がってから、ゆっくりぼうっとしてる時みたいな満足感というか……」

「なにそれわかんない！　つ、つまり、ほんわりぽかぽか気持ちいいってこと!?　でもなんかユキナリの輪りん郭かく、薄ぼんやり光ってるんだけど……！」

「あ、ほ、本当だ！　なんですかこれ！　ゼノン様？　あ、あれ？　ゼノン様!?」

　見れば、その発光現象は僕の目の前にいる魔王少女にも起こっていて……というか、こちらの数倍の規き模ぼで光り輝いて、

「いいじゃろう、契けい約やく成立した今、わたしが持つさらなる魔王の力によって、そなたが欲するものを与えてやろう!!」

「あ、お、お願いしますッ!!　もう、とびっきり可愛かわいい女の子を!!」

　僕の渇かつ望ぼうに呼応するように魔導書を抱かかえ、力強いオーラをまとった少女は〈にやり〉と魔王的微笑を浮かべ、

「『パンタグリュエル』ッ！　門ゲートモード！」

「おおっ!?」

　その小さな手から浮き上がる魔導書は、不可視の書見台に置いたかのように浮き上がり、ゼノン様の目の前で突風になぶられるが如ごとく、頁ページを乱舞させます。

『其そは魔扉グリモアに綴つづられし　七しち千せん大たい陸りくの物語ッ！』

　──魔王と魔導書の共鳴。

　両者を繫つないでほとばしる、その華々しくも禍まが々まがしい、苺いちご色をした光の濁だく流りゆうは狭い室内の陰影を血の色に染め上げます。魔王が僕らの目の前で執とり行う儀式は、空間に含まれる大気以外のものすら確実にみしみしと軋きしませ、

『花崩れ　大河吠ほえ尽きてすら星ほし屑くず　想ソウ路ロより巡り会う！』

　少女の喉のどが奏でる言葉は、宣布となって響ひびき渡るのです。

「ちょっと、ゼノン様!?　これはいったい……ッ！」

　あまりの異変に思わずにじり寄った僕を少女はふりほどき、魔王が手のひらを前方へと突き出せば、魔導書は弾はじかれたように部屋の壁に吹き飛び、そこにめり込んで、




『召し喚たれレセプシヨンッ！　〝ユキナリのことがだぁーいすきな、とってもかわいい女の子っ！〟！』




　額がく縁ぶちのように壁へとはまり込んだ魔導書は、今や人一人が簡単にくぐれるぐらい門の大きさにまで変容していました。

　──そして聞こえてきたのは、空間をねじ切るかのごとき異音。

　バキバキと鳴りながら開き始めているのは、今や鉄てつ扉ぴのごとき魔導書の表紙でした。

「な、なんなのいったい……っ！　（僕にしがみつく新にい菜なさん）」

「ゼノン様、こ、これは……ッ！」

　見守るしかない僕の部屋に、新たに設もうけられた禍まが々まがしい扉。

　それが、少しずつ隙すき間まを広げ、魔導書『パンタグリュエル』の内部から現れ始めたモノは、

「あ、あれ……？　待ってください、中から出てきたの、なんか、どうみても人間の女性なんかじゃ、ないですよ!?　いや、ちょっと、やばいですって!!　変なの出て来てますッ！　あんなのが、僕をだぁーい好きな女の子のわけないじゃないですか!!　だってあれ、ぶよぶよした肉でできた触手の固まりですよ!?　すごいでかくて、きもいです！」

「うむ、なんじゃ……？　あ、あれは、『ヒルコスライム』ではないかぁっ!!」

「ヒ、ヒルコスライムッ!?」

「これが、ユキナリのことがだぁーい好きな、女の子、なの……ッ!?　（新にい菜なさんはごくりと唾つばを飲み込み）」

「な、なぜじゃ!?　なぜわたしは召しよう喚かんに失敗したっ!?　……は……、ど、どうしたことじゃ！　なにが起こっているッ!?　どうしてわたしの身体から、このような力が溢あふれているのじゃ……ッ!?　ひっ！　ひゃっ！　な、なんじゃあッ！　やめろヒルコスライムッ！　血迷ったか!!　なぜわたしに触手を巻き付ける!?　やめっ！　ちょっ！　ひぃやっ！　やじゃやじゃやじゃ　なにをするっ！　わたしはユキナリではないぞ!?　なぜわたしを……取り込んでッ……！　た、助けてぇ！　ユキナリ！　ニイナっ！　このままじゃとわたしはこやつに魔導書の中へと引きずり込まれてしまうのじゃよぉぉッ　なのになんで二人とも呆ぼう然ぜんとわたしを見ているだけなのじゃ!?　は、はやく！　はやく助け……！　くうッ……こ、ここまで来て！　ここまで来てぇぇっ！　せっかく臣民を……ユキナリを手に入れたのに!!　そんなの、いやじゃぁぁああぁあああ……っ!!　（ぎしぎしぎし……ばたんっと魔導書が閉じて、少女の声は遠くへフェイドアウト……）」





◆　◆　◆　◆






　──外はもう、すっかり夕暮れに染まっていました。

「もう元気だしなよユキナリ!!　ゼノンちゃんが連れてかれちゃった時一歩も動けなかったのって、あんたのせいじゃないから！」

　自宅を出て新菜さんを家に送るための道すがら、話題はどうしても僕達を部屋に置き去りにしてどこかに行ってしまった、魔王を名乗るあの金髪少女のことになってしまうのです。

「でも僕、それでもあの時、なにかできたんじゃないかって……」

「いやいや絶対無理だってあんなの！　……そ、それよりこっちこそごめん。わたしが、あの場を……駅から離れたばっかりに、こんなことになったみたいなものだし……」

　さすがに疲つかれたのでしょう。元気だけが取り柄えの女子高生も、なんだかしんみりしています。

「新にい菜なさんこそ、もう気にしないでください……」

　だからというわけではないのですが、僕は少しだけ明るく、

「……でも、あの女の子のおかげで、わかったこともあるんです。新菜さん」

「え、な、なぁに？」

「今なら、僕も新菜さんに言えると思うんです……。……もう、気づいちゃったんです」

　──色々なことが起こりすぎて胸の中のもやもやが濁だく流りゆうと一緒にどこかに流れてしまい、それでも心の中に残ったものが今、僕の手の平にある感触。そう、

「大切なことは、すぐ近くにずっとあったんだって」

「ユ、ユキナリ……」

　空の端にある太陽は濃こい橙だいだい色いろ。その光は、ずっと前から僕と新菜さんの間にあるなにかを照らしているようで──

「大切なのは……、新菜さん。あなたが僕に紹介してくれる女の子にかかっているんだって!!　まずはやっぱり『真ま生み浦うらイノリ』さんですよ！　すぐ近くまで来ていたのに逢あえなかったのは残念ですが、僕、今回ので自信出てきました。僕、本物の『いのりん』にだったら絶対にいけます！　自信ありです！　痛いです！　なにしてるんですか新菜さん僕の鼻がもげます！　もげたら死にます！　そんなことより、今ならまだ間に合うので真生浦さんをもう一度ここに呼よ痛ぁぁあいです！　なんですか新菜さん、泣きたいのはこっちですよ!?　いい加減に指を抜いてくださいよぉぉッ!!」





◆　◆　◆　◆






「（小さな魔導書を携けい帯たい電話のように耳に当て）じゃから待って欲しい！　臣民はもうすでに一人見つかって、きちんと契けい約やくも結んでいるのじゃよユズリハ！　だというのに直後！　魔導書に取り込まれてしまって、自分がどこにいるのかがまったくわからぬのじゃようっっ！（空は濃い紫むらさき色。地面はすべて黒い沼地で周囲は食人植物が生い茂しげるジャングルのような場所で）おのれ、ここはどこなのじゃー!?　あ……あぁっ！　そ、そうではない！　待つのじゃユズリハ！　噓うそではない！　本当にユキナリは臣民になってくれたのじゃよぅ!!　じゃから万魔王殿ミルフイルニウムにはそう報告しておいて欲しい！　くぅぅうっ、おのれ……ユキナリィィ！　わたしはあきらめぬぞ！　絶対に、そなたと共に我が王国を築きあげ、魔王の中の魔王になってやるのじゃぁ……ッ！　（巨大なヒルコスライムの上で拳こぶしを天に突き上げつつ……）」
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[image: 第二話　サキュバスがメイドである！]
















「口くちにさ──」

　ふと声を向けられた気がして、親友である新にい菜なさんを見返せば、

「──マヨネーズ付いてるから、ちょっと動かないでユキナリ！」

「うぉおぅびっくりした！　な、なにするんですか新菜さん！　マヨネーズはわかりましたから、僕の口についたそれをポテトですくい取らないでください……！」

　いつも通りの大おお宮みや駅西口、夕刻の歩行者回廊ペデストリアンヂツキ。

　この駅前にある石ベンチに隣り合って座っていた僕と新菜さんは、階段を下りてすぐそこにあるファーストキッチンでテイクアウトしたハンバーガーを、気分よくもぐもぐしていた最中だったのですが、

「あとそれ、食っちゃうんですか新菜さん……！」

　僕をディップ皿かなにかと勘かん違ちがいしているらしき女子高生の行動で、放課後の正しい法則が乱れます。なのに当の彼女はそしらぬ顔して、

「それよりユキナリ、あなたさっきからあたしの話、ちゃんと聞いてる？」

　なおも隣人のＳサイズポテトをまさぐって振りかざすのです。

「もちろんです。僕が新菜さんの話をきちんと聞かなかったことが今までありましたか？」

「ま、まぁ、そりゃそうだけど、……なんか、こっち向いててくれなかったからさ……っ！」

　そう言って口をとがらせ脚を組み、少しだけ顔を赤らめ視線を逸そらしてしまう新菜月つき子こから僕がメールを貰もらったのは、今から数時間前、三時間目の授業が終わった直後でした。

　その内容に『了解です』と返信したからには、今日は新菜さんの『相談』とやらにがっちり乗ってみようと意気込んで来た僕だったのですが、彼女はさきほどから買ったばかりなチーズバーガーの包みを開けるのももどかしく「それが入学してから気づいたんだけど、あたしが入った学校って思ってたよりもずぅぅっとすっごぉいお嬢様学校でさっ！　あたしなんか初日にクラスメイトのみんなから『ごきげんよう』とか言われても、どうしたって小こ堺さかいさんと黄色いライオンちゃんが頭の中から〝なにがでるかなソング〟でおはようからおやすみまでこちらを見つめてきちゃうわけじゃない？　あーもう、こんなんだったらあたしも背伸びしないでユキナリと一緒の学校行けばよかった！」的に一いつ気き呵か成せいにまくし立てられ「じゃあもういっそのことサイコロトークでも始めたらいいんじゃないですか？」と、まずは冗じよう談だんまじりに柔らかく受け止めてみれば「それはもうやったの！　そしたらいつの間にかクラスメイト中の自己紹介がつつがなく終わってて、小堺さんの代わりに司会進行してたあたしはそのままクラス委員になってたの！　意味がわからないと思うけど本当の話！　もう来週からのゲストでユキナリもあたしの教室に来てよ！　一年星組のクラスの一員になってよぉっ！」というなんともわがままな言い分に「え……ええッ!?　そんな、いいんですか!?　だって女子校って生徒がみんな女の子なんですよね!?　つ……つまりそれは、僕は男子じゃなくて女子として……すなわち、女子校の制服を着用した男の娘ことして、あの銀ぎん天てん馬ま女子校へ登校しなければいけないということじゃないですか！　ま、待ってください、そんなの自信ありません絶対ばれちゃいますッ！　……『ごきげんよう』とかクラスのみんなに挨あい拶さつしてみても、その中でも気の強いクラスメイト達に『キミ、なんか怪あやしいね』とか言われて囲まれてしまった僕は、彼女達に女の子である証拠を見せなくてはならなくなって……、み、みんなの前で……な、なっ!!　なにがでるかな！　なにがでるかな！　なにかが……出ちゃう話！　略して……でるばな……」

「しっかりしてユキナリ！　さっきからあんた小声でなにをぶつぶついってるの!?　ねえ本当にあたしの話ちゃんと聞いてる!?」「き、聞いてます聞いてますよ新にい菜なさん!!　すいません！　や、やっぱり女子校におちん★ちんは邪じや魔まなだけで……はッ！　……い、今、僕はなにを!?　ひどい夢を……見てたみたいだ……」

「だ、だから問題はねっ！」

　積み重なった混乱をリセットするように新菜さんは〈ぶぅん〉と空になって氷ばかりになったコーラの紙コップを振り回し、

「なんでユキナリは中学卒業の時にあたしをもっと強引にそっちの北ほく西せい高校に誘ってくれなかったのかってこと!!　同じ学校だったら、ずぅぅっとあんたと一緒だったのに！」

「待ってください……、それはこっちのセリフですよ新菜さんっ！　僕もてっきり新菜さんは同じ学校に来ると思って安心しきってたんですよ!?　それが気づいたらあなただけ女子校に推すい薦せんが決まってるだなんて、あの時の絶望感……僕、忘れられそうにありません！」

「だってしかたないじゃない女子校とかお嬢様学校に通えたらなんかプレミア感があたしのカラダからわき出てユキナリに特別だって思ってもらえると思ったんだもんんんッ!!」

「なんであなたはそういう大事なところで計算が甘いんですか!?　確かに今の新菜さんからはプレミア感が出ているかもしれません。ですが勘違いしないでください？　あなたに対する僕の友情はそんなことで変わったりは──」「ほ、ほんとうにっ!?　や、やだ……出ちゃってる!?　あたし、そんなにプルミエール感ただよっちゃってる!?　ねえ、どこらへんから!?　どこらへんから漂ただよい出ちゃってるの!?」「あなたも人の話は最後まで聞きましょうよ！　プレミア感は主にあなたの大きな胸から出ています！　それと新菜さん、悩みは？　相談の方はもう……え？　とりあえず、解決しちゃったんですか!?　プレミア感を認められたから今はいいって……ま、まあよかったじゃないですか！　これで僕も一安心ですよ！」

「もうほんとユキナリのおかげだよっ！　お礼にさ、あたしもユキナリの悩みとか聞いてあげるからっ！」

「あ、い、いいですよ！　僕のは、今日は……っ！」

「遠えん慮りよしなくていいのユキナリっ！　あんたどうなの？　もうクラスで友達とかできた??　もしできたら、ちゃあんとあたしにも紹介しなさいよ？　……、……って、あ、あれ？　なんでユキナリ、体育座りで、……泣いてるのっ!?　……ひょ、ひょっとしてユキナリ、今日も、誰とも、会話レス……？　そ、そんな……、ずっと机につっぷして寝たふりしてた……って！　……あ、だ、大丈夫よそんなのッ！　えっと、ほら！　新学期ってまだ始まって二週間しか経たってないじゃない？　もうスグだって！　あっという間にクラスに溶け込めるよユキナリなら！　ね？　ファ、ファイトーっ！」　

「ほ、本当ですか!?　僕ならいけますかっ!?　クラスの女の子にも『やだ、ちょっとかっこいいかも……』って思ってもらえるチャンスはまだありますか!?　……あ、あっ！　いえ、僕は……こういう相談がしたかったわけじゃ……」

　すると彼女はずっと手にし続けている大量の氷入りの紙コップを僕に突き出し、

「う、うぅんユキナリ！　ユキナリの悩みはあたしの悩みだもん！　一緒に考えさせて？」

「新にい菜なさん……あ、ありがとうございますっ！」

　僕は思わず彼女の両手ごと、がしっとその紙コップを摑つかんで打ち明けます。

「……あ、あの、さっき僕、学校でクラスメイトと会話レスとは言いましたが……、なにげに近くの男子とかには、一応、声を掛けたり、会話したりはできるんです……。だからそっちの方はなんとかなるとは思うんですけど、……やっぱり、問題は女の子なんです！　クラスメイト女子の前に立ったり、立たれたり、たまになんか話しかけられたりすると、もう、どうしたらいいか、あ、頭が、わからなく、なってしまって……！　こんなんじゃ女の子と仲良くなりたいどころの話じゃないですよ！　どうしたら僕、女の子と会話ができるようになるんですか!?　そして『前からずっと、あなたのことが好きでした』って言われるには、もうどうしたらいいんですか!?」

「……あ、だ、だからっ、それは……っ」

〈ぐぐん〉と、新菜さんがにぎっていた冷たい紙コップがさらに僕に押しつけられ、

「それは、あたしが言ってるじゃん……！　……昨日は、あれだったけど、今日こそちゃんと言うんだからっ！　──……どれくらい前からかは、もう……忘れちゃったけど、あたし、なんていうか、ユキナリのこと、……き、嫌いじゃ、ないし、たぶんあんただって、あたしのこと嫌いじゃ、ないん、でしょ……？　だ、だったら……た、試しで、いいからさっ！　あたしと、つ、付き合ってみちゃえばいいのよユキナリなんかっ！　だから、その、今日から、ユキナリは、あ、あたしの、か、彼氏に……、……──ってッ！　あああああああもうちょっと、だから聞いててよユキナリィィッ!!　ちょうど五時になって始まったデパートのからくり時計とか見てないでもっとあたしを見て！　なんであたしが勇気を出すとユキナリが急に興味を湧わくものが駅前に現れちゃうのッ!?　もう、ちょっと！　ユキナリってばぁぁぁッ！　こっちを向けぇぇぇ……ッ！」

「ひぃぃいぃいえええやあああッ！　あぁぐぅあッ！　な、なんですか新菜さん冷たいッ！　氷水首筋に注いで冷たいぃぃッ!!　もうびしょびしょ＆微びスイート！　す、すいません！　まじでごめんなさい！　僕の相談に乗って貰っておいて心ならずもそっぽ向いてスルーは失礼でしたよね!?　反省します！　でも、ここのデパートの名物カラクリ時計の『イッツァ・相撲すもう・ル・ワールド』の魅力には抗いがたく……！　す、すいません、新にい菜なさんもう一回！　もう一回だけさっきのと同じことを言ってもらっていいですか!?　今度こそまじめに聞きますから。お願いします！　……はいっ！　どうぞ……！」

「え、だ、だから、ユキナリは、あ、あたしと……って、で、できるかぁあぁあぁああッ!!　ばかぁぁ！　ユキナリのばかユキナリぃぃッ!!　あたしだって無限の勇気を持ってるわけじゃないんだからね!?　もぉおおおおおッ！　もおぉぉおっ！」「新菜さんすいませんちゃんと謝りますし非礼も詫わびますから僕のメガネをアイアンクローするのはこれで最後にしてもらえませんか！　幻げん痛つうがッ！　メガネを攻こう撃げきされると幻痛が僕の脳みそを襲おそうんですよぉぉッ！　あぁメキメキ！　メキメキ言ってるぅぅ!!　左脳がぁああッ！」

「と、とにかく！　ユキナリはまたしても女の子とお喋しやべりしたいのね!?」

「そ……そうです！　どうか僕をもてさせてください！　どうか、どうかお願いします！」

「待ってユキナリ！　脈絡なくこんなところで土下座とかしないでお願いだから！　もうなんなのあんた！　なんであたしはあんたのことなんかが好きなの!?　しかも『もてさせて』って……!!　もう……わかったから！　なんとかしてみるから面おもてを上げてお願い！」

「本当ですか？　力を貸してくれるんですか!?　……し、親友っ！　やっぱりあなたは僕の親友！」

「いいからちょっとおちついて！　あと早く面を上げて！」

　言われるままに、ゆっくりおずおず新菜さんの顔を見上げてみれば、彼女は腰に左手を当て、右手をあごにうむむと眉まゆ根ねを寄せていました。おそらく彼女は自分のデータバンクから僕の情報を読み込んでいるのでしょう。頼もしい限りです。そして「これは二年前の十二月二十二日だし、……これは、一年前の七月六日の夕方のユキナリだし……」とかなんとかつぶやいていた彼女は、

「あー……、ほんとだ。ユキナリってすっごい話し掛けたいんだね、女の子に……」

　保存データからの解かい析せき作業が完了したらしく、少し遠くを見つめるように

「も、もちろんです！　いざとなったら、僕だって女の子に話し掛けるんですっ！」

「それじゃないかな……原因は」

「え？　ど、どれですっ!?」

「ユキナリって、女の子に話し掛けることだけに一生懸命になっちゃって、すごく緊張しちゃってるんだよ、きっと……」

「え？　だって、そりゃあ一生懸命に決まってますよ!?　緊張だってします！」

「うん、たぶんそれよ。あんたの場合、目的が『一生懸命に話し掛けること』になっちゃってるから、たぶんそういう余裕の無さが相手におかしい雰ふん囲い気きを与えて、相手のそういうのを感じ取ったあんたも、無意識のうちに変に緊張しちゃうんじゃないかな……。こう、負のスパイラル発生しちゃうみたいな……」

「ッ!?　え？　な、なんですか新にい菜なさん！　も、もう一回！　もう一回言ってください！　理解が！　理解が追いつかない……！　メモしますから！　メモ、しますからっ！」

「え？　ちょっと落ち着いてユキナリ！　か、顔が近いからっ！　な、なんなの!?　ちゅーするの!?」

「だってこれ、大発見ですよ!?　世セイ紀キの大発見です！」

「や、やだっ！　なに突然あんたいやらしいこと口走ってるの!?　なになにもうユキナリのおませさんっ！　もう超かわいい！」

「新菜さんこそなに勘かん違ちがいして顔を真っ赤にしてるんですか！　そっちのセイキじゃありません！　いったいなにを大発見したんです!?　だめですそんな発見をしてしまったら！　そうじゃなくてですね、大変な意識の転換が僕の中で行われたんです今まさに！　……そ、そうか……！　そうだったんだ!!　変だと思った！　僕は今まで、なにをやっていたんでしょう……、用事も無いのにおしゃべりしたいだけで話し掛けたら、そりゃ気味悪がられますよね!!　な、なるほどッ！　すごいです新菜さんっ！」

「あ、あれ？　もしかしてユキナリ、あたしのこと見直した……？　ひょっとして、惚ほれ直しちゃった……!?」

「もちろんじゃないですかっ！　もしも僕に誇れることがあるとしたなら、それは僕にこんなすごいアドバイスしてくれる新菜さんがいるっていうことです！　ああっ！　なんでしょうこのドクドク感！　今すぐ誰かに、話し掛けてみたい……ッ！」

「じゃ、じゃあさ！　さっそく女の子に話し掛けてみようよユキナリ！　ねえ……見て？　あそこにいる金髪ツインテールの、頭に苺いちごの飾りつけてるあの女の子。ほら、あんなふうに道みち端ばたでティッシュを一生懸命もらってる姿なんて、結構かわいくない!?」

「なるほど……、あの、赤くて薄いランドセルみたいなカバンを背負って、ちょっと制服じみた白いワンピースを着てる、妖精のごとき外国人の女の子ですね!?　……わかりました！　ええっと、ただ話し掛けるんじゃなくて、きちんと他の用件があっての、会話ですね!?　了解です！　それさえわかっていればばっちりです！　見ていてください！」

　僕は制服シャツのボタンとズボンのベルトを締め直し、

「よぉし……」

　新菜さんの元から、ティッシュを配っているお姉さんと何かを喋しやべっている金髪少女へと、そうっと近寄ります。

　ここから僕は変わる……！　──いや、すでに僕はさっきまでの僕ではないのです！　

「あ、あの、すいませんっ！」

　第一声は、大成功です！　少女がティッシュのお姉さんからこちらに振り向く瞬しゆん間かんに滑すべり込ませた言葉によって、金髪の少女はごく自然に顔をこちらに向けました。

　僕は、すかさずそこへ……

「……あ、あの、ええと、あのっ、あ、あのっ……」

　が、しかし！　どういうわけか、うまく動いてくれない僕の舌と喉のど。そして、突然声を掛けられたのに、間違ってゴム風船を飲んでしまったニワトリのような声しか出さない男子の出現に、

「な、あ、あ……っ！」

　頭の上に苺いちごを並べた、まるでショートケーキの妖精みたいな金髪少女はひどく混乱。瞳を大きく見開いていて、

「ぁああっ、す、すいません違うんです！　僕はそんな、全ッ然怪あやしい者じゃなくてっ！　あ、ああッ！　……だめだ……、大失敗です……！　せっかく……せっかく新にい菜なさんがアドバイスしてくれたのに僕は……！　僕はなにも変わってない!!　なんで頭がまっしろに……っ！　これじゃいつも通りじゃないですか!!　僕はやっぱり、だめだめなんだぁっ！　……だ、第一相手が可愛かわいいすぎますっ！　なんでこんな目立つ女の子を相手に選んじゃったんですか!?　それがそもそも間違いで──」

「ユキナリぃぃぃぃいいいいいいいいッッ!!!!」

「え、ええぇええッ!?!?」

　瞬間、彼女が両手に抱えていたポケットティッシュが周囲に飛び散って、

「もうっ！　もう二度と逢あえないかと思ったぁぁ……ッ!!」

　そしてその代わりに、苺少女が両腕で抱きしめていたのはこの僕。

「う、うぅうあ……っ」

　金髪の女の子が僕の胸へと顔面をぐりぐり押しつけているこの現状に、

「あ、あれ……？　成功……しているッ!?　これはどういうことですか!?　僕はまだ、なにも言ってないも同然なのに、なんですかこの状況!!　つ、つまり、これが新たな僕の力だというのですか!?　でしたら、うぅおおお！　能力、全開ですッ!!　（がっしり）」

「ひぃぃぐぐぐっ……ぐるじいいぃっ！　ち、力をこめ過ぎじゃばかものぉぉっ!!　息がっ、出来ぬでは、ないかぁ!!　なにをぶつぶつ言っておるユキナリ、勘違いするな！　わたしじゃよ、わ・た・し！　そなたの魔王、ゼノン＝カタストロベリーじゃよぉぉー！」

　けれども、

「　　　？　　　」

「あれ……ッ？　そなた、まさか、……わ、忘れて、しまったのかッ？　き、昨日の今日ではないか!!　なにをぽっかーんとした顔で頭に『？』を浮かべておる!?　思い出すのじゃようッ！」

「あ、あああ……ッ！　あ、あ、あなたは!!」

「であろう!?　覚えているであろう!?」

「す、すいません、ちょっと目の前のコトにいっぱいいっぱいで、でも、今思い出しました!!」

「じゃろッ!?　言ってみよ！　わたしの名を言ってみよ!!」

「あなた真ま生み浦うらイノリさんじゃないですか！」

「あああ違うそっちじゃないー！　おしい！　それはわたしがついた噓うそのほう！　もうそれはすごい反省している！　そなた中途半端に思い出してわたしを凹へこませないで欲しい……！　わたしはきちんとさっきゼノンと名乗ったではないかぁ！」

「そうでした！　す、すいませんゼノンさん！　ちょっとまだ、あまりのコトに記憶が……」

「いいからもうずっと抱きしめてないでそろそろ下に降ろして！　周りのひとがこっちをみているのじゃよう！」

「……まってください、ということは、これは僕の真の力が発動した結果じゃないんですか!?　に、にわかに信じられませんが！」

「そなたにとってこの世の中が発見に充ち満ちていてよかったな！　じゃから、いい加減にそなた、わたしを下に──」

「ちょっとユキナリ！　なんか大変なことになってるみたいだけどっ！」

「あ、新にい菜なさんッ！　ちょうどいいところに！　見てください！　この子……!!」

　僕が腕にだっこしたままの少女を、駆けつけてくれた新菜さんへと見せれば、

「ああ！　こ、この子、どこかで見た覚えがあると思ったら、昨日……自分を『いのりん』だって言い張ってた……！」

「ちょっと待って!!　なぜ二人はそっちの方ばっかり印象深いのじゃ!?　そっちの方ではなく、わたしは実は『魔王』なのだというもっと重要な方に注目して欲しいっ！　思い出すならそっちじゃろう普通は！　二人とも、おとぼけがすぎるであろうっ!?」

「それよりなんですかあなたこそっ!!」

　抱っこされたカラダを押しつけ、荒海のごとく暴れる少女の身もだえと同じくらい混乱していた僕の心の中に、その時突然、自分にとっても不思議なくらい強く吹き付けてきた熱風。

「な、なんじゃ？　どうした突然ユキナリ！」

　こちらの急激な変化に、少女は僕以上にびっくりした表情で向き直ります。

「昨日は急に僕らの前からいなくなっちゃって、あの後二人でどのくらいあなたを心配したと思ってるんですか!!　あなたを探そうにも、どこをどう探せばいいのかもわからないし……」

　すると、身動き一つせずその言葉を聞いていた少女の顔は、みるみる薔ば薇らの花びらを散らしたように赤くなり、

「あ、あ……、す、すまぬ！　すまなかったユキナリっ！　……ということは、もしかしてそなたら、あの時からずっとわたしを探していてくれたのか!?　……あれ？　じゃあなんですぐにわたしのことが思い出せない!?」

「僕達だって混乱してたんです……っ！」解消されていく不安感を、僕は大きく吐はき出し、そうっと彼女を腕から地面に降ろして「それよりゼノンさんこそ、さっきはなにをしていたんですか？」

「あ、え、ええっと……！　（慌あわてて両手に握にぎっていた残りのティッシュを後ろに隠かくし）こ、これはその、そう！　新たな臣民を募っていたのじゃよ！」

「僕には、どう見ても一心不乱にティッシュをもらっていたようにしか……、……あ、はい！す、すいません！　僕は信じます！　そうですよね!?　ゼノンさんが、ただ単にティッシュを道みち端ばたで貰もらってるだけなんて、そんなのあるわけないじゃないですか！　ですから涙目にならないで！　ほらゼノンさん、笑ってください！」

「ぅ、うん……、ぅ、うふふ、えへへ……。すまないユキナリ……。わたしもつい、かぁっとなってしまって……って、あ、あれ？　待て、ユキナリ？」

「はい、どうしました？　ゼノンさん」

「そ、それじゃ。ユキナリ、……様さまは？」

「？　サマーですか？」

「ちがう！　夏サマーとか一切会話に出てきてないじゃろ!?　さまじゃ、様!!　そなた、昨日はわたしのことをきちんと『魔王様』と……『ゼノン様』と呼んでくれたではないか！　そなたのあの嬉うれしさはどこに行ってしまったのじゃ!?　いまさらそんなユキナリ！　さん付けなんて他人行儀はやめて欲しいっ!!」

「いや、様付けの方がよっぽど他人行儀な気がしますがっ!?」

　僕はガクガクとズボンを揺ゆすってくる少女を押しとどめるのですが、しかし、

「よもやそなた、まさかとは思うが建国熱が冷めてしまっているのかッ!?　そんな、そんなのだめなのじゃよーっ!!　二人であんなによい国を作ろうと約束したではないか！　よ、よいか？　よく聞けユキナリ！　国土と臣民をどんどん増やして、わたしは理想の国家を作り上げる！　そのためには魔王でありつづけなくてはならぬし、万魔王殿ミルフイルニウムにその力を見せつけなければならないのじゃ！　その道は当然ながら平へい坦たんではありえぬ！　だというのに、わたしと共に歩む大事な臣民第一号のそなたが、そんなことでは、も、もう、もうっ!!」

「ちょッ！　やめてくださいゼノン様!!　興奮してこんな街中でファンシーな焼きごてを振り回したら危ないです！　僕が悪かったですゼノン様！　落ち着いて！　僕冷めてません！　その焼きごてみたいにまだ、僕の中で建国熱は燃え上がってますから!!」　

「ああああッ！　よ、呼んでくれた！　ユキナリがまたゼノン様って!!　新にい菜な！　聞いたか!?　今、ユキナリが！　本当のユキナリが戻って来てくれた……ッ！」

「そんなことよりゼノンちゃん！　あなた今、ユキナリにジャーマンスープレックスホールドによって凄すごい体勢で固定されてるから！　浮かれてないで抵抗してっ！」

「はっ！　ほ、本当じゃぁっ！　く……くるしいよぉ！」

「落ち着きましたか？　ゼノン様」

「このような格好になって落ち着けるわけがないではないかっ!!　恥はずかしいから早くはなせぇっ！」

「ゼノン様、実は僕……その件で折り入って、ゼノン様に相談があるんですが……」

「その件てどれじゃ!?　そして今か!?　それはお互いこの格好のまま、今しなくてはならぬ相談なのか!?」

「ゼノン様の臣民になって、昨日の今日で突然もてるなんてないことはわかっています。……けれど、それでもなにか……なにか臣民になった確信みたいなものが、……つまり、ゼノン様の臣民であるという証あかしみたいなものが、僕は欲しいんです！　そうすればゼノン様を忘れるようなことも絶対ないと思うんです！」

「し、臣民の証!?　う、うむ、じゃから、こういうので……」

「違います焼き印はこっちの世界ではもっと違う証の意味を持ってるんです！　覚えて置いてください、そのカラダで……」

「んにゃはははぅぅッ！　ひゃぅぅふぅっ！　くやぁッ！　やぁ、やめよユキナリくすぐるな！　この体勢はサスガに苦しい！　わ、わかった！　すまぬ！　もっときちんと考えるから！　わたしに時間を与えて欲しいッ！　絶対に用意するから!!」

「も、もちろんその証的なものは、昨日ゼノン様が出そうとしてくれていた、『僕のコトがだぁい好きな女の子』でも構わないのです、ゼノン様……！」

「う、うむ！　その約束も忘れておらぬ！　しかし昨日の失敗も、わたしにはどうしてああなってもわからないのじゃ！　なんじゃかちょっと今わたし、調子悪いのじゃよう」　

「調子が悪い……？　待ってください、それってどういうことです？　もしかして、なにかの病気とか……」

「びょ、病気じゃと!?　お、恐ろしいことを言うなユキナリ！　違うのじゃ、おそらくまだわたしには魔王としてのパワーが足りぬのだと思う……。……しかしじゃ、そなたが建国活動に励はげんでくれれば国力も上がり、いずれわたしの力も万全となって、必ずやそなたの望みを叶かなえる時がくるはずなのじゃ！」

「やはり、全ては僕とゼノン様のがんばりにかかっている……。わかりました。僕とゼノン様が理想としている国の姿は一致しています！　絶対に、いい国を作りあげましょう!!」

　ゼノン様をジャーマンスープレックスホールドから解放すれば、僕と彼女は再び二本の脚で大地に立ちあがります。そして奇くしくもお互い視線が絡み合い、見つめ合ってしまうかたちとなれば、

「な、なんじゃよう……っ」

　なんだか照れたようにはにかむゼノン様。ふいに僕の中で、ずっとあったのに冷えていたものに、急に熱が入ったように生じる上昇気流。

　そして魔王少女はまっすぐに僕を見つめ上げたまま、

「と、ともかくユキナリ。わたしは、そなたに感謝している……ッ！」

「あ……、は、はいっ！」

　僕は頭に苺いちごのツノを生やした魔王が放つ輝きに、放心したみたいに口をつぐんでしまいます。

　だって、彼女が向けてきたその表情、……希望鋭く、果てない夢想を真っ直ぐに見つめる瞳。

　そんな笑顔を、僕は未いまだかつて見たことがなくて──

「うぁああああああああああッ!!　ユキナリだめぇぇえええええッ!!」

　そんなに僕はぼうっとしていたのでしょうか。新にい菜なさんは突とつ如じよ、横合いから僕を激しく揺ゆすり、

「な、なんですか新菜さんッ！　やめてくださいメガネが！　メガネがすっ飛んでどこかにいっちゃいます!!」

「なにあんたゼノンちゃんと見つめ合ってるの!?　今すごいなにかをお互いが無言の内に交わしあっていたでしょうッ!?　どういうこと!?　いつの間に二人はそんなコトになってるのッ!?　だ、だいたいユキナリは女の子が苦手なんじゃないのっ!?」

「そ、それはそうですけど、でもゼノン様は女の子というより『魔王』じゃないですか！」

「ん、んん……ッ!?　女の子というより、魔王……!?　え、えと……、ユキナリは、相手が魔王だったなら、こんな可愛かわいい子でも、女の子扱あつかいしない……っていうか、できないってこと……!?　あっ、ちょっと待って!?　これ、もしかしたらなにかのヒントじゃないっ!?　あたし今、なにかスゴイこと思いつきそうなんだけど……ッ！　なにこれ！　ねえちょっとユキナリも一緒に考えて!!　つまり、あ、あたし、あたしって……ッ!!」

「ちょっと新菜さん!?　やめてください！　だからそんなに僕を揺すったら……うぅッ、あ、メガネと一緒に頭がくらくらして、ぅぅ、気持ち悪いぃ……ッ!!」

「う、うむ、新菜！　ちょっと、ちょっとこっちに耳を貸すのじゃ！」

「な、なによゼノンちゃん！　ユキナリはゼノンちゃんになんか渡さないんだからーっ!!」

「いいから早くっ！　…………実はな新菜。わたしはそなたのような女子高生こそ、ユキナリにぴったりな女の子じゃと昨日、一目見た時からずっと思っていたのじゃが……」「ゼ、ゼノンちゃぁぁぁぁんッッ!!　信じてた！　あたしあなたをずっと信じてたッ！　つまり、ゼノンちゃんがいつかユキナリに紹介する『ユキナリのことがだぁいすきな女の子』って、じゃーん！　実はこのあたしってことなのねっ!?」「あ、う、うむ──」「すごい!!　それなら、ゼノンちゃんの紹介だったら絶対ッ！　絶対に、ユキナリはあたしのことを受け止めてくれるはず!!　青い鳥はずっとユキナリの側そばにいたんだってわかってくれるはずッ!?　もうっ！　そういうことは早く言ってゼノンちゃんッ！」「うぐぅうッ！　苦しいッ！　そんなにぎゅうっと抱きつくな新菜！　顔が……っ！　そなたの胸に、顔が埋まって……ッ！」

「ユキナリィィッ！」

「……な、なんですか新にい菜なさん。ぁあ……、やっとめまいが治まって来ました……」

「ＯＫッ！　魔王ＯＫ！　臣民ＯＫッ!!」

　すごい大胆なポージングで僕にＯＫサインを送って来る新菜さんに、僕はどうリアクションをとればいいのでしょうか。だって意味わかんない。

　一方、僕の魔王様は、

「ふぅ、よかった……。これで万事解決したも同然じゃな、ユキナリ！」

「そうですね、ゼノン様！」

　心の底から浮かび上がってきたような無む垢くな笑顔を僕に向け、こちらにふらふらと歩み寄って──

「……あれ？　ゼノン様？」

　ふらふら、と……？

　よろめく金髪魔王の表情、そこにある違和感に気づいた僕はとっさに、

「ちょっとゼノン様!?」

　こちらにふらりと倒れてくる魔王少女を両手と胸で受け止めてしまうのです。

「……？　ど、どうしたのじゃ？　ユキナリ……」

「どうしたじゃないですよゼノン様！　あなた今、ぐらぁって倒れ込んできたんですよ!?　というかゼノン様、顔が、真っ青じゃないですか！」

「そうか？　ふむ、そういえば少し、カラダに力が……う、ぅううう……っ？」

　そして彼女は僕の腕のなかで、なにやらびくびくと痙けい攣れんしつつ、

「いや、違う……。お、お腹なか、が……？　（ぐぎゅるるるる……）」

「お腹が、く、苦しいんですか!?　めくって見ていいですかゼノン様!?」

「ばか！　なにやってんのユキナリ！　ワンピースよ!?　それをめくったらゼノンちゃんの『ひとつなぎの大秘宝』が丸見えになっちゃうっ！　そうじゃなくて、ゼノンちゃんはお腹が空すいて倒れたに決まってるでしょ！　ユキナリ、あんたなにか食べ物は？」

　慌あわててゼノン様を挟はさんで向かい側に駆けつけた新菜さんへと、

「ハンバーガーならさっき全部食べちゃいましたよ！　栄養のあるものと言ったら、僕にはもうこの『しっとり潤うるおいリップクリーム』くらいしかありません！」

「しかたないわね。じゃあ、あたしのこれで」

「ぅう……おいしい……、こおり、おいしい……（ポリ……ポリ……）」

「コーラの残りのクラッシュアイスにこれほど喜ぶなんて、これは相当来てますよ!?　ゼノン様、あなたどのくらい何も食べてないんですか？　……え？『あれから』？　あれからって、いつからです!?　もしかして、僕らの前から居いなくなってからずっとですか!?　……も、もしかしたらゼノン様は、さっき貰もらってたティッシュを食べようとしていたのかもしれません」

「どうしようユキナリ！　ゼノンちゃんの脈が五秒に一回くらいしかぴくっとしなくなってる！　あたし、もうお小遣いないのに……」

「僕も財布はぎりぎりです。けど、このままだとゼノン様が……！　なんとか、どうにかしないと……。あ、そ、そうです！　僕の家です！　急ぎましょう、家になら絶対なにかありますから……！」
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「ちょっと、ユキナリ！」

　さて、蜜黄金ハニーゴールド＆薄桜クリームピンクのツインテール魔王を抱え、一目散で自宅に転がり込んだのはいいのですが、

「なんであんたの家はクッキーの一枚も置いてないの!?　聞いてた話と全然違うじゃない！」

「ぼ、僕にも見当がつきません！　い、いくらお母さんが締め切り明けだったとしても、ここまでの食い尽くしは初めてです……！　だって備び蓄ちくのタマネギまでもが一つ残らずなくなってるんですよ!?　料理をした形跡もないのに!!　あ、あの人……まだ食欲が上がってるんだ……!!」

　冷蔵庫はもちろん、食料庫の中までが見事に空っぽ。おこめ一粒、チーズの一ひと欠片かけらも残っていないこの状況では、空腹の絶頂にあるゼノン様を蘇よみがえらせることができないばかりか、時間が経たてば経つほどに、我が魔王は重大な危機に直面することになってしまいます。というか……

「そもそも魔王って、なにを食べるんですか!?」

　キッチンの食器棚をあさる新にい菜なさんへ問いかければ、

「あ、あれじゃない？　魔王っていうくらいだから、こう……汚れ無き乙女の生き血とか……や、やだっ！　じゃあ、ここにはあたししかいないじゃんっ！」

　やおら顔を赤らめて慌あわてる女子高生に対し、

「いや、それは汚れ無きの基準にもよると思いますが……とりあえず、ここは汚れ無き生き血と同じ意味を持つ、どこかしらからの体液を分ぶん泌ぴしてもらっていいですか、新菜さん」

「ちょ、ちょっとなにを言い出すのユキナリっ！　汚れ無き乙女の体液って……そ、そんなの……ひ、一人じゃ、無理だもん……！　誰か、手伝ってくれないと……（ちらっ、ちらっ）」

「ならばしかたありません！　手っ取り早く、新菜さんの体液の代わりに、ゼノン様にはこれを与えてみましょう」

　僕はどうにか二～三滴ほど瓶びんの底に残っていたカルピスの原液を脱だつ脂し綿めんに含ませ、ゼノンさんの唇にぴたぴたと当ててみます。

「え、ええいっ、わたしは、アレかー……ッ！　夏の早朝の樹液に群がる、アレかー……！」

　糖とう分ぶんに反応してなのか意識を取り戻した魔王少女は、ゆっくりと起き上がりながら、

「す、すまぬ……、こちらからリクエストするのもはばかられるが、普通の……、普通のご飯でよいから……ッ！」

「無理をしないでくださいゼノン様ッ！　横になって休んでいてくれれば、僕たちが全部やります。任せてください！」

「い、いやゃぁぅうっ！　やめれぇっ！　わ、わかったから指を抜け！　わたしの腋わきの下からそうっと指を抜けぇぇ……っ！」

「絶対お助けしますからねゼノン様！　待っててください！」

　言われた通りにちゅぷんっとゼノン様から指を抜く僕の中には、一つの思いが巡っていました。これは、昨日助けることができなかった魔王少女との続きなのだと。あの時は変な触手に引きずりこまれてしまったゼノン様を救えなかった僕ですが、でも、今回は必ず助けてみせると……!!

「ねえユキナリ、あんたの家には魔王の取り扱あつかい説明書とかないの？」

「え？　なんですか突然新にい菜なさん、その『あたしん家には魔王の取説あるんだけど』的な言い方！　そんな便利なものが僕の家にあるわけが……、……んッ？　あ、ありますよッ!?　そうです！　確かこの中に……。ゼノン様、失礼します！」

「な、なにをするぅ……っ」

　僕はゼノン様がソファの上で枕まくらにしていたランドセル型のカバンから、魔王の証あかしでもあるという魔導書『パンタグリュエル』を引き抜いて、

「たぶんこの本に、そういうことなら、書いてある気が……（ぺらぺらぺら）」

「早く！　早く！　急がないとゼノンちゃんが弱って死んじゃうから！　『魔王がお腹なかが空すいてぐったりしてる時』よ？　どうすればいいか早く調べて！」

「もちろんです！　ここでゼノン様を失うわけには絶対にいきません……！　もうすぐですよゼノン様……ッ！　よぉし、ここだ！　ありましたよっ!?」

「読んで！」

　僕は辞典サイズの魔導書をテーブルに広げ、細かい文字を指先でたどりながら、

「『まず、真ん中から二つに折るようにして本体を持ち上げます』」

「うん、それから？」

「『シリンダーをずらして、フィルターをティッシュなどで拭ふき取ってください』！　これで、どうですか？」

「なんか苦しんでる」

「あっ！　これは『卓上サイクロン掃除機の吸い込み力が弱くなった時』の対処方でした！」

「ちょっとユキナリ！　『魔王のお腹が空いてぐったりしてる時』だって言ってるでしょ!?　しっかりして！」

「失礼しましたゼノン様ッ！　すいません！　具合はまだ持ちますか？　……そうですか、ファイトですゼノン様！　……あ、ありましたよ！　今度こそ平気です！　もう大丈夫ですから!!」

「読んで！」

「『まず、裏うら蓋ぶたの電池ボックスを留めているネジを緩ゆるめます』」

「や、やめよぉ……！　それは『クッキングタイマーのボタン電池を交換する時の対処方』じゃろッ!?　ふ、普通にどこかで売っている『のり弁当』などでよいから……！　魔王だと言っても特別ななにかを食べるわけではないから……ッ!!」

「そ、そうなんですかゼノン様!?　普通の『のり弁当』とかでよかったんですか!?　だったら、も、もっと早く言ってください……！　ぼ、僕は、またあなたを救えないところで……！」

「い、いいから！　深い後こう悔かいはいいから頼む！　それにわたしは言ったよ!?　普通のでいいって言ったのに、ユキナリ達が聞いてくれなかったのではないかぁ！　じゃから、よければコンビニなどでご飯を……あ、あっ！　しかし、一つだけよいか？　すまぬ、辛からい系だけは勘かん弁べんしてもらいたい！　わたし、辛いのは食べられないのじゃ。ぅぅ、わがままを言って、すまぬ……」

「いえ、そんなの全然です！　じゃあ、さっそく──」

「オッケーユキナリ！　あたし、買ってくる！」

　さすが、なによりもまず行動が先の新にい菜なさんです。テレビの上の貯金箱をためらいなく握にぎりしめて玄関へダッシュして走り去るその一連の素早さ、たのもしいの一言。

「いいですか新菜さん！　お弁当は辛い系以外ですよッ!?　よろしくお願いします……！　ふぅ……。とりあえずは一安心ですね。一時はどうなることかと思いました……。これで母さんが帰ってくれば、さらに万全なんですが……」

「ユ、ユキナリ……」

　彼女も精神的に落ち着くことができたのでしょう。幾いく分ぶん、表情を緩ゆるめて僕を見上げるのです。

「ゼノン様、眠ってなくて平気ですか？」

「すまぬ、魔王たるものが、このような醜しゆう態たいを見せてしまって……」

「いいえ、今まで見た中でまだましな方です。安心してください」

「うむ……そなたには、いらぬ気苦労をかけてしまうな」

「なにを弱気なことを言ってるんですかゼノン様。……あなたの臣民たるもの、僕は喜びも苦しみもあなたと一緒に乗り越えて行くと決めています。こんなことくらい、朝飯前です」

「ユキナリ……」

「な、なんですか？　ゼノン様」

「…………、理想の国を作りたいという願いの裏には、誰にでも、個人的な想いがある……」

　その時僕はゼノン様の潤うるむ大きなエメラルド色の瞳の中に、まぶしいだけではない力強い光を見つけます。……魔王少女は少しだけ恥はずかしそうに、その小さな手のひらを僕の頰ほおへと差し向けて、

「しかし、そなたはどうして、このように……わたしに優しく……」

「ただいまーッ！」

「はっ！　早いですね新にい菜なさん！」

〈びくーん〉と魔王少女と僕の距離が離れます。ゼノン様は〈ごつっ！〉とソファの角に頭をぶっつけ、僕は帰宅を果たした新菜さんに振り向きざま、

「コンビニがある通りまでは片道三百メートルほどあるんですよ!?　しかも汗一つかいてないばかりか、息ひとつ切れてない！」

「それより早く、これをゼノンちゃんに!!」

「了解です。さあゼノン様、（がさがさとコンビニ袋から）『激げき辛からビーフカレー弁当』と『激辛麻マー婆ボー弁当』どっちがいいですか？」

「ちょ、ちょっと待ってぇぇ！　げ、『激辛』ってなんじゃ!?　わたしはそれ以外ならなんでもよいと言ったのに、どうしてそうなってしまう!?」

「ぁあッ！　ほ、本当ですッ!!　ちょっと新菜さんなにを考えているんですかあなた!!　辛からいのはダメだってあれほど言ったじゃないですか!!　なのにどうしてこの二つを買って来ちゃうんですッ!?　あなたまさか、辛さで魔王の暗殺を企くわだてるアサッシンですか!?　本当の新菜さんをどこにやったんですか！」

「ちがうの！　あたしの話を聞いてユキナリ!!　あのね、どういうわけか、あそこのコンビニに辛い系のお弁当しか置いて無かったの……ッ！」

「え？　まさか、そ、そんなことってあるんですか!?　ああっ、でも……本当です！　（さらにコンビニ袋を探り）他のお弁当もどれも……『究極ペペロンチーノ』『炎のエビチリ御前』『超辛担タン々タン麵メン』……まだまだいっぱいあります！　こんなの、普通に辛いお弁当を買おうと思っても、できることじゃないですよ!?」

「そうなの！　あたしも変だと思ってアルバイトの人に聞いたら、新しい店長さんがすっごい『辛党ハバネラー』で、自分の好きなものばかりを発注して本部の人に怒られているのを聞いたって!!　あとお客さんにもすごく怒られてたって!!」

「な、なんてことですか……!!　ゼノン様が空腹で倒れたその日に、僕のお母さんの締め切りがあけて家の食料は底を尽き、コンビニの店長が暴走してしまっただなんて……!!　これが、建国の厳しさというやつですか!?　ゼノン様、これは明らかに国家存亡の危機です！」

「おのれ……！　そのコンビニが我が王国に併へい吞どんされた暁あかつきには、そのようなことが絶対に起こらぬ安定した需要と供給を実現したいが、（ぐぎゅるるるるる……）……ぅ、ううっ、しかたがない。背に腹は変えられぬ！　わが國くにの興廃、この一戦にありじゃ！　か、辛さがなんじゃ！　このゼノン＝カタストロベリー、受けて立とうではないか！　さあ、来るがいいユキナリ！」

「ご、ご立派です、ゼノン様……ッ！」

　僕はコンビニのレンジで熱々にされ、いまだ冷めやらぬ『激辛ビーフカレー』のラップを慎しん重ちように破り、プラスチックのスプーンでルーとライスを一対一、魔王様の可愛かわいらしい口元に運びながら、

「それでは、あーんしてください！」

「う、うむ！　ぁ、あーん……ぱくんっ！　……ん、もぐもぐ……、ごくん。……ん……な、なんじゃ、激辛と言うほど辛くないではないか！　ふふん、辛からさめっ！　ついにこの魔王に恐れをなし、どこかに行ってしまったに違いないっ！　さあユキナリ、このわたしにもう一ひとく……、……ぃや？　ま、待て。あ、ややっ？　いッ、辛っ……違う！　い、痛いッ!?　口の中が痛いぃっ！」

「ゼノン様ーっ！」

「お、おのれ、辛さめ……！　わたしの油断を誘ったな!?　ぅううッ！　な、なんと狡こう猾かつなやつじゃ！　ぅう、はぁっ……！　こ、こうなったらユキナリ、水じゃ！　氷水で水攻めじゃ……!!」

「持ってきましたぁ！　さあ、飲んでください！　……どうです？　治まりましたか？」

「う、うむ、なんとか……、いや、しかしこれは──」

「じゃあはい、あーんです」

「ややややっ！　ま、待てユキナリ……っ！　まだ、わたしの反攻の用意がぁっ、あ、あーん、ぱくっ。ぐぅ熱いッ！　しかも……やはり、辛いぃッ！　というか痛いのじゃユキナリっ！　なんなのじゃこれは！　水！　水をっ！　（ごくごくごく）ひ、ひぃ！　ひぃっ！　はぁ、はぁ……っ、い、言っているじゃろうっ!?　わたしはそもそも、か、辛いモノは、苦手じゃってっ！　はぁ、はぁ……っ！」

「お願いします！　これに耐えてくださいゼノン様！　国が……！　ゼノン様と僕の王国の運命がここに掛かっているんです！　そう、辛くても、お弁当は栄養満点なんです！　僕も一緒に闘たたかいます！　だから、ゼノン様……！」

「う、うむ、ユキナリ、わたしがんばる!!」

「そのいきですゼノン様！　じゃあつぎは、『ペペロンチーノ』いきます!!」

「う、うむ……っ！　そなたが……ユキナリが、そんなにも、望むなら……っ！　あーん、……ぱくっ！　ちゅるちゅるちゅる……、う、ぐぅっ！　こっちも辛いッ！　別角度から辛ひいッッ！　うぅ、ううっ……！　し、しかし、体は喜んでいるっ！　正直わたしにはそれがわかるッ！　ユキナリの言った通りじゃぁ！　染み渡る栄養ッ！　国が今、甦よみがえるッ！　辛い！　でもおいひぃっ！　うぅうっ！　はぁっ！　はぁっ！　も、もう一口！　ユキナリ！　早くッ！　もう一口っ！　ぱくっ！　ちゅるちゅるもぐもぐもぐ……ごくり。ううっ！　はぁ、はぁっ……！　なにこれ止まらぬ……やめられぬ……っ！　そう勝っているのじゃ！　わたしは今、辛さを克こく服ふくしている……！　勃ぼつ興こう！　今、国が起つ……！　しかし、わたしの口も、もう限界に近く……ッ！　もはや、唇の感覚が無い！　……ひぃ、はぁっ、う、うぐっ!?　ま、待て……！　新にい菜な!?　そなたユキナリの後ろでなにを食べている!?　それは牛ぎゆう丼どんではないのか!?　わたしは超辛いのばっかり食べているのに、な、なぜ、そのようなノーマルなお弁当をッ!?」

「えっ!?　あ、でもゼノンちゃん！　これも『超げき幸さち！　にんにくうなぎ牛丼』だし……」
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「『超幸』!?　『超げき辛から』ではなく!?　に、新菜！　そなたは誤解している！　というか誤読している！　幸せなのはいいんじゃよ！　辛いのがだめなだけで！　しかもなんじゃその『にんにくうなぎ牛丼』って！　栄養の固まりではないか！　わたしもそっちが食べたい！　そもそも新菜！　そなたがそんなにエネルギー蓄えてどうするつもりなのじゃっ!?」

「だ、だって今日はユキナリのおうち、ご両親は帰ってこないから……、……えッ!?　帰って、くるのッ!?　……ああ……ぁッ！　ご、ごめんゼノンちゃん！　ゼノンちゃんにこっちを食べさせてあげればよかった!!　本当にごめんなさいッ！」

「ちょっとひどいですよ新菜さん!!　おかげでゼノン様ものすっごい汗をかいちゃってるんですよ!?　水を飲んでも、そのまま外に出ちゃってるみたいに！」

「や、やめいユキナリっ！　行為はありがたいがわたしの顔の汗をポケットティッシュで拭ふくな！　なんかほつれたティッシュくずが顔に残る！　いやであろう魔王の顔がティッシュまみれは！」

「……は、はい！」

「なにそのユキナリのまんざらでもなさそうな顔！　そなたなんなの!?　どのような種類の変態？　そしてとりあえず顔を洗いたいから洗面所を貸して欲しい……っ！」

　彼女のもっともな要求に、ご飯を食べたのになんだかさっきより弱々しくなってしまった魔王少女を連れて、僕は洗面所へとゼノン様を案内します。

　すると、

「うむ？　ここは風呂場か？」

　大方の一戸建て住宅がそうであるように、そこは脱衣所兼、洗濯機置き場兼、歯ブラシなどが置いてある洗面所なのです。

　僕が「はい、まあ普通のお風呂場ですが」と頷うなずけば、なにやら少女はすんすんと自分の匂においを嗅かぎ始め、

「ってユキナリ、そなたは嗅ぐな!!　やめろ！　これは猛もう毒どくなのじゃぞッ!?　そなた鼻がもげ死ぬぞッ!?　わたしが今まで自分を清せい潔けつに保っていたからいいようなものをッ!!」

「えぇッ!?　な、なんですかそれ！　猛毒!?　この匂いがですか!?　……あっ！　も、もしかして、……あなたの領地に満ちるって言ってた匂いって、これのことですか!?　……いや、でも待ってください？　これって、ただの苺いちごの匂いじゃないですか」

「は？　なに？　そなたはこれを嗅いでも、そなたは大丈夫なのか!?　死なぬのかそなた！　な、なんと強きよう靭じんな……！　この匂しゆう気き、魔界ランドの動植物なら即そく死しじゃという伝説じゃのにッ！　戦いくさの際には魔王以外、立っている者すらいなくなるというのじゃぞッ!?　い、いや、……それよりも、ど、どうじゃ……？　気になるか？」

　ちょこんとうつむくようにして、ワンピースの裾すそを摑つかむゼノン様。僕はもう一度深呼吸して、

「あ……はい、気にはなります。なにしろものすっごい苺のいい匂においですから」

「ちょ、ちょぉあおおお！　ななななっ！　なにを言っておるそなたぁーッ！　そうではなくてーッ！」

「ど、どうしたんですか!?　ゼノン様、顔が真っ赤ですよ!?　それこそ苺みたいに！」

「そ、そんな恥はずかしいことを、お……臆おく面めんもなく言うでないっ！　このばか者がぁっ！」

「え？　なにがですか？　だって、すごくフルーティーでいい匂いなんですよ？」

「じゃ、じゃから嗅かぐなそんなにもッ!!　そなたなんなの!?　デリカシーはッ!?　よ、よいか？　魔王は、汗をかいたり、気が高ぶったりしてしまうと、こういう匂いが、してしまうのじゃよっ！　そうなると必然的に魔界ランドにおいて周囲の環境は全て滅ぶ！　……だというのにそなた、よりにもよって、それをいい匂いじゃとかっ……！　ユキナリは今、魔王に対してものすごく恥ずかしいことを、言っているのじゃぞッ!?　だというのになんでそんなにけろりとしておる！」

「は、いや、すいませんゼノン様！　なんかその、文化の違いっていうんでしょうか、以後、気をつけますから！　それにこれは、ゼノン様の勝利の……国家存亡を切り抜けた……美しい匂いです！」

「……う、うむ！　ならばよいのじゃが……その、ユキナリ……？」

「なんですか？　ゼノン様」

「……借りても、よいか？」

「タオルですか？　いいですよ？　いっぱいあるんでどれでも──」

「ちがうちがう！　その、お、お風呂をじゃよっ！」

「なにを気にしてるんですかゼノン様。気にせずお風呂くらい使ってください。それに、今のゼノン様、本当にいい匂においですよ？　できればお風呂に入らないで欲しいくらいです」

「じゃからそなたは変態かぁッ！　な、なにを言っておるのさっきから!!　信じられぬっ！　ま、まったく……！　……う、うむ……しかし、そんなに……この匂い、好きなのか？　これが、勝利の匂い……？　そんなこと、わたし、生まれて初めて、言われたのじゃ……。ユキナリは、そうか、この匂い……。だ、だったら、そなたがそこまで言うなら、もう一日くらいなら、お風呂を我が慢まんしても、わたしは……」

「というわけでお風呂の準備ができましたよゼノン様！」

「やっぱり入った方がよいの!?　なんなのそなた！　わたしの乙女心を翻ほん弄ろうしないで！」

　お風呂をざっと洗い、石せつ鹼けんやタオルの準備を整えた僕は、はたっと気がつき、

「あ、なんなら、そのワンピースも洗濯しておきましょうか？」

「や……やっぱり、その方がいいじゃろうか……、……さっきカレーを食べて、いっぱい汗もかいたし……」

「じゃあ、はい」

　と、ゼノン様に手を差し出せば、

「うむ、すまないユキナリ。なにからなにまで（ごそごそ、ぬぎぬぎ）って、馬ば鹿かか！　なんでそなたの前でわたし、すっぽんぽんにならなくてはならないの!?　おかしいじゃろそれは！　そなた、わたしのお母さんか!!」

「じゃあ、脱いだら洗濯機の中に入れておいてください。ゼノン様がお風呂に入っているあいだに……」

「……あいだになんじゃ！　早く続きを言え！　ユキナリはなにをする気じゃわたしの脱いだ衣類に！」

「勝利の宴うたげとか……」

「それは一緒にやって！　わたしがいるときに一緒にやって！　それ以外は洗濯だけじゃぞ？　変なことはしちゃだめじゃからな絶対にぃっ!!」

「さっきまであんなに辛つらそうだったのに、今はこんなに元気いっぱいで僕は嬉うれしいですゼノン様！」

「これは元気とかではなく怒っているのじゃよ!?　じゃってそなたなんかテンションおかしいんじゃもんさっきから!!」

「だって僕はゼノン様が元気になって僕は嬉うれしいんです！　あ、そろそろお風呂がいっぱいになります！　それではゼノン様、ゆっくり疲つかれを取ってください！」

「う、うむ！　まあそれはそれとして、重ね重ね礼を言うぞユキナリ！　……ふぅ……これでかなりさっぱりできるな。うむ…………さて、では……早く出て行けユキナリ！　いつまでここにいるつもりなのじゃ!?　それではわたしがいつまで経たっても服を脱げぬではないか！」

「す、すいませんッ！　でも、今度は僕、ゼノン様の裸はだかが心配で……」

「それってどういうこと!?　裸が心配ってなに!?」

「でもゼノン様だってまだまだこれからですもんね！　じゃあ僕、さっきのリビングで待ってますから！」

　なにやらまだ叫んでいる魔王少女から、僕はすすすと後ずさりで廊下に移動します。そして脱衣所を仕切るカーテンを閉じ、リビングへ戻ろうとすれば、

「もしかして、ついにお風呂タイム!?」

「うおぅ！　どこから湧わいて出てきたんですか新にい菜なさんッ！　そしてどうしてすでに制服脱ぎかけで、ほぼ下着姿になっているんです!?　あなた女子高生ですよね!?　五歳児じゃないんですよね!?」

「まだまだ……これからよユキナリ！　ねえゼノンちゃん！　一緒にお風呂ハイろぉーっ！」

「ふぁぁあッ！　今カーテンを開けてはだめじゃっ！　なにをする新菜ぁぁッ！」

「見てません！　僕は見てません!!」

「じゃったらせめて顔を手で隠かくせ！　そなたこっちをガン見しておるではないかっ！」

「あ、じゃあユキナリもおいでよー！」

「来るなーッ！　『じゃあ』ってなんじゃ！　なんで異性をお風呂に呼んでおるのそなた！」

「いや、僕はだめですってさすがに！　それはだめですって！」

「じゃったらなんで入ってくる！　そなたの常識ってなに!?」

「……臣民は、魔王であるゼノン様の背中を流さなくていいんですか」

「いい！　いい！　自分でやるから……ッ！　（ぴんぽーん！）ぎゃー！　なんじゃー!?　（洗濯機の中に飛び込み、そこから首だけ出しながら）今、なにか音がしなかったか!?」

「どうやら、こんな時にお客さんみたいですね。ちょっと出てきます。じゃあ、先にお風呂に入っててください！」

「なんじゃその後から自分も入るみたいな捨て台詞ぜりふは！　入ってくるではないぞ？　聞いているのかユキナリ！　おーい！」

　僕は「はーい、今出ます！」と玄関へ返事をしつつ、廊下の電気をつけてドアを〈がちゃり〉と開けます。

「……え？」

　そこで、僕の両目が少しだけみゅんと飛び出ました。




「こちらに、当家の姫君──ゼノン様がお伺うかがいですね」




　玄関先で背筋を正す一人の女性。

　正面を向いてきりりとたたずむ、蠟ろうのように白い肌をした彼女は、隙すきの無い、クラシックな濃紅の給仕ドレスに身を包んだ宅配便の方で。

「サ……サインは、サインはどこにすれば……ッ！」

「落ち着いてください、ユキナリさん」

　その声はあたかも、夜の静せい寂じやくを司つかさどる精霊が耳元で囁ささやいたように届きます。

　……けれど、僕がその言葉の意味を理解できたのは、たぶん、ゼノン様と新にい菜なさんが、お風呂の中でゆっくり十を数えたくらい後のこと。

　僕はその時、幻げん覚かくを見ていました。

　夜にだけ花を開かせる紫色の薔ば薇らの園その。

　そこにあたたかく降る霧きり雨さめが、僕の全身を夜気の香こうとともに柔らかく濡ぬらしているのです。ただ呆ぼう然ぜん、僕はその場に取り憑つかれたように立ち尽くし。

　そして始まりがそうであったように、僕を見つめ続ける宅配便のメイドさんの瞳──しっとりと落ち着いた、けれども猛もう禽きん類るいにも似た切れ長の赤紫が──パチリと瞬またたいて、

「はっ！」

　僕をこちら側の世界に引きずり戻し。

「ど……どちら様ですかッ!?」

「失礼しました。わたくし、カタストロベリー家に使えるメイドにして、ゼノン姫のお側そば役やく。サキュバスのユズリハと申します」

「ゼノン様の──」

　彼女に指先すら触れられていないにもかかわらず、僕は全ての急所を押さえられたかのように動けなかった、それが理由。

「──サ、サキュバス……!?」

「おや、サキュバスをご存じでいらっしゃるのですか」

　わずかに首を傾かたむければ、さっぱりと整えられた青黒い髪が揺ゆれ、

「ぼ、僕も男子高校生ですからそれくらいは知っていますが……、え？　ユズリハさんがサキュバス、ということは……あのゼノン様は、サキュバスのお姫様なんですか？　ユズリハさんは、こんなに……おっぱいが大きいから、いいですけど……!!」

　思わず僕は、濃紅の給仕ドレスに封じ込めきれない何かを放ち続けるお側役へと口走ってしまいます。けれども彼女は、

「ありがとうございます」

　と、両手で自らの胸を押さえて、

「しかし、質問の方にお答えするならば、当家の姫はサキュバスではありません。彼女は生まれながらの『魔王』の器うつわなのです」

「ん、んんっ？」

「では、現代の高校生であるあなたにもわかるように説明いたします」

　と、玄関にある忘れ物チェック用ホワイトボードで詳しく図解を始めてくれるのです。

「つまり、『怪☆くん』における★物くんは怪物ランドの王子であり（きゅっきゅ）、お供のドラキュラはドラキュラ（きゅっ）、狼おおかみ男おとこは狼男（きゅん）、そしてフランケンはフランケンなのです（きゅっきゅっきゅー）。それと同じく、ゼノン様は魔界ランドに住まう『魔王』の器の一人であり、魔王は魔王、サキュバスはサキュバス……ということです」

「つまり、ゼノン様の種族は『魔王』ということで……？」

「おおむね、よろしいかと（きゅぽん）」

「は、はぁ、なんとなく了解ですが……」

　僕は視線を白板からユズリハさんに戻して、

「でも、ユズリハさんはサキュバスなのに、なんというか、こう……禁欲的……ですね」

　思わずつぶやいていました。淫魔サキユバスと言えば、露ろ出しゆつの多い衣装が基本なのではないでしょうか。しかし僕の目の前にいるサキュバスと名乗ったユズリハさんは、そういう意味ではとてもまともに見えるのです。

　そして僕のセリフに、なにか思いを巡らすところがあったのか、彼女は身に付けた給仕ドレスのスカートをつまみ、

「よく言われます。わたくしはサキュバスの中でも変わり者なのでしょう。ご期待に添えなくて申し訳ありません」

「い、いやそんな！　それだと僕がなにかを期待していたみたいじゃないですか！　というか、ゼノン様のお側そば役やくである方を玄関先に立たせっぱなしにできません。どうぞお上がりください」

「では、失礼して。お邪じや魔まいたします」

「いえいえ、苑その葉ば家は基本、お客さん歓迎の家なので、どうぞ、こちらがスリッパです。……あ、そういえば、僕の友達が一人来ているんですけど……ええ、今はゼノン様と一緒にお風呂に入っているんですが（スリッパを履いたユズリハさんがなにげなく、くるりと玄関へと振り向いたのを見て）ぶはぁぁああッ!?　え、なんですかッ!?　どうしてそんなッ!!」

「どういたしました？」

「い、いやッ！　ユズリハさん!?　ど、どうして……！」

　僕はまず目を疑い、それから、

「どうして、一瞬で、裸はだかになってるんですかぁあッ!?」

　ユズリハさんが着こなす給仕服が、消え去っているコトに気づくのです!!

「──いやちがうッ！　消えてない！　あれ!?　今こっちを向いたらユズリハさんはちゃんとしたメイド服を着ている!?　あ。あああッ！　待ってください！　それ、どういう構造の服なんですか!?」

「なにか、問題でも」

「問題しかありません！　だ、だって、すいませんユズリハさん、その場でくるっと回ってくださいますか？　ほ、ほぉらあああッ!!　なんで後ろから半分が裸はだかなんですかあなた！　どうりで玄関のドアが開いてる時に僕の家の前を通り過ぎる人がこっちをチラチラ見てくると思ったんです……！　そうか……やっぱりこの人、本当にサキュバスなんだ！」
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「落ち着いてください、ユキナリさん」

「だったら後ろを向かないで僕の方を向いて喋しやべってください！　なんでこっちを向いてくれないんですか！　それにユズリハさん、さっき自分はサキュバスの中では変わりものですって言ってたじゃないで……ぁあっ！　違う、本当だ！　この人すごい変わり者だ！　僕、騙だまされてない！　いや、それはともかくそのドレスはどうにかならないんですか!?　お願いですから後ろ半分もちゃんと着てください！　気になります！　細いひもで結んであるだけじゃないですかそれ！」

「わかりました。ゼノン様がお世話になっている家主の方に言われてしまってはしかたがありません。ドレスコードを変更します」

　言うが早いか、ユズリハさんのメイド服はまるで溶けるようにして彼女の背面を覆おおい、まっとうな給仕服となるのです。そして、

「これでいかがでしょうか」

　くるりと半回転、ユズリハさんが正面を向けば、

「そうそう、これで僕もうぉおおおちつけないぃーッ！　今度は前が！　後方じゃなくて前方が隠かくれてませんよサッキュバスッ！　どうしてそういうコトになっちゃうんですか!?　これでは意味が無いというか悪化していますッ！　あなたは常にどこかしら半はん裸らじゃなくてはいられないんですかッ!?　うおぉおおッ！　後ろとか前とかじゃなくて全面をッ！　全面を服で包んでくださいお願いですから！」

「それは……」

　ふと、彼女は悲しそうな表情で、その奇き抜ばつすぎるドレスの端はしを押さえ、

「……わたくしに死ねと言っているのですか？」

「ええっ!?　言ってませんよそんなこと！　ど、どういうことですか!?」

「サキュバスは肌の二分の一以上を常に外部に露ろ出しゆつしていないと、生きてはいけないのです」

「だからってそんなにぴったり二分の一を！　し、しかし、それならしかたないです……が！　できれば前面を！　できるだけ前半分を隠してください！　今回だけ特別ですよ？　次回からなにか別のやりかたを編み出してください……！」

　こちらの言葉を受け入れ、再び服装を整えるサキュバスメイドのありのままの生態を僕が受け入れていると、

「ユキナリー！　タオルが足りないんだけどー！」

　聞こえてきたのは新にい菜なさんの声。

「あ、ああっ！　はーい！　今行きまぁ……あっ、で、でもっ！　ユズリハさんをこんなところで半分裸はだかのまま放っておくわけには……いや、裸具合でいけば向こうは常に一〇〇％！　でも、お風呂で裸は普通だけど、玄関で半分裸は……あっあっもうっ僕はどうしたらっ!?」

「ユキナリってばぁ、いないのー？」

　すると、僕の前にたたずむユズリハさんはこくりと頷うなずいて、

「行ってください、姫が湯冷めをして風邪かぜを引いてしまいます」

「じゃ、じゃあすいません、ユズリハさんはそこのリビングで適当にくつろいでもらっていていいですか？　半裸で！　僕はちょっと、全裸の方を見てくるんで！」

　僕は来たばかりのお客さんであるお側そば役やくのサキュバスをリビングの入り口まで導き、そのまま脱衣所に締め切られたカーテンの前に駆けつけ、

「ちょっと待ってくださいね！」

　そのまま二階に上がり、ベランダに干してあった洗濯物を急いで取り込んで、そこからバスタオルを引っこ抜いて再びバスルームへ直行。

「これで足りますか？」

　仕切られたカーテンの隙すき間まから手を突っ込み、タオルを差し入れれば、

「ひゃあんっ！　な、なんじゃ！　いきなり手を差し込んでくるでないっ！　す、すれすれというか、か……掠かすったぞ、そなたぁ！」

「すいません！　確かに今、わずかな感触がよぎりました！」

「わずかな……じゃと!?」

「ちょっとゼノンちゃんずるいッ！　どいて！　そこをあたしに譲ゆずって……！」

「ちょっとそっちでなにやってんですか！　はやくバスタオル受け取ってください！　腕が疲つかれてぷるぷるしてきました！」

「バスタオル二枚じゃぞ！　がんばれユキナリ！」

「いいから早く!!」

「あ、それからユキナリ。わがままついでで悪いんだけど、なんか着替えとかってある？」

　お風呂からの温かい湯気と石せつ鹼けんの香るカーテン越し。どうやら渡したタオルでカラダをぬぐっているらしい新にい菜なさんへと、

「だったらそこにある戸棚の、上から二番目が母さんのなんで、なんか適当にそこから見み繕つくろってください。なかったら僕のジャージが、たぶんその下に入ってますし」

「りょーかーい」

「それと、ゼノン様」

「うん、なんじゃ？」

　僕は脱衣所でごそごそとなにかを着込んでいる気配、魔王少女へと報告してみます。

「ゼノン様にお客さんが来ていますけど」

「え？　だ、だれじゃ!?」

　魔王少女の中で期待感が膨ふくらむのがわかりました。彼女の声のギアが一段上に入ります。

「ユズリハさんていう、ゼノン様のお側そば役やくらしいですけど」

「な、なんじゃとーっ!?」

「ちょっとゼノンちゃんまだ着替え中にカーテン開けないでっ！　まだだから！　準備が！　ユキナリへのサプライズがまだ準備できてないんだからっ！」

「ああッ！　す、すまぬ新菜！」

　慌あわてて全開に近いカーテンを元に戻すゼノン様。けれど、なにやら興奮冷めやらぬ様子で、

「本当か？　本当にユズリハじゃったのかユキナリ！　こう、いつも尻しりが丸見えの！」

「あれはいつもなんですか!?　カラダの二分の一って言ったって、出しておける場所は他にあるだろうに……！」

「なんじゃろうなんじゃろう！　わたしの顔を見にきたのかな？　うむうむ、あいかわらず、ユズリハはツンデレ女子じゃなぁ！」

　魔王少女は今にも歌いださんばかりの嬉うれしさを隠かくそうともせず、カーテンの向こうで口調を弾はずませるのです。

「お尻しりがまるみえって……ねえユキナリ、そのユズリハさんてどんな人だったの？」

　そして同じく、カーテンの向こう側の新にい菜なさんの問いに僕は、

「えーと、サキュバスで、後ろ半分は裸はだかです」

「えええっ！　じゃあユキナリのためにがんばって湯上がりスク水とか着てる場合じゃないじゃん！　も、もっと他にないの!?　もっとぐっとくるのはッ!!」

「なにやってんですか新菜さんは！　ていうか母さんの棚に何がはいってるんです!?」

「緊張せずとも大丈夫じゃ新菜！　ユズリハはとってもいいやつじゃぞ？」

　あぁだこうだとごそごそ、カーテンの向こうでやり合う二人。けれど間もなく、ばしゃっとカーテンが開けば、

「あれぇ!?　二人ともなんですかそれ！　どこにあったんですかそんな体操服なんて！」

「一番上の棚にだけど？」

「お父さんの棚を勝手に開けないでください！　というか二人ともそろって、その格好で家の中をうろうろするつもりなんですか？　頭に巻くハチマキをリボンにまでして、大運動会でもするつもりですか!?　というかゼノン様、それ意味わかって着用しています!?」

「うむ！　これとても動きやすいなぁ！」

「確かに似合ってしまっていますけど！　ちょっと！　マジでそれでいいんですか!?」

　はやる心を抑えきれないといった感じで廊下に飛び出す体育装備の金髪魔王少女を、僕は慌あわてて追いかけます。そして、

「ユズリハー！」

「姫様、おひさしゅうございます」

　我が家のリビングで果たされた、魔王少女とお側そば役やくの再会は、ゼノン様がユズリハさんに飛びついて、そのまま背面裸すつぱのサキュバスメイドが両手でゼノン様を高く持ち上げるというとてもほほえましいシーンからスタートするのです。

「まったく姫と呼ぶなと言っているじゃろう！　わたしも今はきちんと『魔王』なのじゃからな！　ははははユズリハやめいっ、目が回ってしまうではないか！　そんなに回したら……だ、だめじゃだめじゃっ、ぐるぐるして、しまうぅぅぅっ！　め、目が、回ってしまうからっ！　ちょ、ちょっと、や、やめいっ！　ユズリハ！　お願いじゃから！　お……降ろして！　高い！　早い！　ユズリハ頼む！　怖い！」

「ねえユキナリ……」

「なんです新菜さん」

「ユキナリって、あのメイドさんみたいな……ああいう格好が、好きなの……？」

「へ!?　いや、なに言ってんですか新菜さん!?　ちょっと！　自分の着ている体育着にハサミを向けてなにするつもりですか!!　それもともと僕ん家の服ですよ!?　認めたくないけど！」

「だって！　だってぇ……！」

　僕が新にい菜なさんからハサミを取り上げ、手の届かない場所へしまおうとした、その瞬しゆん間かん、

「ユ、ユキナリーッ！」

「ぐぶはぁッ!?　な、なにやってんですかゼノン様ぁッ！　というかユズリハさーん!?」

　横合いからすっ飛んで来た魔王少女が横殴りに僕の顔面へと激突。どうやらゼノン様は、高速回転するサキュバスメイドの腕からそのまま弾はじかれるようにこぼれ落ちたというか、滑すべり飛んで来たらしいのですが、

「ちょっとゼノン様！　か、からんで来ないでくださいっ！」

　湯上がりノット・ツインテール。苺いちごもツヤツヤな金髪少女は、ぶつかってきた勢いそのまま、僕の首筋に両腕、腰に両足を回してしがみついたまま、なにやらふわんと薄く、苺の香りを振りまく子猫のようになついてきて、

「ふむぅ、なんじゃあユキナリぃ～？　い・ま・さ・ら、照れておるのか？　んむぅ？　かわいい奴やつじゃなぁ～」

「ゼノン様、身内の人が現れて味方が増えたからって、いきなりはしゃいであんまり無茶を始めないでください！　キャラが変わってますよ!?　あなたはお母さんが迎えに来た途端に元気になる保育園の子供ですか！」

「そ、そんなのではないっ！　わたしはただ、そなたと新菜に保ってもらった健康をこうして、アピールして、じゃな……っ！　ぅ、うむ、その、なんだ！　なんだか眠くなってきた……」

「ちょっと、本気で僕に抱きついたままうつらうつらし始めないでくださいゼノン様！　身内の登場で安心して途端に眠くなるって、あなた今までどれだけ緊張してたんです!?」

「姫様、ユキナリさんを困らせては」

　本当にトロンとしてきてしまっている魔王少女を、お側そば役やくサキュバスは自分が受け持とうと手をさしのべて小さな肩へと触れるのです。が、

「ん……？　ユキナリは困っているのか？」

　ゼノン様はすっかりカラダを僕へとフィットさせ始めてしまっていて、

「いや、この際、百歩譲ゆずってゼノン様だけだったら許せるかもしれないのですが、新菜さん！　あなたは上って来ないでくださいッ！　二人はきついですさすがに！　ちょっと聞いてますか女子高生！」

「ユズリハさんも早く来て！」

「だから仲間を呼ばないでください新菜さん！　軍隊アリみたいですねあなた！　ぁあ、だめですだめですユズリハさんも本気にして上って来ないでっ！　あなたまで僕をこれ以上困らせてどうします!?　なんですかこれ、棒倒しですかっ!?」

　しかし、

「姫」

「じゃから姫と呼ぶなと言っておるではないかユズリハ」

「では、ゼノン様」

「う……っ？　な、なんじゃユズリハ。そのような声を出すでない。……わたしに、なにか話があるのか？」

　口調を改めたユズリハさんの周囲になにやら、ただならぬ雰ふん囲い気きが漂ただよいます。そして、

「す、すいません、ちょっと僕、座っていいですか……？」

　三人の変態をセミのように身体にくっつけた僕は、たまらずそのままソファに腰を下ろします。そうしないと、もう、脚が持たない。

「……って、今度はみんなで僕の上に座ってこないでくださいッ！　特にユズリハさんは考えて！　僕に面して座っている部分が明らかにおかしいですよね!?」

「ゼノン様」

「だからなんじゃ、ユズリハ」

「あなた達は人の話をもう少し聞いた方がいいです！」

「昨夜、魔界ランドで行われました万魔王殿ミルフイリウムの議会におきまして、今回のゼノン様の一件であった『領土獲得期限の延長』は、特例として受理されました」

「は!?　『領土獲得期限の延長』……？　ま、まてユズリハ！　わたしは期限を守ったぞ!?　百日であろう!?　臣民と領土を増やさない期間が続いてしまったら魔王権限を剝はく奪だつされてしまう規約は！」

「その通りですゼノン様」

「だったらなぜじゃ!?　どうして期間の延長をわたしが申請したことになっておる!?　お、おかしいではないかそんなのっ！」

「なぜなら姫、昨日は姫が人間界に降りたってから百と一日目だったからです」

「なん……、じゃとッ!?」

「ゼノン、様!?」

「ということは、わたしはもう魔王の権限を剝奪されてしまったのか!?　そんな！　い、いやじゃよそんなの！　ど、どうしうようユキナリ!!　せっかくそなたを臣民にすることができたのにっ！　す、すまぬッ！　わたしは、わたしはぁ……っ!!」

「泣かないで落ち着いてゼノン様ッ！　僕の太ももに爪を立てないで！　だってユズリハさんは受理されたって言ってたじゃないですか！　延長、認められたんですよね!?」

「ふぁ……？　え、え……っ？」

「その通りです。期限の延長はわたくしが提出、受理を確認しています」

「じゃあわたしは、まだ魔王なの？」

「もちろん、姫はまだ魔王としての権限をお持ちです」

「よ、よかった……。よかったよユキナリぃぃ……っ！」

「うぉぉおッ！　ゼノン様落ちるぅぅッ！　脱力しすぎです！　僕の膝ひざにまたがるならまたがるでしっかりバランス取って摑つかまっててください！　それよりもユズリハさん、その……万魔王殿ミルフイリウムというのはなんなんですか？」

　すると「はい」と、僕の膝上に『自転車の後ろ女の子乗り』のスタイルを保つサキュバスは居住まいを正し、

「万魔王殿ミルフイリウムとは、人間ランドに降り立った魔王達を統とう括かつしている魔界ランドの元老機関です。その全てが引退された偉い大だいなる魔王達によって運営され、ゼノン様はこの老魔王達によって魔王権限を与えられています」

「ですってゼノン様！　あなたはまだいけるんですよ!!」

「そ、そうなの……か？　本当に万魔王殿ミルフイリウムは、まだわたしを魔王と認めているのか……？　美しくも偉大な魔王じゃと……!?」

　途端にぱぁっとあらゆるステータスの回復を遂とげる魔王様。彼女はそのまますりすりと僕に近寄り、

「う、うむ！　ユキナリッ！　そなたが信じるこの魔王ゼノンの力、計り知れぬなぁ！」

「計り知れないのは、確かです！」

「なるほどユズリハ。そなた、此こ度たびの計らいご苦労であった！　……しかし、あのカタブツで鳴った元老達が『特例』とは大おお仰ぎようじゃな。……奴やつら、なにゆえそのような持って回ったやり方で延長を受理した？」

「これは内聞なのですが……、万魔王殿ミルフイリウムは今回の件で試したいコトがあるとのこと。……よってゼノン様」

　そして僕の右みぎ腿ももに馬乗りのまま「なんじゃ？」と首を傾かたむける魔王少女へと、左腿のサキュバスは声を細めて。

「ゼノン様にはしばらくの間、万魔王殿ミルフイリウムからの監視魔ウオツチヤーがつくことになります」

「わたしに監視魔ウオツチヤー……じゃと？　……いや、こればかりはいたしかたないことか……。本来ならば魔王を剝はく奪だつされて文句が言えない立場……。むしろ、監視魔ウオツチヤーがつくだけならば……」

　いぶかしみ、なにやら思案を巡らせ始めるゼノン様。そしてユズリハさんは仕える魔王の邪魔立てしないようにそっと、

「ところでユキナリさん」

「な、なんですか？」

　僕へと語りかけてくるのです。

「この度は姫の臣民となる決意をしてくださってありがとうございます。側そば役やくのわたくしからもお礼を言わせてください。……一日遅れといえども、あなたの決断なくしては、彼女は魔王でいられなかったでしょう」

「い、いえ、それはいいですが、なんで僕に腰を押しつけてくるんですかユズリハさん！」

「あ、あたしも！　あたしもなろうかなっておもってます！　臣民に！」

「というか真ん中に座った新にい菜なさんまで押しつけて来ないでくださいッ！　これもうなんの競技ですか!?　それより新菜さん、あなたが臣民になるとか、なんですかそれ！　僕は聞いてませんよ!?」

「なによユキナリ、うそじゃないもん！　ねーっゼノンちゃんっ！　あたし達、お風呂でちゃんと約束したもんねー！」

「う、うむ！　他でもない新菜の頼みじゃからなっ！　きちんと契けい約やくを結んだ暁あかつきには、新菜は臣民第二号となるのじゃっ！　よいな、ユキナリ」

「……わ、わかりました。ゼノン様の判断でしたら、新菜さんが臣民になるのも、しかたがありません。じゃあ、今回だけですよ新菜さん！」

「やったぁっ！　んもーっ！　ちょっとなんか、二人の仲間はずれな感じがしてあたし寂さびしかったんだから!!　でも、これで一緒だねユキナリ！　頑張って国作りしようね！　ゼノンちゃんと一緒に!!」

「わ、わかりました！　了解ですから早く僕から降りてください新菜さん！　主にあなたの重みで僕は下半身に血が巡らなくなってるんですよ!?」

「ユキナリさん」

（主に僕の上だけで）ばたばたする展開の中、なにやらシリアスじみたトーンで切り出してきたのはユズリハさん。

「一度は失ったかに見えた魔王の権けん威い。それを留めていただいた大恩ある方に、このようなお願いをするのは大変心苦しいのですが」

　慌あわてて新菜さんの脇わき腹ばらをかき分け、顔を出せば、

「今回のゼノン様の特例におきまして、臣民第一号である苑その葉ばユキナリ少年にも、ご協力いただかなくてはならないことがあるのです」

「……協力、ですか？　いや、僕でよかったらもちろん喜んで協力しますよ。じゃないと、ゼノン様は魔王じゃなくなっちゃうんですよね？　それは困りますからっ！」

「ま、待てユキナリ！　それは聞き捨てならん！　そなたはわたしの臣民であって、万魔王殿ミルフイリウムの指図なぞに晒さらされるわけには──!!」

「大丈夫ですゼノン様。で、僕はどんなことをすればいいんですか？」

「いえ、ユキナリさんがなにかをしなくてはいけないということではないのです。この協力とは、ユキナリさんから、ある許しを貰もらうこと……──」

　途切れた言葉の続きを待てば、神しん妙みように、今から発する意味を吟ぎん味みするように瞳を伏せていた魔王のお側そば役やくは、

「万魔王殿ミルフイリウムは、ユキナリさんにも監視魔ウオツチヤーをつけることを条件にしています」

「わたしだけではなくユキナリにまで!?　バカめ!!　そのようなことをこのわたしが許すと思うのか!?　そのようなこと断じてまかりならんっ！　万魔王殿ミルフイリウムは我が臣民をなんだと思っているっ!!」　

　激高！　誰よりも早く反応し、声を荒げたのは魔王少女でした。僕が「ゼノン様!?」と声を掛けることすら遮るように、彼女は思いの丈をぶちまけます。

「第一、ユキナリがそれを許すはずがないではないか！　なぁ、ユキナリ、そうであろう？　いやであろう？　万魔王殿ミルフイリウムなんぞに監視されてしまうというのは!!　まったく話にもならん！　まあ、たぶん、少しの間だとは思うのじゃが……それでもその間、ユキナリのプライバシーは無くなってしまうではないかッ！　うむ、心配するなユキナリ！　そんな我が臣民を売るようなことを、わたしがするわけないではないか！　……しちゃ、だめじゃよなぁ……？　う、うむ！　もちろんわかっておる！　これを飲まなければ……おそらくわたしは魔王を……。くそ、万魔王殿ミルフイリウムめ……ッ！　わたしがユキナリを信じる心を試すというのか……!?　おのれ……　ユキナリは……快こころよく『いいですよ』って、わたしに言ってくれるじゃろうか……。わたしの身を案じてくれるじゃろうか……！　い、いやっ……！」

「心の中の葛かつ藤とうがだだ漏もれですよゼノン様！　ぶちまけすぎです！　というか、大丈夫ですから僕は！　認めます！　きっと僕なんか観察したってなんにもなりませんし」

「ややっ！　そ、そんな自分を卑ひ下げするようなことを言うなユキナリ！」

「卑下するようなことを言ったつもりないですよッ!?　……それよりも、僕はいつから監視されるんですか？　ま、まさか、もうずっと監視されてたりしませんよね!?」

「そ、そうじゃよユズリハ！　大事なところじゃぞそこは！　わたしとユキナリは、いつ、誰に監視されてしまうのじゃ!?」

「たった今より、このわたくしが」

　それは余りにもさらりと紡つむがれたので、

「「は……っ!?　ええっ？」」

　思わずゼノン様と僕は同じ挙動で、サキュバスメイドへと身を乗り出し、

「お二人の監視魔ウオツチヤーを務めるのは、このわたくしです」

「ユズリハが!?　それをよく万魔王殿ミルフイリウムが許したな！　じゃってユズリハは完全にわたしの身内ではないか!!」

「はい。そこは当家の誇りにかけて、このわたくしが全力で交こう渉しようさせていただきました。……他のだれも、わたくしの姫を監視するなど……ゆるすわけには……まいりません…………」

「うっ！　なにやらユズリハさんから深く重い愛情を感じます……っ！」

「そ、そうか！　よくやってくれたユズリハっ！　それならばわたしも安心じゃ。なあユキナリ、これならいつものようにリラックスして生活できるな！」

　どうやらゼノン様はやれやれと平へい坦たんな胸を楽々なで下ろしているようですが、

「いやリラックスは無理です！　半はん裸らのサキュバスがうろうろする日常は受け入れることが難しいです！　あ、あれ……？　ユズリハさん？　……今のままでも……十分無理だって言ってるのに……なんで……僕の目の前で残りの服まで脱ぎ始めるんですか!?　ちょっとなにやってんですかやめてくださいユズリハさんッ!!　そんなのは余計にだめで……え？　ええっ!?」

　あまりの混乱に、僕は自分の視力までもがどうかしてしまったのだと思いました。

　なぜなら、ヘッドドレスを残して全ての衣服を脱ぎ捨てゆく中、膝ひざの上にはユズリハさんの感触があるのに、彼女のカラダはすうっと薄く、幽ゆう霊れいのように透け始め──

「き、消えた……ッ!?」

　ついには重さを残したまま、完全にサキュバスメイドは見えなくなってしまうのです。

「あっ……、えっ？　あ、あのっ！」

　無言のうちに立ち上がったのでしょう。僕の膝の上からどいてしまったサキュバスの居所はまったくわからなくなってしまいます。

『いかがでしょう。これでしたら、人目は関係ありません』

　そして、声だけが室内に響ひびきます。すると、やおら、

「ユ、ユズリハちゃん!?　それって、どうやればできるの!?　どうしたらあたしも透明になってユキナリを、ユキナリを……ずっと……ッ！」

「ちょっと新にい菜なさんは話に割り込んでこないでくださいっ！　新菜さんは人間なんですから無理ですよ透明とかは！　これ普通に全ぜん裸らになっちゃうし……今はそれどころじゃないでしょう!?」

『それでは新菜さん。試しにこのメガネをかけてみてください』

　そこへ、興奮状態の新菜さんとそれを押しとどめる僕をなだめるように、いずこよりか湧わき出るサキュバスメイドの声。導かれるようにテーブルの上を見てみれば、そこには黒紫色のこぢんまりしたメガネが出現していて、立ち上がった新菜さんは言われるままにそれを装着、

「あ！　このメガネをかけると、ちゃんとユズリハちゃんが見えっ……ぐぶうううっ！」　

　突とつ如じよ、鼻血を吹いてのけぞるのです。

「ちょっ!?　ど、どうしたんですか新菜さんッ！」

「だ、だってユズリハちゃん、裸はだかなのに、なんでそんな場所で、そんな、ポーズを……っ！」

『これが一番、落ち着くのです……』

「新菜さんしっかりしてください！　なにが起こっているんですか!?　説明してくださいお願いしますッ！　ユズリハさんは、どこで、どんなポーズをしているんですか！　サキュバスですか!?　新菜さんっ！　もっとくわしく……ッ!!」

　親友である新菜さんをこのままにしておくわけには行きませんでした。僕は床に倒れ伏してしまった新菜さんを激しく揺ゆすり、僕のメガネを彼女のと交換するという方法で事態の早期収しゆう拾しゆうを図ろうとするのですが、

『すいませんユキナリさん。今からわたくし、実体化して服を着ますので席を外してもらってよろしいでしょうか』

　テーブルの上あたりから聞こえて来る声に、

「えっ！　でもユズリハさんはサキュバ……いえッ！　なんでもないです！　サキュバスだって女の子ですもん……ね！　わ、わかりました。もちろん僕は向こうに行ってます。廊下で待ってますッ！」

　新にい菜なさんの鼻にティッシュを詰め終えた僕は「しつれいしました！」びしっと一礼、三人をリビングに残し、無人の廊下へ退出してドアをパタンと閉めるのです。
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「ぁあっ、ユキナリ……！　い、行ってしまった……」

「さてゼノン様。ここからが本題です（姿を現し、背面開放型メイド服を纏まといながら）」

「え？　な、なにっ？　ここからが本題じゃとッ!?　だとしたらすごく長いじゃろ前振りが!!　というか、ここからはユキナリに聞かせられないのか……？　（彼が去っていった扉を指さし）だとして、この新菜はよいのか!?」

「意識が無いようなのでかまいません。……それではよろしいでしょうか、ゼノン様。こちら『パンタグリュエル』をごらんください」

「ん？　なんじゃ？　そなたもわたしの魔導書を勝手に……、うむ、なにやらおかしなことになっておるぞ？　本の表紙に、なにかメーターのようなものが浮かび上がっているが……」

「こちらは『パンタグリュエル』の〝建国レベルモード〟。現在の魔導書の主であるゼノン様の、魔王としての建国レベルを示しています」

「うむ!?　……なるほど。便利じゃな、どれどれ……？」

「この建国レベルとは、臣民がどれだけ魔王を信頼し、心を開いているか……いわゆる忠誠度を魔導書が把は握あく、分ぶん析せきして表したもの。万魔王殿ミルフイリウムもこの魔導書に示されるレベルを元に魔王を査定しています」

「ほほう、おもしろい。これならわたしの持つ『魔王力』が目に見えるというわけじゃな」

「それでは結論から申し上げます。ゼノン様には今夜、日付が変わる時までにこの建国レベルを10にまで伸ばしていただきます。これをクリアできなければそこでアウトです。魔王権限は全て剝はく奪だつとなり、ゼノン様には直ただちに魔界ランドに帰き還かん、そこでずっと強制的にニートのような生活をしてもらいます。これがゼノン様の身内であるわたくしが監視魔ウオツチヤーになるにあたって、万魔王殿ミルフイリウムが出してきた条件です」

「は……？　え、えええッええええッッ!?　ちょ、待てッ！　待てユズリハっっ!?　そなた……さっき自信満々で万魔王殿ミルフイリウムと交こう渉しようしてきたみたいなこと言っていたではないかッ!?　なにとんでもない条件を飲んで来ているのじゃ!!　全部をわたしにおっかぶせてるではないかそなたッ！　……ま、待て！　混乱するな！　お、おおおお落ち着け！　わたしはまだニートになったわけではない！　ニートはいやじゃ!!　確認しよう……なになに？　建国レベル１が、『ベッド』を領地とすること。レベル２が『ユキナリの部屋』、３が『廊下』、４が『トイレ』、５が『キッチン』……『リビング』、『お風呂場』と続いて、レベル10がこのユキナリの家の庭も含めた『家全体』……。つまり、建国レベルは具体的な支配地域として表示されるのじゃな？　ということは、ユキナリのベッドを支配しているわたしの建国レベルは現在１というわけか。はっ!?　レベル１じゃと!?　それを……わたしは、あとわずかな時間で９もレベルを上げなくてはならぬのかっ!?」

「いえ、それは違います」

「じゃ、じゃよなぁっ!?　あれだけ苦労してそんなわけないと思ったのじゃ!!　これは昨日までの話で、今日またユキナリと深まった信頼、勝ち得た勝利は、わたしを更に上のレベルに──」「ゼノン様の現在のレベルは０・４の『枕まくらカバー』。よってレベルはあと９・６上げなくてはなりません」

「なんでそんな小刻みなんじゃよぉおッ！　ああ本当じゃ！　すでにレベル二桁けたかと思ったら小数点てッ！　１未満て！　待てぃ！　そんなのおかしいではないか！　わたしはユキナリを臣民にしたのじゃから、ちゃんとレベル１のあのベッドだけは確かに領地にしたのではないか!?　これって臣民の心、忠誠度がイコール、レベルなんじゃよね!?　あれ？　ということは……、わぁんッ！　ユキナリひどいのじゃあっ！　あのモノはまさか、このわたしを頼りないとか情なさけないとか美少女だけがとりえとか思っているのではないじゃろうなッ!?　だから小数点!?　そんなの心外なんじゃよぅっ！」

「（がちゃり）あ、あのーゼノン様、もういいですか入っても？　なんか盛り上がってるみたいで僕も──（そうっと、なんだか賑にぎやかなリビングを扉の隙すき間まから覗のぞいて）」

「まだだめじゃあ！　ひどいぞユキナリッ！　わたしはただ可愛かわいいだけではないのにぃっ！」

「な、なんですか突然！　両目のまぶたをつねりあげないでくださいゼノン様っ！　いたたたたッ！　なんですかこれ！　なんですかこれ！」

「見てはならぬ！　見てはだめじゃあユキナリ！　こんなレベルをそなたに見られたらわたし恥はずかしい！　まだ向こうに行っておれぇぇっ！」

「やめてくださいぃぃ！　僕がまだ扉に挟はさまってますよねぇぇッ！　（そのままリビングから寂しい廊下に弾はじき出され、扉まで閉められて）」

「おのれぇっ！　レベル１でもあんなに大変じゃったのに、今夜中にレベルを10じゃと!?　それをどうしても達成せねばならぬのはわかっている……！　しかし、わたしのレベルは０・４じゃぞ！　果てしなく無理っぽいではないか！　四捨五入したらゼロの値あたいじゃぞ!?　どうすればよいというのじゃ!?　早くしなければ魔王ではなく、ニートになってしまうというにぃ……っ！」

「そ、そんなぁっ！　ゼノンちゃんがニートになっちゃったら、あたしをユキナリの彼女として紹介してくれるっていうお話はどうなっちゃうの!?　ねえゼノンちゃぁあん！」

「お、起きたか新にい菜なっ！　うむ、すまん新菜……、もしわたしから魔王権限を剝はく奪だつされ、王でなくなってしまったら、その約束も、なくなってしまうっ！」

「が……がんばろうゼノンちゃん!!　絶対ユキナリに認めさせようねっ!?」

「もちろんじゃ新菜!!　（互いに手と手を取り合いながら）そうじゃ、ユズリハ……！」

「なんでしょう、ゼノン様」

「そなたがこんなものをわたしに見せるということは、なにか続きがあるのじゃろう？　聞かせて欲しい、どうやったらわたしはこの建国レベルを上げられるのじゃ!?」

「それではご説明いたします。（魔導書を傍らに、さらに居ずまいを正し）……ゼノン様がご自分の建国レベルを上げるには、あなた様が己おのが臣民であるユキナリさんに対して、上に立つ者、魔王としての振る舞いにより、彼から認められることが必要です。ゼノン様がふさわしい忠誠を受けること。その忠誠の心が領土を拡張させ、ひいては建国レベルを上昇させます。王が民を選ぶのではありません。民が王を選び、信頼することにより国は育っていくのです」

「よかろう、……民の心が国を作るというわけじゃな！　大丈夫じゃ、見ていてくれユズリハ！　おいユキナリ！　ユキナリはいるか!!　少し話がある！」

「ちなみにゼノン様。ユキナリさんにこれらの事情を説明してそれらしい振る舞いをしても、レベルは上がりません」

「は？　なん……、じゃと……ッ!?」

「全ての事情を知ってしまった彼の心が、それで本当に動くでしょうか。あくまでも自然な振る舞いの中に現れる魔王としての威い厳げん、気品、カリスマ、そして臣民としての畏い敬けいの念が建国レベルを動かします。そしてもちろん、わたくしはその一部始終を万魔王殿ミルフイリウムに報告することとなります」

「マジでか!?　これユキナリに言っちゃだめなの!?　い、いやしかし、それではッ──」

「あ、なんか今僕、名前を呼ばれました？　ゼノン様（ひょっこりとリビングに顔を出し）」

「わー！　ユキナリー！　ちょ、い、今は……っ！」

「あ、まだでしたかッ！　す、すいませんっ！　（リビングに出した頭に抱きつかれ、外へ押し出されつつ）」

「ちがぅッ！　い、行くなユキナリ！　ちょっと、ちょっとこっちに来て欲しいっ！」

「あ、ぁああっ……!?　（頭を引っ張られ、部屋の中に引きずられつつ）え？　じゃあ、もう入っていいんですか？　お、おじゃましまーす……」
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　僕はようやく寂しい廊下から、結界をまたぐように部屋へと脚を踏み入れます。

　そこはもちろん……というかなんというか、僕が退室した時とは若干違う空気感に満ちた（さっきまで裸はだかがあった）リビング。なにげなく室内を見回せば、

「あれ、ユズリハさんはどうしたんですか？　今日はもう帰っちゃいましたか？　服着るだけって言ってたのに……」

「そんなことより大変なのじゃよぅユキナリ！　えっと、ぇえっと……！」

　視線を下ろせば、金薄桜ゴールドピンクの魔王、ゼノン様はなにか重大なものを身の内に抱かかえたようにしてもじもじカラダをくねらせているので、

「あ、すいません、まだトイレの場所を教えてなかったですね。こっちです。僕の家のは普通にウォシュレットですが大丈夫ですか？　外国の方は最初びびるっていう──」

「ちがぁう！　おしっこではないばかもの！　ええと、その、あのっ！　つ、つまりじゃなぁ……っ！」

　けれどいっこうに落ち着かないゼノン様。彼女はなにが定まらないのか、リビングの四方をきょろきょろ。テーブルの上に置いてある魔導書『パンタグリュエル』や、ソファに座る新にい菜なさんに視線をさまよわせるのです。

「あ、わかりましたゼノン様」

　そんな魔王少女に、僕はぴーんと来てしまうのです。

「なぁっ、なにがじゃ!?　なにが、わかってしまったのじゃっ!?」

「ゼノン様、もしかしたら、おしっこじゃなくて──」

「ちがぁぅッ！　そっち方面から離れよ！　そうではない！　ユ、ユキナリ！　わ、わたしを──」

「抱っこするんですか？　まったくあなたはしかたない魔王様ですねー」

「ひゃぁうッ、くふぅ……んっはぁっ！　や、やめよぉぉっ！　軽々抱き上げて脇わき腹ばらをくすぐるなぁッ！　な、なんなのじゃぁッ!?　どうしてそうなる！　ひぃ、にゅはぁう！　やめよぉっ！　わたしが本当におしっこしたい状態であったら確実に漏もらしているぞこれぇぇーッ！」

「あれ？　ゼノン様、僕と遊んで欲しいんじゃないんですか……？」

「だれがそんなコトを言った!?　ちょッ、見よ！　今のでレベルがどんどん下がっておるではないかぁッ……！」

「なんですか？　レベル……？」

「い、いやっ！　なんでもないぃっ！　そ、それよりユキナリッ！」

　がばっと僕の腕の中でカラダの向きを変えるゼノン様。彼女はなにやら、歯を食いしばっていて、

「な、なんですか……？」

　そんな明らかに様子がおかしい金髪少女と視線を合わせれば、

「わ、わたしは魔王じゃぞ!?　きちんと一人の魔王として扱あつかってほしいのじゃ！」

「もっ、もちろんですよ！　……と、言いたいところですが、すいません、ゼノン様……」

「な……なんじゃユキナリ、急に、どうした……のじゃ（すとんと、床に降ろされ）」

「なんというか、……ゼノン様はこっちの世界にやってきて、今までずっと、百日も、三ヶ月以上も一人ぼっちで、ユズリハさんみたいなお付きの人も無しに……もしかしたら、寂さびしかったんじゃないかなって、さっき廊下に出ている時にそう思ったんです。……その……こんなの、すごくおこがましいとも思ったんですが、もう僕はゼノン様の臣民なんですから、ゼノン様が寂しくないようにできればと思って……」

「ユキナリ……、ぁあユキナリッ！　そなた、そんな風に、わたしのことを気遣って……っ！　って、はっ！　ど、どうじゃ!?　わたしはこんなにも臣民に思われていることが判明したぞ!?　ということはレベルが……（ちらっ！）……上がってなぁい！　どうして!?　はッ！　これは同情じゃから!?　魔王としては同情されたらだめじゃから!?　こ、こんな時にユキナリめ！　ぅうううッ!!　しかし、その気持ち、すごく嬉うれしい……ッ!!」

「けど、それじゃあ誇り高い魔王への態度として、失礼ですよねゼノン様！」

「な、なにっ！　だ、だとしら、ユキナリっ!?」

「きちんと臣民らしく、魔王であるゼノン様には接したいと思います。はいっ！　それぇっ！　魔王っ魔王っ魔王っ」

「な、なんじゃ突然ユキナリィッ！　ぅぅんっ！　いぃひゃぁ……っ！　ふひゃぁッ！　はぅんっ！　はぅうぅぅ……！　ふゃにゃぁあッ！　あッ！　だっ！　だめじゃぁッ！　だから、わたしをソファに転がしてこちょこちょするなぁっ！　なんじゃ怖こわいそなた！　魔王魔王と言えばいいというものではないであろう！　そもそも魔王として見ることがなぜこちょこちょすることになる!?　そなたわたしを馬ば鹿かにしておるじゃろう！　だめなのじゃ馬鹿にしてはーっ！」

　ぴょいんとソファから飛び降り、転げるようにして僕から距離を取ってしまう魔王少女。彼女は息をつき、それから意を決したように「うむっ！」とテーブルの上に乗り、

「よいかユキナリ！」

「そのまえにテーブルの上に立つのは行儀が悪いですね、ゼノン様」

「あ、す、すまんっ、なんじゃか、つい……って、ああもうっ！　そうではなくてっ！」

　僕にだっこされてテーブルより降ろされながらじたばたする魔王少女。床に着地した彼女は地じ団だん駄だを踏むようにして、

「うぅう、どうやったら魔王らしい振る舞いができるのじゃぁ……？　あ、そ、そうじゃ！」

　なにかを思いついたのでしょう。苺いちごタイプのツノをふりふりさせる体育着魔王は、ちょこんとテーブルの横に置いてあるクッションに座って、僕を見上げて、

「ユキナリ、そなたはわたしの肩を揉もむ気はないか？」

「ゼノン様、肩が凝こってるんですか？　まあ、いつでもどこでもランドセル背負ってたら、疲つかれるかもしれませんが、いいですよ？」

　僕が細いカラダをした彼女の後ろに回り込めば、彼女はごっそりと、その大ボリュームのピンクブロンドをくくって、両肩を僕に突き出してきます。

「こんな感じですか？」

　そして僕の両手が、堅いような柔らかいような魔王少女の肩に指を食い込ませれば、

「う、うむ……ッ、んっ、んんっ、く……ぅぅっ、そ、ぅぅぅぐ、だ、……だ、だめじゃぁっ、くすぐったぁぁいっ！　やめてやめてぇぇっ！　な、なんなのじゃ!?　肩を揉まれると気持ちがよいのではないのか？　くりくりされるだけで全然気持ちよくないではないか！　なんなのわたしのカラダ！」
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「ちょっともうゼノン様、さっきからなにがしたいんですか！」

「それはこっちのセリフじゃよッ!?　ユキナリそなた、肩もみもしたことがないのか？　もっと上手にやらなくてはダメではないか！　よいか!?　肩もみとは……こうするものであろう！　（ユキナリの背後に素早く回り込み）」

「え？　あ、あー……、すごい気持ちいいです。……あ、そこ、すごいいいです！　……上手ですねゼノン様……」

「うむ、こう見えてわたしは結構器用なのじゃぞ？　しかしそなた凄すごい凝っておるなぁ。普段どれだけ緊張した生活を送っているのじゃ？　ふむ、ここをこうすればもっと……」

「ああああ！　効きます、効きます……っ！」

「って！　はぁっ!!　そなた、なに魔王に肩もみをさせているぅぅっ!!」

「ええッ!?　ゼノン様がしてきたんじゃないですか！　ちょっとゼノン様、肩をぽかぽか叩たたかないでください！　気持ちいいです！　ゼノン様本当にもうさっきからどうしたんですか？　なんかさっきからおかしいですよ？」

　けれども僕の訴えをよそに、相変わらず身もだえばかりしている魔王少女は、

「ひぃぃっ！　レベルが！　いつのまにか建国レベルがマイナスにくいこんでおるぅぅぅッ!?　な、なんじゃこれ！　そんなまさかぁ！　レベルマイナス２『紙コップ』って！　もはや意味がわからない！　わたしが紙コップ程度ってこと!?　急激過ぎはしないか!?　魔王から突とつ如じよそこにレベルダウンとは！」

「なにが起こっているのか、僕にちゃんと説明してくださいゼノンさん！」

「それと連動してユキナリからまたもや〝様〟がなくなったーッ!!」

「そうよゼノンちゃん、そんなにあせったってなにもいいことないわよ？　落ち着いてほら、さっきあたし、プリンも買ってきたし……（ごそごそ）」

「新にい菜なそなた!!　そなたも一緒にさっきの話を聞いていたよね!?　わたしがこのままでは新菜も困るって言ってたのになんでそなたずっとソファでくつろいでおるの？　わたしひょっとして今、孤こ軍ぐん奮ふん闘とう!?」

「は！　そっか!!　ごめんゼノンちゃん!!」

「あれ？　ゼノンさん……」

「こ、今度はなんじゃユキナリ」

　所在なく、ちょっとした部屋の片付けをしていた僕は、ふと、床に落ちていた黒っぽい布きれを持ち上げ、広げて見れば、

「なんですか、これ」

「う、うむ？　……あっ！　あ、それはっ！」

「これ、メイド服……ですか？　でもうしろ半分が無いメイド服って……あれ？　ユズリハさん、帰ったんじゃないんですか？　まさか素すっ裸ぱだかで帰り道なんですか!?」

「ああッ！　そ、それは、それはじゃなっ！」

「いや……違いますよね？　もしかして、僕もう、見張られて……」

　いぶかしむ僕となにやらうろたえる魔王少女。そこへ飛び込むように割り込んでくるのは、

「違うのユキナリそれッ！　あ、あたしのぶんなの!!　このあたしに、ユズリハさんが残してくれたメイド服で……ッ！」

「なんですか新にい菜なさんっ！　え？　あなたが、このメイド服を着るんですか!?　いつ、どこでこんなもの着るつもりなんですかッ!!」

「だ、だってほらっ！　ユキナリがこういうの好きかと思って！　もちろんゼノンちゃんと一緒にだよ!?　ねっ！　ゼノンちゃん！」

「はっ!?　え？　わ、わたしも着るのかッ!?　そのサキュバス装しよう束ぞくをッ!?　い、いやじゃよそんな変態的な格好をするのはぁっ！　は……恥はずかし過ぎるではないかそんなの!!　……って、あっ、あれ？　なんで今、建国レベル下がった!?　もしかしてこれ、ユズリハが操作しているの!?」

「あれ？　そのユズリハさん……、なんだかテーブルの上に、あのメガネも忘れていってますけど……」

「ちょっ！　なにしておるユキナリ！　そのメガネをかけようとしてはだめじゃぁッ！」

「それもあたしのなのユキナリぃぃッ！」

「どうぅっ！　（突き飛ばされ、床を転がり）な、なんですか新菜さん……」

「あたしこのたび、メガネっ娘こにも憧あこがれてまして！　ほらね！　結構あたしもメガネが似合ぐぶうぅっ！　なんでそんな所で、そんなポーズを……！」

「ちょっとどうしたんですか新菜さん急に鼻血を吹き出しのけぞって！　それよりやめてください、メガネは僕とキャラがかぶるじゃないですか！」

「そ、そうじゃユキナリ！　思いついたぁー!!」

「なんですかゼノン様っ！　あなたもやめてください！　僕のメガネのレンズを生指でさわったら指し紋もんでベタベタになりますから！」

「それよりユキナリ！　聞け！　聞け！　よいか？　今から、『そなたのことをだぁいすきな女の子』を、今度こそここに喚よび出そうではないか！」

「ほ、本当ですか？　どうしたんですか急にゼノン様！」

「〝様〟が復ッ活ッ!!　レベルも０に戻った!!　ここからじゃ！　ここからわたしは始めるッ!!　では新菜、準備はよいかー!?」

「ね、ねえゼノンちゃん、それ、今？　今じゃなきゃ、だめ……？」

「ど、どうした新菜。はっ！　う、うむ！　今はまずいな！　鼻血が止まっておらぬし……」

「あ、あの、どういうことです……？」

「いやッ！　なんでもないのじゃ！　が、しかし、先方の女性の状じよう況きようが少しだけ悪いらしいのじゃ。すまんが、もう少し待ってはもらえぬか？」

「いえ、あの……ゼノン様？」

「な、なんじゃ？」

　そして、僕の中に揃そろう材料。

「ゼノン様、もしかして……、なにかを僕に、隠かくしていませんか？」

　──僕の中で導かれていたモノのは、このリビングに最初からあった妙みような違和感の根本。……それが、すべてゼノン様につながっているのではないかという予感でした。

「な、なにも！　なにも隠してなどいないぞ!?　なあ新にい菜なっ！」

「そ、そうよユキナリ！　そんなことよりユキナリもお風呂に入ってくれば？　残り湯だし、まだあったかいよ……？」

　二人がみせる明らかな狼ろう狽ばいに、僕は切り出します。

「もしかしてゼノン様、なにか悩んでいるんじゃないですか？」

「そ、そういうわけでは……！」

　僕の言葉に、やはりゼノン様は大いに動どう揺ようして、

「言ってください！　魔王の悩みは臣民である僕の悩みでもあるはずです！」

「ユキナリ。そなたは本当に、わたしのことを案じて……、……」

「ゼノン様はもう一人であれこれ悩む必要なんかないんです。確かに僕なんかじゃ魔王であるゼノン様の悩みを解決できないかもしれません。でも、一人と二人は全然意味が違います。信用してもらえないかもしれませんけど、僕人生相談とか、これでも結構得意ですし……!!」

「……い、いやっ！　違うのじゃユキナリ！　魔王とは、王とは……っ！」

　魔王少女がうなだれれば、

「……、……」

　乾き始めていた薄桜クリームピンクを孕はらむ蜜黄金ハニーゴールドの髪がさらさら、さらさらと流れて。

「魔王とは……」

　震える赤い苺いちご色のツノは全部で六つ。そこに、

「ユズリハ！」

『なんでしょう、姫様』

「あれっ!?　まだこの部屋にいるんですかユズリハさんっ!?」

「万魔王殿ミルフイリウムに伝えよ！　わたしは王として、我が臣民に偽いつわりを保ち続けることはできぬと！　魔王という地位を剝はく奪だつされようと、わたしは臣民を、ユキナリを裏切ることはできぬっ！」

「ゼ、ゼノン様っ!?」

　エメラルドの瞳の奥、なにかを吹っ切ったような輝きを取り戻した魔王少女は、

「ユキナリ、今そなたとわたしは既に万魔王殿ミルフイリウムに監視されている。今日中にわたしの建国レベルが規定以上にいかなければ魔王権限を剝奪するといわれているのじゃ！」

　そして、驚きの声を発しようとした僕を片手で制し、魔王少女は続けます。

「レベルを上げる方法はただ一つ。わたしが今まで以上にそなたに魔王と認められること。しかも臣民にそうとは悟さとられずにという条件付き！　……しかし、そなたはそなたなりにわたしを大切に、魔王として想ってくれていることをわたしは知っている！　そのやり方を……ユキナリの気持ちのありようを万魔王殿ミルフイリウムに決められてなるものか！　そなたは、わたしの臣民なのじゃから」

　固められた彼女の拳こぶしは小さく、けれどそこに握られたものが、僕にははっきりと、見えた気がして──

「わたしはそなたに、噓うそをつくように隠かくし事をしながら、この国の行く末を決めてしまうことなどできないっ！　……さあ、言ってやったぞユズリハ！　万魔王殿ミルフイリウムッ！」

「な、なんて、ことを、ゼノン様……っ！」

「かまうなユキナリ！　わたしはただ、わたしを想うそなたの王であり続けようとしたまでのこと。くいなど残らぬ！」

　僕の家のリビングが、まるでその仕事を放棄したかのように、空気を堅く、荘そう厳ごんなものにしていました。

　僕に染みこむ、魔王少女の想い。もしくは願い。

　僕がそんな彼女の、卵の殻からを全て破るような行為に呆ぼう然ぜんとしていると、

「待ってゼノンちゃん！　これ……！」

　新にい菜なさんが指し示していたのは、テーブルの上でびかびかと発光している魔導書『パンタグリュエル』。そこに浮かび上がっている数値は、

「レベル12、家の前の道路区画……？　なんですかこれ、ゼノン様……？」

「そんな……レベルが、10を、超えている……!?　どういうコトなのじゃッ!?　まさか、ユキナリが、わたしを認めてくれたのか……？　いつ!?　いつこのような……!!」

　僕を見上げる苺いちごの魔王少女。その瞳とくすぐったがりの両肩が小刻みに震えているのがわかりました。

「ゼノン様……あの、僕は、なんというか……、その……ッ──」

　そして、僕が砕けるように膝ひざを折って魔王少女と視線の高さを合わせた、その瞬しゆん間かん、

「おみごとです、ゼノン様。見事、レベル10をクリアです」

「うわぁッ！　突然目の前に胸と腰を透明にしたままのサキュバスがぁッ！」

「しかしユズリハ！　わたしはユキナリに、全てを……！」

「ゼノン様がユキナリさんに……？　はて、なんのことでしょうか。姫様のおっしゃっていることが、わたしには少々、わかりかねますが」

「ユズリハっ！　すまぬ、ありがとう……っ！　ようし、ユキナリ……ッ！」

「な、なんですかっ!?」

　視線を戻せば、魔導書と連動するかのように吹き出す赤い光をまとったゼノン様は、

「最初はそなたの部屋のベッドの上だけだったこの王国も、今やこの家の前の道路で縄なわ跳とびをしたとしても、そこはもはや我が領地ッ！　広がるぞ……、わが王国はどんどん領土を増やしていく！　そしてゆくゆくは他の魔王すら巻き込み、偉い大だいなる帝国をもつくろうぞ!!」

「はい！　ゼノン様っ！」

「ああっ！　あたしも！　あたしもっ！」

　まさしく共鳴。駆け寄ってくる新にい菜なさんを含め、この場にいる者みんなが手を重ね合わせれば、その一点を中心、ゼノン様の不思議な光に当てられるように気持ちが一つになっていくのがわかります。

「ようし、さっそくじゃがユキナリ、そなたには我が王国の大臣の証あかしを贈るッ！」

「へっ!?　だ、大臣の証……ですか!?」

〈ぎゅむっ〉と魔王少女に腕を摑つかまれた僕は、なんだか急に頭上を飛び越えていくような話にあわあわとうろたえ、それからハッとして、

「あ、それってもしかして、駅前で僕と約束をした？」

　途端に〈にこぉっ〉と微笑ほほえむゼノン様。

「うむっ！　あの百日の間ですっかり忘れていた！　実はな、魔界ランドにいた時に、ゆくゆくはわたしの大臣となる者達に渡すためにとデザインしておいた苺いちご型のバッジがあったのじゃよ！　カタストロベリー家に伝わる家か紋もんとも言うべきモチーフをアレンジしてあって……くふふ、すっごく可愛かわいいんじゃからな？　ユキナリはそれをいつでも付けてないとだめなのじゃぞっ？」

　魔王少女はいいながらごつごつと黒い表紙の魔導書を手に取り、ぱらぱらと開き、

「うむ、ここじゃ！　『パンタグリュエル』、宝物庫モード！」

　ゼノン様の手からふわっと浮き上がる魔導書。あたかも自ら発光し、その封印解除を願うかのように魔王少女の望むまま、頁ページを乱舞させます。

『其そは魔扉グリモアに綴つづられし　七しち千せん大たい陸りくの物語ッ！』

　途端、〈ぎうん！〉と唸うなりを上げる魔王と魔導書の間でやりとりされる高密度のエネルギー。その儀式は、明らかに人間ランドと呼ばれるこの世界の理ことわりを超えていて、

『洞うろ熾おこり　漠ばく砂さ熔とけ合いてなお落らく陽よう　妄圏モウケンより湧わき上がる！』

　少女の高鳴りは、宣布となって室内を打つのです。




『召し喚たれレセプシヨンッ！　〝エンブレム・ベリィ〟!!』




　瞬間、魔導書から噴ふき出す、大量のぬるっとした液体。

「ひっ！　な、なんじゃあッ!?　こ、これは……ッ!!」

「ああッ！　ど、どういうことですか!?　なんか、また大きくなって扉みたいになった本の中から、今度は光り輝くダイオウイカみたいのが出てきて、触手でゼノン様をぐるぐる巻きにして捕らえましたーッ!?」

「ひぃっ、ぐねぐね気持ちわるいぃぃッ！　ど、どういうわけじゃ!?　なんでまたしてもわけのわからんモノが召しよう喚かんされているッ!!　ユズリハ！　ねぇユズリハ助けてーッ！　は？　……な、なに!?　そなたも姿は見えていないが、触手に巻き付かれて捕つかまってしまっている、じゃと……？　ああッ！　メガネを掛けっぱなしの新にい菜なが再び鼻血を吹いて昏こん倒とうしたぁ!!　ユズリハのカラダ今、どういうことになっているのじゃぁ!?　そしてなにゆえ!?　どうして『ホタル大王烏賊いか』はなぜ、またしてもわたしを捕らえたまま魔導書の中に戻ろうとしているッ!?　よせ！　離すのじゃこのばかもの！　暴走するな！　おのれ、これからという時にどうしてなのじゃ!?　どうしてこうなってしまうのじゃよぉぉおおッ!!　戻ってしまう！　また振り出しに戻ってしまうのかわたしは！　そしてユキナリも啞あ然ぜんとしないで助けて！　頼むユキナリ、そなた臣民ではないか！　大臣ではないかぁぁあッ！　なんか包丁とかでこの脚を切って欲しい！　ああッ！　早く！　早くユキナリ！　間に合わない！　そなたがキッチンから戻ってくるまでもたないこれ！　いやじゃぁッ！　ユキナリ！　ユキナリぃぃ……ッ（魔導書の中にフェイドアウト）」
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[image: 第三話　ゼノン様は魔王である！]
















「──こ、ここ……は？」

　白い霧きりのようなものが晴れて、明るく暖かい空気……。

「ええっと……」

　周囲には、少なくない人の気配があるようでした。僕を囲んでいるのは数人……いえ、数十人の、

「っ!?　じょ、女子高生……ですかッ!?」

〈ばっ〉と顎あごを上げて見回せばそこは教室。

　いい匂においとしか認識できないふんわりとした空間の中に、紺こんと白が織りなす禁欲的な制服に身を包んだ女の子達が揃そろっていて──

「た、確かその制服は、新にい菜なさんがいつも着ているやつで……と、いうことは、この教室は……!!」

　すっきりと明るい白い天井、机や黒板すらそこはかとなくロイヤル！

「──銀ぎん天てん馬ま高校!?　あの超お嬢様学校だっていうッ!?」

「どうやら……ちゃんとわかってるみたいね」

　正面に聞こえた（ちょっと）意地悪そうな女の子の声に〈がたんがたん〉と動どう揺よう。僕は座っていた椅い子すを鳴らしてしまい、直後に気がつく奇妙な事実。

「……って、なんで僕、椅子に縛しばり付けられてるんですッ!?」

　しかしアア、尋たずねても無情。

「いい度胸ね、そんな変装までして忍び込んで来るなんて」

　女子校の教室にあるまじき荒あら縄なわで椅子にぐるぐる巻きにされている僕は、一歩前に出てくる気の強そうな女の子に鏡を突きつけられ、

「こ、これが僕!?　ちょ……ちょっと、綺き麗れいです……！」　

　そこに映っていたものは、なんと銀天馬の制服を着込み、きちんと女装までしたメガネっ娘この僕で──

「じゃなくて、ち、ちがいますッ！　ぼ、僕はこの通り、お、女の子なんですっ!!　だって女子校に男の子が来るわけないじゃないですか!!　これは、なにかの……間違いです！」

　告げる本能。ここまで来たらシラを切り通すしかないのだと僕は判断するのです……！　が、

「ふぅん？　そう、なの……」

　しかし、胸の前で腕を組み、なにやら納なつ得とくしてくれたような意地悪女子高生の瞳が──

「じゃあ……証しよう拠こは？　（──瞳が、びかぁっと光ります！）」

「しょ、証拠っ!?　証拠ってなんですッ!?」

　僕はそれだけでも、目の前にいる気が強いっぽい女の子におののいてしまうのですが、

「もーっ、証拠もなにも、そんなのユキナリが女の子だっていうキーアイテムに決まってるじゃない！　さあ見せてユキナリ、あなたのアイテム欄らんにある『だいじなもの』をッ！　早く！　はぁやぁくぅぅっ!!」

　そこへひょっこり現れる、

「まってください新にい菜なさん！　あなたはただ単にそれが見たいだけですよねッ!?　この場をどうやってくぐり抜けようかとか考えてないですよねっ!?」

　つまりは唯ゆう一いつ、この銀ぎん天てん馬ま高校で味方になってくれるであろうはずの女の子すら当てにはできないこの状況。僕は全身を打ち震わせてしまいます。だって、

「ぼ、僕はただ、みなさんと……仲良く、なりたかっただけで……（がくがくがく）」

「だったらなおさら、私達は仲良くなるためにも、隠かくし事はいけないんじゃないかしら？（意地悪そうな女子生徒）」「そうよユキナリ！　さあ、さっさと脱いで、あなたを、魅みせて……（うっとり新菜さん）」「もうなにを言ってるのこの変態女子高生達は！」

　最悪の展開。新菜さんを中心にして僕を囲む女子高生の範はん囲いは縮まり、

「ちょ、ちょっと、これ、冗じよう談だん……ですよね？」

　ついには、いつも抑圧されつづけていたお嬢様女子校の生徒達は一斉に……！

「いやッ、やめてくださいぃぃっ!!　みんなが見ているんですよおッ!?　だめです僕のスカートをそれ以上めくっちゃったらだめですぅぅ！」

　けれど必死な僕の抵抗も、荒あら縄なわでこうもしっかり椅い子すに縛しばられていては彼女達の暴走をただ見ているだけに等しく、

「だ、だれか、誰か……助けてぇえ～っ！」

　ゆるむ腰部分。あと一息で僕のスカートがはぎ取られてしまう……！　その瞬しゆん間かん、

「そこまでじゃああっ!!」

「ッ!?　あ、あなたはっ！」

　教室の扉を開け放ち、きらびやかな後光すら背負って登場したのは、

「ゼ、ゼノン様ぁぁっ!!」

　女子高生にしたらミニマムサイズ。けれど立派な魔王少女ゼノン様は、みごとな蜜黄金ハニーゴールドに淡桜クリームピンクをはらむ大ボリュームツインテールをぶわんと振り回し、

「ユキナリ！　あたらしい顔じゃよぉおおお!!」

　すばらしい投球フォーム、制服姿の魔王少女はバレーボールぐらいの赤い大きさのなにかを僕へと投とう擲てきっ！

「うわぁあッ！　な、なにかと思えば顔のカタチに栽培した大きい苺いちごが、メガネまで掛けてすごくキモチワルイ速度ッ!?　なんでそれが僕の新しい顔なんですッ!?　すごくリアルな完成度が逆に気持ち悪い逸いつ品ぴんですよおおおッ！　ぐ、ぐぅうむぅ……ッ!?　そ、そして苦しぃぃ!!　この苺いちご、僕の首から上を乗っ取ろうとしてきてます！　口の中に！　口の中に入ってこようとするぅぅッ！」「がんばるのじゃ！　今こそ生まれ変わるチャンスなのじゃよユキナリィィ！　（ゼノン様）」「ほらユキナリ！　呼吸を整えて！　ひぃっ、ひぃ、ひぃ～～、ひぃ、ひぃ、ひぃ～～っ（僕の手を握にぎってラマーズしてくれる新にい菜なさん）」「最後は『ふぅ～』でお願いします新菜さん！　力が抜けるぅ！　（僕）」「ふぅん？　キミ、ユキナリっていう名前なの？　じゃあ、今度からユキくんって呼ぶから。……いい？　（本当は僕を男子だと見抜いていたが、実はずっと男子の友達が欲しくて、でも素直になれないので僕を女子生徒として認めてしまう、本当はそれほど意地悪じゃない女子高生）」「オアアアアアー！　オオオオァアアアアアーッー！　（僕の口の中に無理矢理侵入してくる苺ヘッド）」「ぶぐぐぐぐぅぅッ！　く、苦しいぃよぉッ！　息がぁっ！　息がぁあッ!!　（僕）」

　重なり合う混こん沌とん。女子高生と魔王にぎゅうぎゅう取り巻かれ、さらには僕を乗っ取ろうと口の中に侵入してくる獰どう猛もうな巨大苺に気道をふさがれた僕は、

「んぐぅうッ！」

　息苦しさの限界。ついに藻も搔がき這はい上がるようにして、




「くぷはぁ……っ！　はぁ、はぁ、はぁ……っ、はぁ……、ぁ、あ……？」




　──跳ね起き、目を覚ますに至るのです。

「……あ、え？　あれ……？」

　カーテンの隙すき間まから差し込む光が告げる時刻は、目覚まし時計が鳴る数分前。

「ここは、ぼ、僕の……部屋だ……」

　もやける目をこすり上げ──さっきまで見ていたであろう夢を思い出そうにも、誰かに取り上げられてしまったみたいに頭の中は空白地帯──けれども、どうやら本当に息は止めてしまっていたらしく、

「ううっ……！」

　全身が〈ドックンドックン〉していることにちょっとした恐怖を感じながら、枕まくら元もとのメガネを装着、鳴る前の目覚まし時計を止めてしまいます。

「ふぅ……。なんかよくわかんないけど、よかったぁぁ……!!」

　こみ上げる謎なぞの安あん堵どにベッドの上で大きく一つ深呼吸。〈ひゅるひゅる〉と脳に酸素を送り込めば〈くにゃんっ〉と右手、

「へ……？」

　ベッドに降ろした手の平に奇妙に柔らかい感触が発生したものですから、

「ぅうわっ!?」

　とっさに確認、僕が寝ていた場所のまさしく傍ら。

　シーツの上には、うつぶせで丸まり、小さく震えている一人の少女、

「ゼ、ゼノン……様ぁあっ!!!?」

　二つにこそ結ってはいないけどその髪、蜜黄金ハニーゴールド！　頭には赤い果実を並べ、淡桜クリームピンクに輪りん郭かくを縁ふち取どられたようなこの女の子は絶対的に魔王少女に違いなくッ!?

「ど、ど、どうして、こんな……、って、……お、おやっ？」

　ポーズに違和感。彼女の両手が奇き妙みような角度でこちらに突き出ていることがすごく気になるのです。それはあたかも、枕まくらの上にあった僕の顔についている鼻と口、その両方をしっかり押さえ込むような指位置に伸ばされたまま、ぷるぷるとしてる……ということは？

「ま……まさかゼノン様、僕が寝ている間に窒ちつ息そく死しさせようとしていたんですか!?」

「違うぅぅッ！　そんなことわたしがするわけないではないかぁぁッ！」

　がばっと上半身を起こした彼女の髪は大暴れした後みたいにくっしゃくしゃ。柔らかなパジャマもかなり寝乱れていて、

「それよりもそなたは魔王であるこのわたしに、さっきまでずっとなにをしていたのか、お……覚えていないとでも言うのかッ!?」

「す、すいません、まったくなにがなにやら……」

「ならば教えてやる！」

〈ざかざかざかっ〉とシーツの上を這はい寄るゼノン様は、

「よ、よいか!?　そなたは……そなたはこの、隣となりに寝ていたわたしのツノを……苺いちごのかたちをしたこれを突然……かぷっと……ッ！　ちゅうちゅうし始めたのじゃぞっ!?　それがどういうことなのかそなたわかっておるのか？　もうっ！　もうぅぅっ!!」

「い、痛いッ！　痛いですゼノン様！　そんなに激しく両手で指銃シガンしてこないでください！　え？　なんですか？　ゼノン様のその苺ツノを、僕が、ちゅうちゅう……!?」

「あ、あんまりそういうことを口にするなバカユキナリぃぃいっ!!」

　魔王少女の全身は、よくよく見ればマラソンをした後のように濃こいピンク。僕と同じく肩で息するゼノン様は力なく、けれども抑えきれない激情を隠かくそうとせぬまま、

「もうわたしはびっくりして飛び起きて、必死にどうにかしようとしたのに、……な、なのにそなたは、わたしをしっかり両腕で動けないように抱えたまま、ずっとツノをもにょもにょ色々変なことしたりするから、もう……もぉぉおう……ッ!!　こんなひどいことされたのは生まれて初めてなのじゃぁ！　ばか！　ユキナリのバカ！　わたしのツノはそなたのおしゃぶりではないのじゃぞっ!?」

「え、え……？　つまり僕は、ゼノン様に寝ぼけて、そんなことをしてたんですかっ!?　ご、ごめんなさいゼノン様！　なんだか僕、夢の中だったとはいえ…………あ、あれ？　ぁあッ！　ち、違いますよゼノン様！　そうじゃありません!!」

「な、なにが違うのじゃ!?　なにも違うわけがなかろうっ!!」

　僕はぶんぶんと首を振り、そこから湧わき上がる記憶のまま、

「そうじゃないんです！　だってそもそも、その苺いちごを僕に食べさせてきたのはゼノン様、あなたの方じゃないですか！　新しい顔だって言ってあんな大きなリアル苺を!!　ぁああ……ッ！　そうです！　思い出してきました！　ゼノン様さえ邪じや魔まをしなければ、僕は……僕は、あの学校で、ずっと……ずっともてもてだったのに……ッ!!　女の子達にかこまれて、引っ張りだこだった気が、今……すごいしてるんです！　あんな嬉うれしいことは生まれて初めてだったのにひどいですゼノン様！　あぁっ！　でも、苺を口にしてたということはこの夢、ちょっとだけ正まさ夢ゆめまじってる……ッ!?　な、なれぇっ！　このまま全部正夢になーれっ!!　なーれッ！」

「ひぃ！　ど、どうしたユキナリっ！　そなたなんじゃか怖こわいー！　ま。まさか、まだ寝ぼけておるの!?　言っていることが支し離り滅めつ裂れつじゃぞ!?　しかもそなたが女の子に囲まれてもてもて!?　いったいそなた、どんな夢を……って、うにょわぁッ！　なッ、やめよぉッ！　急に、ツノを食べようとしてくるなぁぁッ!!　ま、まだ敏びん感かんなままなのじゃぞそこはっ！　……ち、違う！　意味はわからぬがこれはそなたの顔ではなくわたしのツノじゃッ！　ぅうッうぐにぃやぁあぅー！　だめじゃぁ！　目を覚ませユキナリィィっ！　ふぅゃぅッ!?　　だ、だからそんなにいじるなッ！　ひぃぃん！　（ずぼぉお！）うわー！　助けてー！」

「ああッ！　ゼノン様がベッドと壁の隙すき間まにずり落ちて姿が見えなくなりました！　だ、大丈夫ですかゼノン様！　ど、どこですかー！　（ごそごぞ）」

　緊急事態が発生！　突とつ如じよ目の前から消えてしまった魔王少女を助けるべく、僕は暗がりに手を突っ込むのですが、

「んにゃぁッ！　じゃ、じゃからそなたはわたしのツノを摑つかむなぁっ！　やめよユキナリ！　そっちではなくわたしの手を摑んで欲しい！　そんなにツノを摑んでひっぱたったら、ツ、ツノが、だめになってしまうのじゃよぅぅうっ！」

「す、すいませんゼノン様……。僕も、変な夢を見たり、呼吸を止められていたりで、かなり混乱しているみたいです……！」

　ようやく僕に救助されたゼノン様はベッドの上でホコリまみれ。すすり泣くように呼吸を乱していて、

「とにかくユキナリ！　わたしが起こそうとした時には速すみやかに目覚めて欲しい！　あと、もう寝ぼけてわたしに変なこともしないで……！」

　両手で頭の上の苺ツノを守るように身を縮こまらせる魔王少女。

「それはもっともだと思うんですが、ゼノン様……」

「……な、なんじゃ？　どうしたユキナリ、急に居いずまいなど正し、深刻な顔なんかして……え？　わたし……しかられるの？　ユキナリに怒られてしまうのっ!?」

「ち、違います！　僕はゼノン様を怒ったりなんかしませんっ！　……で、でも、いくらなんでも僕だって少しは深刻になっちゃいますよ!?　だってあなた、いったい何時いつこっちへ戻ってきてたんです!?　昨日の夜、ゼノン様はまた魔導書に飲まれちゃったんじゃないですか！　僕の目の前で……巨大なイカの触手に巻き込まれて！」

「はあぁっ！　そ、そうなのじゃよぉ!!　もう……もう、今回の魔導書の中も本っ当ーにひどい世界だったのじゃよう!!　今度の大陸は海ばっかりの世界ステージで、しかもその水はゼリーみたいにどろどろですごぉく気持ち悪かったのじゃ！　周囲は全てべたべたのぬとぬとじゃし、そこに適応したモンスター共は気持ち悪いしで、そこからどうにかこうにかやっとのことでユキナリの家に戻ってこれたと思ったら……！　そなた、ベッドの上でぐーぐー寝てるんじゃもんっ!!　そんなの悲しいではないか!!　わたしだって疲つかれきっているので眠りたいのじゃよ！　お風呂にだって入りたかった！　じゃってここわたしの最初の領土なのじゃから……！　ううっ！　ユキナリのベッドって、本当は……わたしのベッドなんじゃよね!?」

　ゼノン様は束つかの間、過去を遡さかのぼっていたのでしょう。強い風に吹き飛ばされまいと、きつくシーツにしがみつくように拳こぶしを握にぎりしめ、瞳の焦しよう点てんが合ってない震える魔王少女へと僕は、

「そ、そうですここはゼノン様の領土です！　それなのにすいません……。僕、いつのまにか眠っていた上に、寝ぼけてゼノン様にひどいことをしてしまったみたいで……。ゼノン様、僕、あなたのツノをしゃぶってしまって本当にごめんなさい……！　もう僕はゼノン様のツノをちゅうちゅうとかしません！」

「ぅあぁあもうよいッ！　それはもうよいからユキナリ！　なんじゃかもう恥はずかしい！　そなた寝ぼけておったのじゃからもうよいよ！　そなた、わざとではないのじゃもんね!?　欲望のままじゃないんじゃもんね!?　じゃ、じゃったらいいから……！　もうツノがどうとかは繰り返さないで欲しい……っ！」

　叫びつつ、ゼノン様はこの場から消え去りたいという衝しよう動どうをそのまま体現するかの如ごとく、薄い掛け布団の上を転がってカラダに巻き付け芋いも虫むしのようにベッドの片かた隅すみで縮こまってしまうものですから、

「ぁあっ！　すいません謝りすぎました！　そんなに落ち込まないでくださいゼノン様！　お詫わびと言ってはなんですが、ちょっとそのツノを一回僕にもよく見みせてください。もしかして僕、強く嚙かんでたりしてませんか？　本当に僕の顔じゃないですか？　傷とかあったら大変です！　そこからばい菌きんとか入って──」

「いやにゃぁああッ!!　だからもうよいと言っているではないかぁぁっ！　な、なに!?　おのれ！　毛布が巻き付いて動けぬぅぅ！　い、いつの間に……!?　ひぃぃやぁんっ！　根本を、ツノの根本をいじくるなぁ……ッ！　ふんぬー!!　（にょろにょろと毛布から脱出し）　もう、さっきからユキナリばかりずるいぞッ！　そ、そなたは……ッ!!」

　立ち上がる魔王少女はここで〈ばさり〉と薄い毛布をひるがえし、

「そなたはわたしの臣民じゃというのに、その臣民が称たたえてあがめるべきこの魔王に、先ほどからひどいことばかりしているのじゃぞっッ!?　そのような態度を取るなど本来は言語道断、ありうるべきことではない！　……わ、わたしは今日、王としてそなたへと、きちんと伝えたいことがあったというに……!!」

「え？　僕に伝えたいこと……ですか？」

「そうじゃ！　しかしその前にユキナリ、そなたはこの魔王ゼノンから罰ばつを受けなくてはならぬっ!!　でないとわたしの気がすまない！　もうユキナリはわたしからこってりと罰を受けよぉぉぉおおーっ!!」

「そんな、ちょっとゼノン様……！」　

　飛びかかってくるパジャマの魔王を枕まくらで阻止する僕ですが、そこに全体重をかけてくるゼノン様。僕はじりじりと力比べをするかのように、

「僕さっきからきちんと謝ってるじゃないですか！　罰なんていやですよぉっ！」

「だめじゃだめじゃあッ！　もう仕返しさせてくれなきゃ、いやなのじゃぁぁっ！」

「本音はそれですか!?　い、いやですそんなのーっ！」

　とっさに僕はさらにのし掛かってくるゼノン様の力を逸そらし、ベッドに〈こてん〉と彼女を寝かせ、その隙すきにベッドから飛び降りて、すばやく着替えてしまおうとするのですが、

「待てユキナリぃぃッ！」

〈がしっ〉とつかまれてしまう足首。それをずるずるとたぐり寄せられ……！

「ユキナリ、そなたはわたしをなんだと思っているのじゃ……？　わたしって泣く子も黙だまる魔王なのじゃぞっ!?　さあユキナリ、観念して両手を上に、ばんざいせよっ！　ばんざーいじゃ！　ぁあ……ちがうちがう！　『ゼノン様ばんざーい！　ゼノン様ばんざーい！』ではない！　万歳三唱でわたしをうれしがらせても、それではそなたの罰にならないではないか！　もうっ……（赤くなった顔を手の平でぱたぱた煽あおぎ）！　よ、よいか？　わたしはそなたに、腕を上げたまま両りよう脇わきをこちらに向けろと言っているのじゃよっ！　そうじゃそうじゃ、……くっくっく、それでいい……。さぁユキナリ？　これでもうわたしがなにをするかわかったな？　そう！　今からそなたを、なんとこのわたしがくすぐってやろうというわけじゃよ！　ひゃーっ、わーたしって意っ地悪じゃなぁあ！　くくく、しかしまあ、これくらいしないと失礼なそなたの罰にならんからなぁ？　どうじゃ？　このわたしが恐ろしいか？　今まで以上に崇あがめ奉たてまつることを誓うか？」

「……は、はいっ、もちろんです！　だから、だから……っ！」

　ベッド壁かべ際ぎわまで追い詰められる僕。その様子を見たゼノン様はエメラルドの瞳に慈じ愛あいの光を浮かべて、

「そうかそうか、ならば今日だけは、その心がけに免じて、そなたを許して……やらんのじゃぁぁッ!!　そおれこちょこちょこちょーっ!!　くくく！　……どうじゃどうじゃ？　くすぐったかろうユキナリ！　ほりゃほりゃぁ……これでわたしの苦しみがわかったか!?　どうじゃ！　それそれ！　それ……！　それ……、……、……なあ……ユキナリ？　なぜ、くすぐったがらぬ？　そなた我が慢まんするでない!!　え？　『そんなのぜんぜんくすぐったくないです』？　噓うそをつけ！　そなた顔を真っ赤にして歯を食いしばっているではないかっ！　そなたも悶もだえ苦しまないとだめなのじゃぁッ!!　わたしがこちょこちょしているのじゃぞ!?　だめなのじゃそなたもくすぐったがらないと!!　おのれっ！　ならばもっとこうしてくすぐきゅひゃひゃひゃひゃぁんにゃぁやぁああッ!?　そなたなにやっておるぅぅ──っ!?　わ、わたしをっ、わたしをくすぐるなぁぁああッ！　どういうことじゃ!?　なんでわたしをくすぐるのっ!?　これではユキナリの罰ばつにならにゃくにゃぁぁッ！　ふぅぅぅやぁんっ！　んくやぁっ！　やめれぇえっ！　なぜわたしにばんざいさせる！　だめじゃ！　いやじゃぁぉ！　これじゃあ逆ではないかぁッ!!　にゃうひゃッ！　ひゃぁあはははッ！　もうだめじゃよぉおおっ！　ぅううううっ！　せっかくの、ユキナリと迎えられた建国の朝だというのに、これではうやむやになってしまうではないか！　　なぁ、ユキナリ！　ユキナリぃぃ……っ！」

「ど、どうしましたかゼノン様、なにをベッドの上でじたばたしてるんですか？　僕もうくすぐってないですよ!?　……ちょっ！　やめましょう！　再び僕をベッドの中に引きずり込もうとしないでください！」

　再びベッドから降りようと踏ん張る僕は、

「これでも僕は二度寝の誘ゆう惑わくをなんとか振り払っている真ッ最中なんですからっ！　それをあなたにまで誘惑されたら困ります！　お、お願いですからっ！　ほ……ほらっ、見てください！　あ、あの、僕の机の上に我が物顔で置いてあるランドセルは……ゼノン様のですよね！　なんか……光ってますよ！　メール着信してるみたいに明めい滅めつしてますよ!?」

「うにゃぁあッ！　や、やめよユキナリ！　なにかの説得のついでに腋わきの下に指を入れてくるなぁ!!　ならばそなたがわたしの『パンタグリュエル』を取ってくれ！　もうカラダに力が入らぬのじゃよぅっ。察して！　臣民ならわたしのことを第一に察してぇー!!」

　今や布団と一体となってぐったり、わけのわからない訴えをしている魔王少女を押しのけるようにして僕はベッドから身体を伸ばし、机の上の赤いランドセルをたぐり寄せ、中から分厚い魔導書を引き抜き彼女へと渡します。

「うむ、ありがとう……。なんじゃろう、今日はまだ隔かく月げつ発行の『万魔王MAGAZINEマガジン』の配信日ではないし……」

　着信中の携けい帯たい電話のように明滅する魔導書にすがりついて起き上がるゼノン様は、そのまま〈ぱかり〉とページの中程を割り開き、

「ふむ……」

　そこに浮かび上がった文字列テキストに目を細め、あごに指を添え頷うなずきます。

「……なにが書いてあるんですか？」

「そなたの言った通り、メールのようなものじゃな。読んで聞かせようか？　ユキナリ」

「は、はい……」とベッドの上で僕が姿勢を正せば、ゼノン様は「こほん」と軽く咳せき払ばらい。

「『おっはよぅございまぁす（ハート）　今日も元気なユズリハですっ！　ゼノン様、もう起きてらっしゃいますかぁ？　わたくしは今朝からお腹の調子が悪くて──』うむ、ここら辺は飛ばそう」

「ま、ちょっ！　ちょっと待ってください、メールってあのユズリハさんからなんですかッ？　あ、あれェッ？　だとしたらあのサキュバスメイド、メールでキャラが違いすぎですよねっ!?」

「うむ、ユズリハはあれでいて結構インサイド弁べん慶けいなところがあるからなぁ……。続きじゃ『──それはそうと、どうやらジムノペディ様がゼノン様の元へと向かったようです。わたくしも着替えを揃そろえて急いで戻りますが、相手はあのジムノペディ様です。ゼノン様もどうかご用心ください。あなたのユズリハより（ハートマーク）』……というわけなのじゃが……は？　な、なにッ？　ジ、ジムノペディが、じゃとぉッ!!」

「あれっ!?　どうしたんですかゼノン様！　急に立ち上がって、え？　なんですか!?」

「どうしようユキナリ！　大変なことになってしまったぞ！　あのジムノペディがこっちに向かっているそうじゃ！」

　魔王少女はとてもオロオロ。浮き足だってベッドのスプリングを〈みっしみっし〉いわせ始めるのですが、

「すいません、そのジムノペディって……、ゼノン様の知り合いなんですか……？」

「もうなにを言っておるのユキナリ！　ジムノペディと言えばわたしのイトコの、あのジムノペディではないかっ！　やばさ大だい爆ばく発はつじゃぞ!!　そなたわたしの臣民ならばそれくらい……って、ぁあ……そうか、そなたは知らんでもしかたないか……。ユキナリ、まだ臣民になって三日目じゃものな……」

「はい……すいません……。僕、なんだかんだで、まだゼノン様と知り合って日が浅いですから……魔王であるあなたのことを、そんなには……。で、でも僕、これでも、自分なりには結構がんばってて……──」

「あああああ拗すねちゃいやじゃユキナリぃぃっ！　今のはわたしの不注意じゃった！　な？　な？　この通りじゃから許して欲しい！　そなたに今拗ねられたらわたしが困ってしまうっ！　ほ、ほれ！　そうじゃ！　わ、わたしを……く、くすぐっても……よいぞ!?　じゃから機嫌を直すのじゃ！　ほら、こうしてばんざーいするから、そこをくすぐれというに、なぜ万歳している腋わきではなく速攻で脇わき腹ばらをくすぐってくるぅッ!?　卑ひ怯きようじゃぞユキナリィィっ！　腋の下だったら我が慢まんできたのに！　腋の下だったらユキナリみたいに我慢できたのにぃぃお腹はだめじゃよぉぉ！　くぅぅぅぅぅ……っにゅひゃひゃひゃひゃっ！　ひぃやぁはっ！　ちょおおもうやめてぇ！　ごめんなさいじゃからもうよしてぇっ！　もう話がちっとも先に進まぬよぉぉお!!」

「……で、そのゼノン様のイトコのジムノペディさんが、どうしたんですか!?」

「う、うむっ！　もうなんじゃかとってもいやなヤツなのじゃよ、ジムノペディはっ！」

　苦い虫が口の中に飛び込んで来たようなしかめっ面つら。魔王少女は両腕を腰に当て、

「ヤツはなんというか、わたしが師し匠しよう魔王の元で修行していた時の、いわばライバルのようなモノだったのじゃが──うううっ、思い出しただけで身の毛がよだつっ！　とにかくちょっと変なヤツなんじゃようっ！　……おのれ、油断していた。ジムノペディめ、わたしが人間ランドのここに来ていると、どこで嗅かぎつけたのじゃ？　ともかく、あやつに見つかる前に結界を張るなり護ご衛えいを展開するなり対策を立てなくてはならぬ！　よし……ユキナリ！　只ただ今いまより我がゼノン王国、初の防衛戦略会議を行うッ！　ユキナリも会議には是ぜ非ひとも『青春大臣』として出席し……な、なにぃぃッ!?　しまったぁぁ！　そなた、まだ大臣の叙じよ任にん式しきをしてなかったではないか!!　国事って多忙じゃな！　な、ならば会議は略式にて……って、おおおおおいユキナリィ！　そなた聞いておるの!?　今、国防がこれだけヤバイ時期じゃと言うに、そなたなんでカーテン開いて窓の外の景色をのんきに眺ながめているのじゃッ……！」

「だってゼノン様！　空に飛行船が!!」

「な、なんじゃとぉッ!?」

　さっきまで室内にあった寝起きの雰ふん囲い気きは、ゼノン様の騒々しさでどこかに吹き飛んでいました。なにか得たいの知れない焦あせりにかられた魔王少女は、僕に激突するように窓辺に並んでくるので、

「あ、ゼノン様も飛行船が好きなんですか？　気が合いますね、今日のはなんだか茶色いアーモンドみたいな色の飛行船ですが、このあいだのは真っ赤な飛行船が──」

　──異変。

「伏せろユキナリィィッ!!」

「ぐぅむゥっ……!?」

　おそらくそれは、全てが同時に起こったこと。前後してしまっている僕の記き憶おくを正しく整理するならば、

　まず、

　その時、窓辺にいた僕を一いつ瞬しゆんで包んだのは『暗い無音』。見上げていた空、飛行船から僕の部屋に一直線に降り注いだのはまさしく〝影〟そのものでした。

　そして黒い光と言い換えてもいいような薄暗いその影が僕とゼノン様を貫つらぬこうとした、

　同瞬、

「伏せろ」と僕を突き飛ばし、ベッドに押し倒したのはゼノン様。「ぐぅむゥっ……!?」と驚きと衝しよう撃げきに声をあげた僕は、

　直後に、

　窓ガラスを消し飛ばして部屋の中に突入してきた黒い球体がまき散らす衝撃に、胸を詰まらせます。

　その衝撃、叩たたき付けられたのはまさにチョコレートクリームの芳ほう香こう。

　部屋に充満したその匂においは、僕の胸の上にいるゼノン様が醸かもし出すストロベリーフレーバーを、一時なりとも消し去るダークでビターな甘い暴力。

　そして視界の端はし、暗い球体の着地点。

　僕はそこに展開する〈ドギュオオオオオオッ！〉というエネルギーをチャージするかのごとき高音と暗い色彩、一軒家を揺ゆらす激震に、ネガポジ反転のデジャビュを抱いだくのです。

「こ、これって……！」

　三日前。

　真昼の大おお宮みや駅前に出現したものが、永年の祝福を約束されたバベルの塔とも言える巨大な苺いちごのデコレーションケーキｏｎホイップクリームとするならば、今、この部屋に出現しつつあるものは、

　狡こう猾かつな大型肉食獣を思わせる、要よう塞さいのごときチョコレートケーキ。

　その表面は漆黒に近いチョコレートでなめらかにコーティングされ、蜜みつを絡めた輪切りのオレンジが数カ所に飾られているだけ。至ってシンプル。その大きさだけが、以前のように狂気の沙さ汰た。そして、

「……まさか!!」

　理解なんか追いつかなくても、現実はいつも通り僕を甘やかすことは決してなく、次の瞬しゆん間かん、目の前の巨大ケーキは無音を轟とどろかせ、中心点へと一挙に爆ばく縮しゆく。

「ぐぅうッ……！」

　溢あふれる暗くら闇やみの圧力に思わず顔を覆おおうようにして、腕の隙すき間まから目を見開いて僕が見たもの。




　あたかも特とく殊しゆなレンズで一点に集められたかのような熱を持つ影。そこには『かたちあるモノはいつか全て溶とけ去る』と告げるような一人、異国の少女。




「キミが、苑その葉ば征ゆき成なりクンかい……？」




　部屋中の空気が全て外に漏もれだして作り出されたような静せい寂じやく、波紋の中で、チョコレートケーキの中から生まれ出た一人の少女へと、僕は目を見張ります。その肌の艶つやめきは、振りまかれた匂においと同じ、ダークでビター、溶けかかったモカの色。

「うあ……」

　見慣れぬその色彩に見とれてしまう僕を、

「ふふふ……」

　なにかを試すように見下ろす彼女の瞳は、煮詰めたような濃こいオレンジ。

「その様子だと、ユキナリクンっていうのは、どうやらキミでいいみたいだね」

　少女が僕に指を突きつければ、ファーの付いた子こ鹿じか柄がらのマントからは艶やかなチョコレート色の両腕が覗のぞきます。そして垣かい間ま見みえる腰から下はブラックとホワイトの二色が並んだ縦ストライプのカボチャパンツ。それと繫つながるようなフリル付きの白黒ガーターストッキングという出いで立ちの少女は、どこかゼノン様と同じような秘めたる威い厳げんを備えていて……。

「え、あ、は、まあ、は、はい……？」

　別のところが回転してしまっている頭脳は、目の前のあまりにもドラマティックな人物へと、

曖あい昧まい模も糊こな受け答えしか吐はき出しません。

　そんな僕の様子に「ふふっ」と少女は陽かげ炎ろうのように笑みを浮かべ、瞳と同じ濃いオレンジのショートカットを搔かき上げて、

「ボクの名前はジムノペディ。ジムノペディ＝シトラスター。これでもそちらのゼノン姫と同じ、魔界ランドの魔王を称させてもらっている」

「な……っ!?　あ、あなたも魔王……なんですかッ!?　え？　待ってください。魔王って、そんな……ゼノン様以外にもいるんですか!?」

「言ってなかったかユキナリ。わたしやジムノペディどころではない。魔王は数十人の単位、あるいは三桁けたに届く勢いで人間ランドに降こう臨りんし続けている！」

「聞いてないですよマジですか!?　そんなの、全然知りませんでしたよ!?」

　啞あ然ぜんとしながらも、僕は改めてジムノペディを名乗る魔王を凝視します。

　ゼノン様のツノが〝 苺 いちご〟であるならば、ジムノペディの頭頂部にあるツノは、飾り絞しぼった〝チョコレートクリーム〟。とがった左右の耳の上辺りから、ぐりんとデコレーションされた黒いツノにはしゅるりとリボンと王冠が巻かれているのです。
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　さらには、そんなチョコレイティな魔王の腰には一丁、なにやらゴテゴテとクリスマスのお菓子のように装そう飾しよくされた物騒な獲物──フリントロック式の拳けん銃じゆうが吊つってあることに、僕が目を奪われている間にも、

「そんなことより、久しぶりだねゼノン姫！　ずっと寂さびしくさせてもうしわけない」

「そちらは相変わらずのようじゃなジムノペディ！　いったいここへ、なにをしに来た？」

「ふふっ、ご挨あい拶さつだねゼノン姫……。けれど、そんなキミもたまらなく……！」

「──って！　ジムノペディ!!　そなたなにをしておるぅぅッ!?」

　僕も、ジムノペディの行動を啞然と見ているしかありませんでした。

　彼女は優雅とも言える軽かろやかなステップでゼノン様の腰に腕を回すと、舞ぶ踏とう会かいのようにゼノン様の唇へと、自分の顔を近づけ、

「ぎぃやぁぁやめよジムノペディィィッ!!」

　仰のけ反り迫るチョコレート魔王の顔を、エビぞりのまま押さえつける苺いちごショートの魔王！

「な、なにやってるんですかあなた達ィっ！　どうしてジムノペディさんはここでゼノン様にちゅーしようとしてるんですか!?　やめてください僕の部屋でそういうことをするのは!!　この国の中ちゆう枢すうでそんな破は廉れん恥ちなことは許されませんッ!!　だいたいあなた女の子ですよね!?　ちょっとゼノン様！　なんなんですかこのボクっ娘こは!!」

「な、ユ、ユキナリ……!?」

　僕の剣幕にたじろぐ苺の魔王。

　そしてもう一人、チョコレートの魔王はゼノン様を解放するやいなや、

「キ、キミは……、ユキナリクンは、このボクのことを今、女の子と……言ったのかな……？」

「な、なんですか？　え？　えッ!?　ど、どういうことです!?」

「だったら……！」

　ずいっと、僕と距離を詰めてくるチョコレートの魔王。彼女はそのオレンジの瞳をまっすぐ僕に向けて、

「……だったら、確かめてみるがいいッ！」

「なッ！　う、うぉぉあぁあっ!?　な、なんで自分のカボチャパンツをずり降ろし始めて……！」

　僕の目が眼前に現れてしまった白とオレンジのしましま下着に釘付けになった、その瞬しゆん間かん！

「気をつけろユキナリ！　そやつは〝男〟じゃぞっ!?」

「は？　え、ええええええッ!?　あ、そ、や、やめてくださいジムノペディさんッ！　それ以上はだめですぅぅ!!」

　危き機き一いつ髪ぱつとはまさにこのこと!!

「手を離すといいユキナリクン！　今証明してみせるッ！　ボクがどういう魔王なのか、いま、キミに見せてあげようじゃないかぁぁぁッ!!」

「いいですもう変態の証明は完了しています！　はいッ！　確かに男の子の証明らしいふくらみが見てとれます!!　確認！　我、男子を確認セリ……！　というかゼノン様も硬直してないでこの変態魔王の白とオレンジのしましまパンツを一緒に押さえ込んでください！　だってこれ女の子ものの下着ですよ!?　その下から男の子の証明が転がり出てくる場面なんて僕は見たくないです！　やめさせないと朝から大だい惨さん事じになりますよ僕たちの国の中ちゆう枢すうがぁッ!!」

「な!?　言ったであろう？　ジムノペディはやばいヤツじゃと!!」

「わかりましたからなんとかしてくださいッ！　だって本当に!?　本当に、ジムノペディさん、あなたは……なんで男の子なんですか!?　どうしてそんな格好をしているんです!?　声変わりだってまだみたいだから、その服がすごく似合っちゃってるじゃないですかッ!!」

「なッ!?　ボクに、この服が似合って……いる……だとッ!?　この女の子みたいな服が……!?　キ、キサマ……ボクをどこまで侮ぶ辱じよくすればッ──！」

「ち、違います！　そう、じゃ、なくて……ッ！　そうじゃなくてですね！　すごく、かっこいい……っていうことです！　かわいいけど、かっこいいです！　すごく、男の子っぽくないですか逆に!!　本当です！　かっこ……いいです！　ボーイッシュってやつです！　かわいいけど、かっこいいんです！　そういう意味で似合ってます！」

「……ボ、ボーイッシュ……だと？　そう……なのか？　ボーイッシュっていうのは、男の子っぽいっていう意味で……そう……だよなっ！　たしかにこのシトラスター家に代々伝わる魔王装しよう束ぞくは奇き抜ばつではある。しかし、だからこそ逆に、男の子っぽい部分が際きわ立だち……ボクに至ってボーイッシュ！　逆に女の子に見えない！　そうか、なるほど……！　そういうことなんだなっ！　つまり、キミが言いたいことはそういうことなんだろユキナリクンっ！」

　チョコレートの魔王はそう胸を張って子こ鹿じか柄がらのマントを背後に打ち払い、その両肩をむきだしにすれば、

「そう！　まさしく僕が言いたいのは……って、まってくださいジムノペディさんッ!?　な、なんで……あなたマントの下、は、裸はだかじゃないですかッ!!」

「ま、待てユキナリクン!?　今キミ、〈どきっ〉としたなッ!?　ボクの裸の上半身を見てどきっとしただろう！　なぜだ!?　同性の胸を見てどうして〈どきっ〉とする！　さてはキミはやっぱりボクを女の子だと思っているんだろう！　だから上半身の裸でドキっとしたんじゃないのか!?　そうなんだろうッ!!　やっぱりキミはボクを男の子だとは思ってないんだろう!!　男の子のくせに女の子みたいな格好をしている変態だと思ったんだろう!?　言え！　ボクのことを変態と思ったと言え！　ボクのことを変態だと言えぇぇ──ッ！」

「もう面倒くさいですこのボクっ子魔王……ッ！」

　僕はほとほと音ねを上げそうになりますが、しかし、これでもゼノン王国の臣民第一号、ゼノン様に恥はじぬ振る舞いを他の魔王に見せつけなくてはなりません！

「い……いいですか？　落ち着いてくださいジムノペディくん!!　ちがいます、思ってます！　ボクはあなたのことを男の子だって思ってます！　ほらッ！　だって今、見てますよ……！　僕は今、あなたのマントの下をガン見してますけど、ぜんぜんドキドキなんかしてませんよ!?　ね？　……ほら、じぃぃっと見たって……って、なんでこんどはあなたがここで顔を赤らめて上半身を〈ばっ！〉てマントで隠かくしちゃうんですか!!　だからだめなんでしょう!?　だったら違う服を着ればいいじゃないですか!!」

「キ、キサマぁぁッ！　この由ゆい緒しよある魔王装束を侮ぶ辱じよくするなぁぁああッ!!　ボクが、ボクがどんな思いをして、この装束を着ているとぉぉぉ……ッ!!」

「すいませんごめんなさい！　謝りますから銃じゆう口こうをがちゃりとこちらに向けないでくださいッ！　わかりました！　ジムノペディくんは自分でもそれはどうかと思っているんですね……」

「ど、ど、同情したなッ!?　ユキナリクンはこのボクを、魔王であるこのボクに、同情……するのかッ!?　だったらキミも証明してみせろぉぉ!!」

「いやですよぉぉぉ！　やめてくださいなにするんですかぁぁああッ!!　僕のパジャマのズボンに縋すがり付かないでくださいっ！　た、助けてくださいゼノン様～ッ！　この魔王は確定的に変態です!!　さっきまでゼノン様が焦あせっていたのが今ようやく理解できました！　もう……!!　絶対に……！　僕のはあなたに見せませんからッ!!　僕も信じる、あなたも信じる、それでいいじゃないですかぁぁッ！」

　僕の部屋は朝から混乱を極きわめます。

　ゼノン様が帰って来ていたことですら相当な事件だというのに、そこへもう一人魔王がやって来た＋その魔王がど変態というのでは、この部屋の床だってそろそろ抜けかねません。

　僕はしかたなく、

「ああもうっ！　とりあえず静まってください二人ともっ！」

「きゅぅにゅああああッ！　な、なんじゃユキナリィ！　わたしはなにもしていないではないか！　ずっと静かにしていたのに変なところをくすぐるなぁああッ!!」「ひぃいいぃぃッ!?　な、なにぃ？　ボクは今、ユキナリクンにボクのを、ぎゅうって、ぎゅぎゅうって、引っ張っられ……ッ!?」　

　転げ回るようにベッドから飛び降り、僕から距離を取る二人の魔王。僕の作戦は功を奏したみたいですが、

「あああすいません！　ジムノペディくんの大事なのが、と、とれちゃいました!!」

　僕の手元には、一丁の拳けん銃じゆうが残ってしまい……!!

「違うよユキナリクン！　それはボクのフリントロック銃型の魔導書グリモア

！『ガルガンチュア』！　ボクのが取れたんじゃない!!　これだけデコってあるのに間違えないで！　あとボクのはそんなに大きくない！　いいから早くそれを返せぇぇっ！」

「黙だまれジムノペディ！　いいからそのカボチャパンツを早くきちんとはき直せ！　そしてユキナリから離れるがいいっ！」

　ゼノン様はジムノペディに食ってかかるかのように僕へと張り付き、そのままこちらの服の裾すそをむぎゅっと摑つかんで、

「そもそもジムノペディ、そなた失礼であろう！　このユキナリの部屋は我が国固有の領土じゃ！　そこへ挨あい拶さつもなしに殴り込んでズボンまで脱ぐとはなんたる非常識！　この無礼千万たる行為、我が国は侵略の意思表示と受け取るが、いかが!?」

　僕から受け取った魔導銃『ガルガンチュア』を腰に戻したジムノペディは、

「ふ……ふふふっ、誤解しないで欲しいゼノン姫。ボクはただ、親しい友人に挨拶をしに来ただけなんだ。平にご容よう赦しや願いたい……って、ゼノン姫！　キミのことだよボクの親しい友人っていうのはっ！　なんで本当にきょろきょろしてるんだ!?　ユキナリクンを見上げたってダメだからっ！　彼は今ボクと初めて会ったばかりだろっ……！」

「待つがいいジムノペディ、このわたしが、そ、そなたと親しい友人じゃと……？　ユキナリに誤解されるようなことを言うでないっ！」

「誤解もなにも、本当のことじゃないか」

　かたやオレンジピール・チョコレート。

　それを迎え撃うつようなストロベリー・ショートケーキ。

　異なる甘い芳ほう香こうがぶつかり合うこの部屋で対たい峙じした、対照的な二人の魔王。

「……よいかジムノペディ」

　その一方、苺いちごの魔王が続けるには、

「わたしはそなたのコトが嫌いなのじゃ！　いや……大っ嫌いなのじゃ!!　じゃってそなた、いつもいつもわたしのことなどちっとも考えていないではないかッ！　しかも今日という日は、このユキナリとゆっくりと語り合うことができる初めての朝だったのじゃぞ!?　それをよくも台無しにしてくれたなッ!!　もうジムノペディ！　そなたは自分の家に帰れェッ!!」

「なに言ってるんだゼノン姫。ボクくらいキミのことを思っているものはいないというのに」

「噓うそをつけジムノペディッ!!　なぁもうよいであろう!?　わたしはこれからユキナリと大事な話があるのじゃ！」

「そうそう、ボクもユキナリクンに大事な話があるんだ」

「え？　ボクにですか!?」

　艶つやめくチョコレート色が大胆に露ろ出しゆつする、子こ鹿じか柄がらの羽は織おりとカボチャパンツの少年魔王は、羽織の中で腕を組み、僕を見上げて、

「万魔王殿ミルフイリウムから聞いている。キミがゼノン姫の、最初の奴ど隷れいだと……」

「は、はい。そうです。僕がゼノン様の最初の奴隷で……って、え？　奴隷!?　ち、違います!!　あ、あれ？　なんですか奴隷って!!」

「そうじゃぞジムノペディ！　そなたなにを言っておる！　ユキナリは奴隷ではないッ！　決して奴ど隷れいなんかではないのじゃぞッ!?　……そ、そりゃ、わたしも最初は焦あせって、ユキナリに奴隷印を持って襲おそいかかってしまったが……ち、ちがうからなユキナリ！　そなたはわたしの奴隷などでではないからなっ!?　安心して欲しい！」

「えええッちょっと待ってください！　あ、あの焼き印て、やっぱり奴隷のヤツだったんですか!?　すごく危なかったじゃないですか!!　なんでそんなもの持ち歩いているんです!?　で、でもゼノン様！　僕はわかってます……！　僕、ゼノン様に奴隷のように扱あつかわれたことなんか一度もありませんからッ！　信じてます！」

「ちょっといいかな、ボクが言いたいのは、実はそれ以前の問題なんだ……」

　ゼノン様と比べてしまえばあまりにも挑発的なオレンジ色の瞳。まともに正面から覗のぞき込まれた僕は、たじろぎつつも、

「な、なんです……？　なにか他に、問題でも？」

　かろうじてそう返します。すると、チョコクリームの二本ツノ魔王は、

「ゼノン姫、だめだと言ったよね。ボク以外の男の子なんて、側そばに近づけちゃ……」

「待てジムノペディ。……わたしにはそなたに指図を受ける覚えは……、国を支える民たみのあり方についてとやかく言われる筋合いなど、これっぽっちもないぞ」

「……あ、あれ……？」

　いつの間にか、

　ゼノン様は『パンタグリュエル』を割り開き、ジムノペディは腰につってあったフリントロック銃『ガルガンチュア』を腰こし溜だめに、銃じゆう握あくを手のひらで撫なでていて──

「ま、まあまあまあゼノン様！　ジムノペディくんもそうカリカリしないでください！　ほら、

なんだったら三人で下に降りて一緒に朝ご飯を食べましょう!?　卵かけご飯を食べましょうみんなで……!!　……あ、あれ？　お、収まった!?　卵をかけて食べるご飯で!?　二人とも、ひょっとしてお腹なか空すいてたんですか？　……あ、はい、じゃあ、みんなで一階に行きましょう……！」
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　思わず〈ころん、からからから……〉と、テーブルにお箸はしが転がしてしまいます。

「レベル……１８０じゃとッ!?」

「け、桁けたが違うじゃないですか!!」

　それは粗あら挽びきウィンナーと目玉焼き、お味み噌そ汁しるとお漬つけ物を中心にした朝のダイニングでのコトでした。

「す、凄すごい……、凄い魔王レベルですね……ジムノペディくん！」

　お茶ちや碗わんを持った手が止まってしまう僕に、

「だ、だめじゃユキナリ！　目をキラキラさせちゃだめじゃあ！　わたしもがんばるから！　わたしもいっぱいがんばるから見捨てちゃいやじゃあっ！」

「な、なに言ってるんですかゼノン様!?　僕がゼノン様を見捨てるなんてありえませんよ絶対！　た、ただ、呆ぼう然ぜんとしちゃっただけで……」

　ものすごい勢いで僕を揺すってくる隣の椅い子すのゼノン様。そこへ、向かい側に座っていた少年魔王は、お味み噌そ汁しるのお椀わんを持ったまま平然と、

「ふふん、ボクが人間ランドに来て何日目だと思っているんだ？　今日でもう四十日が経たったんだぞ？　これくらいできて当然というものだ」

「四十日で……１８０……ですか……」

「そんな目でわたしを見ちゃいやじゃユキナリぃぃっ！　違うのじゃ！　これは違うのじゃぁッ！　わたしは落ちこぼれなんかじゃないのじゃよ……!?」

「はい……わかっていますよ……ゼノン様……」

「わかってない！　そなた絶対わかってないではないかッ！　聞いて欲しい！　わたしはこやつに、このジムノペディに魔王スクールの成績で一度たりとも負けたことないのじゃよ!?」

　お箸はしにウィンナーを突き刺したまま訴えてくるゼノン様に、僕はお醬しよう油ゆを取ろうとする手が止まります。

「ほ……本当ですか!?　え……だってゼノン様はこっちに百日以上いるのに、魔王レベルってまだ12なんですよ……？」

「あああんッ！　言っちゃだめじゃああ……っ！　ユキナリのばかぁぁぁ！　もう知らないぃぃ……」「す、すいませんゼノン様ッ！　だからテーブルの下に潜もぐらないでください！　あと魔王スクールってなんですか!!」

　慌あわてて僕はゼノン様を追いかけてテーブルの下へと屈かがみ込みます。すると、白黒のカボチャパンツの上のあたりから、

「スクールというのはねユキナリクン、万魔王殿ミルフイリウム直ちよつ轄かつの魔王養成機関のことだ。ボクらは魔王となるために、そこで老魔王達に教えを請うんだけど……、そこでボクは、ゼノン姫に勝てたためしがない。というよりも、ゼノン姫はスクールでいつも成績トップだった」

「ええええッ!?　ゼノン様が!?　本当に!?　成績トップ!?」

「じゃろ!?　じゃろ!?　わたしはそこを主席で卒業して、卒業生総代で答辞だって読んだんじゃからなっ!?」

　テーブルの下から復活のゼノン様。誇らしげに椅子へとふんぞり返る魔王少女に僕は、

「じゃあ今は、なんで……」

「だ、だからっ！　そもそも魔界ランドにあるスクールの成績と、実際の人間ランドはまったく違うのじゃよユキナリッ！」

　ゼノン様は三本目の粗あら挽びきウィンナーを僕へと突きつけ、それから、

「こやつは……、ジムノペディはわたしのように、いわば地道に魔王レベルを上げているわけではないのじゃ！」

「え？　そんなことが……？」

「いやいや、ボクは不正など一切していないよユキナリクン。ゼノン姫、誤解を招くような言い様は感心しないな。ボクは至って当たり前のことをしているだけだ」

「そなたのやりようが当たり前なものか……っ！」

　ゼノン様はやにわに、静かにミルクを飲んでいた少年魔王へと立ち上がり、

「よいかユキナリ、このジムノペディは文字通り、奴隷を獲得してレベルを１８０まで上げているのじゃ……！　そうであろうジムノペディ。……こらジムノペディ！　どうしてユキナリにウィンナーを『はい、あーん』しているッ!?　どういう勢いで!?　ユキナリも戸惑いながらそれに乗ろうとしているでないッ!!」

「はっ！　す、すいませんゼノン様！　つい……！」

「もうユキナリはジムノペディと仲良くしちゃいやじゃぁあっ!!　さっきからなんなのもうそなた達！　絡みすぎじゃぞ！　それよりもユキナリ、わたしの話を聞いててくれていたのか？　今のは超重要なところなのじゃよ……？」

「は、はいっ！　あの、トレーが、トレーが……あれですよね？」

「違うぅっ！　トレーではないッ！　奴ど隷れいじゃようっ！　トレーってなんじゃ！　おぼんのこと!?　そんなこと言ってない！　わたしは奴隷と言ったのじゃ!!　はっ！　待て！　しかしじゃ、これはユキナリが思うような、たとえばぼろ切れを着た囚しゆう人じんの様なのが地下でぐるぐると無意味に歯車を回すような奴隷ではないぞ？　そんなにひどいモノではなく、こやつの奴隷は搾取奴隷ビスケツトと言って……って！　なんでわたしがジムノペディのためにフォローしているのじゃ!?　スジがちがうじゃろうっ！　本来なら魔王と魔王は領土を──民を獲得するために争うがさだめ！　こんな風に向かい合ってのんきにご飯を食べたりするべきじゃないのじゃよう！」

「それならボクはゼノン姫に改めて話したいことがある」

「な、なんじゃ？」

　コトンと空になったコップをテーブルに置き、ゼノン様に向き直るジムノペディ。

「ゼノン姫。ボクの国と『同どう盟めい』を組む気はないか？」

「は？　ど、同盟じゃと!?」

　ゼノン様が〈ぽかん〉としていたのも束つかの間。

「レベル12のわたしと、１８０のそなたとがかっ!?」

　みるみるゼノン様は、顔を苺いちごのように赤くして──

「な……なんたる……」

「ど、どうしたんですか？　ゼノン様……！」

「なんたる、屈くつ辱じよくじゃ……ッ！　ユキナリ！　わたしは……わたしは、くやしい……っ！」

「え、ど、どういうことですかっ!?」

　僕は涙目にすらなっている魔王少女を覗のぞき込むように尋たずねます。

「わからぬのかユキナリッ！　同盟とは名ばかりじゃッ！　わたしは今、こやつに……ジムノペディに、上から脅しつけられたも同然なのじゃぞっ!?　……ジムノペディ、そなた！　なにを……いったいなにを、考えているッ!!」

「決まっているじゃないかゼノン姫。国力の差はあれど、もちろん対等の付き合いをしたいと考えている」

「お、おのれぇ……ッ!!」

　その時です！

「ちょ、ちょっと喧けん嘩かは待ってください！　大変です！」　

　僕は一いつ触しよく即そく発はつな魔王を両手で制して、

「どうしたユキナリ！」

「テレビの占いコーナーが始まりました！」

「な、なんじゃと!?　だとすれば、今日のわたしの運勢は……!?」

「違いますゼノン様！　そうじゃなくて、このままだと遅刻します!!　占いコーナーがこのタイミングで見れるのはヤバイんです！　今日は平日ですよ？　僕は学校に行かなくちゃならないんです！」

「ほ、本当じゃ！　そなたばっちり制服着ているではないか!!　……ようし、だとしたらわたしもこうしてはおれぬっ！」

　ごちそうさまと箸はしを置き、椅い子すから飛び降りる魔王少女に、僕は〈はっ〉として、

「ま、まさか、来るんですかゼノン様っ！　僕の通う学校に!!」

「当たり前ではないか！　わたしは魔王じゃぞ？　魔王は領土を広げなくてはならない！　……このようなジムノペディに、いいように言われたままにしてはいられぬ!!」

「で、でも、どうやってみんなに、ゼノン様のことを説明というか、理解してもらえば……」

「『この可愛かわいい美少女は魔王です！』で充分じゃろうそなたさえいれば!!　それともなにか？　ユキナリは不満か？　……ふ、不満、なのか？　あ、す、すまぬユキナリ！　わたし、なにかそなたの気に障さわることを言った？　ねえユキナリ！　なにか言って……！」

「ち、ちがいます！　領土拡大はもちろんです！　頑張ってみんなにゼノン様の魔王としての魅み力りよくを伝えましょう！　でも……」

「な、なんじゃ？　言ってみよユキナリ……！」

「ゼノン様の、魅力だけ……ですか……？」

　僕は、ゴクリと唾つばを飲み込み、

「ほ、ほら、ぼ、ぼ、僕はっ、……お、お、おっ、……お、女の子と……」

「ぁああッ！　うむ！　仲良くなれる！　そなたの魅力だってわたしがいれば確実にアピールできるっ！　『女の子』と言うだけでもそれだけつっかえつっかえになってしまうユキナリであっても大丈夫じゃよっ!?　じゃってそなたは、今までわたしとさんざん『出で逢あい力』を高めてきたではないか……!!」

「そ、そうですよねっ！　いけますよねもはや僕も……!!　僕がいればゼノン様の魔王だという『信用力』も万全で、ゼノン様がいれば僕の『出逢い力』も完かん璧ぺきですよね!?　あ……い、いや、僕も別に、女の子にもてたいってわけじゃ、ないんですよ……？　でも、いや、まいったな！　ゼノン様がそこまで言うなら、一緒に行きましょうか、学校に……っ！」

「うむーッ！　くぅぅ……たのしみじゃなぁ！　ユキナリの学校!!」

「なんだか気分良さそうだね、ゼノン姫……？」

　占いコーナーが終わったテレビから視線を戻す少年魔王。ゼノン様は彼に〈くわっ〉と振り向き、

「そ、そなたは来てはだめじゃからな！　ジムノペディは学校に来てはだめじゃからなっ！」

「ふふん、そんなもの、言われなくともモチロンだとも！」

「絶対じゃからな!?　絶対来てはだめなんじゃからなぁぁああっ！」





◆　◆　◆　◆　◆






　が、しかし、

「な……なんで、なんであなたが──」

　僕の通う公立・北ほく西せい高校、一年一組の教室では、もっと別の存在が〈きゃっはーん〉的な微ほほ笑えみを浮かべながら、

「──ここにいるんですッ!?　新にい菜なさんッ!!」　

「なんでって……？　もーっ、そんなのわかってるでしょユキナリ！」

　そう言って僕のよく知る女子高生は、朝から焼肉をかっ喰くらって来たかのようなテンションのまま、

「ユキナリが夢の中で泣いてたから、心配になってここまで来たに決まってるじゃない？」

「き、決まってはないですよ新菜さんッ!?　なんなんですかそれは！　あ、あなたいったいどんな夢を見たんです!?」

「えーとなんか、ユキナリがあたしのクラスのみんなに囲まれて、ユキナリがはいていたスカートをめくられ……──」「うぉぉっ!?　な、なんだか頭が痛いッ!?　よ……よくわかりませんがもうなにも言わなくていいです新菜さん！　それよりもちょっといいですか？　……あなた、確か、こことは違う学校の生徒さんですよね……？」

　ちょいとファンキーな色合い、ライトグレー地にメタルブルーのラインが基調である北ほく西せい高校の制服の中で一際清せい楚そ。禁欲的な紺こんと白の制服に身を包んでしまっている名門・銀ぎん天てん馬ま高校の女子高生であるこの新にい菜な月つき子こがこの教室に紛まぎれ込んでいるのには、それなりの理由があるのでしょうが、僕にはそれがなんだかわからない！

「なによなによユキナリのわからんちん！　ユキナリとあたしは同じ高校生だもん！　だから少しくらいなら、いつもとは違う学校に通ったって、いいんだよ……？」

「よかないですよ！　それって『ナニ部科学省』の規定なんです!?　ダメに決まってるでしょうそんなものぉぉおっ！　ねえゼノン様もそう思いますよねっ!?」

　このままではゼノン様の国作り計画が危あやうい。そう考えた僕は魔王少女の同意を得ようと必死のパスを出すのですが、

「新菜ぁぁっ！　なんじゃそなた、わたしを出迎えてくれたのか!?　もう、嬉うれしいではないかぁぁっ！」

「しまった！　ゼノン様には今ここでなにが起こっているのか理解できていないという!?」

「ゼノンちゃぁぁああん!!　あああん今日もかわぃぃぃいいいんん!!　（飛び込んでくるゼノン様を抱きしめ）」

「ふぅむぎゅうぅぅぅうくくくっ、くるしい！　新菜すまん！　やわらかくるしいぃぃっ！」

　お嬢様高校の制服の胸で〈もみゅう〉と抱ほう擁ようを受ける魔王少女。一年一組の教室は新菜さんにゼノン様という劇げき薬やくが加わったことによりさらに激しい燃焼を見せ始めます。やがてひとしきり女子高生の感触に翻ほん弄ろうされたゼノン様は、ふらふらと教室の真ん中で胸を張り、　

「う……うむ！　安心するがよいクラスの者！　新菜の身元は、このわたしが保証しよう！」

「ま、待ってくださいゼノン様！　その前にまだゼノン様の身元がこのクラスに保証されていません！」

　けれども、今や教室の注目を一人で集め始めてしまっている蜜黄金ハニーゴールド、薄桜クリームピンクに縁ふち取どられた魔王少女は泰たい然ぜん自じ若じやくとしたままおっしゃります。

「心配するなユキナリ。さあ、ここでそなたの出番じゃぞ！」

「は……？　え？　僕……が、なん、ですか……？　出番てなんですっ!?」

「なにを戸惑うことがあるユキナリ！　朝言ったばかりではないか。そなたはわたしの第一の臣民。同時に元々このクラスの一員なのじゃから、まずはユキナリからわたしのことをクラスメイトへ紹介して欲しいっ！」

「え、ええっ……!?　ちょ、そ、そんな！　今、ここで、みんなに……ですかぁッ!?　きゅ、急には無理ですっ！　まだ僕そんなの、練習とか、して、ませんし……だって、こ、心の準備が、まだ、できて……ッ!!」

　なにしろ朝のショートホームルームが始まる前とはいえ、教室にはもう二十人以上のクラスメイトが集まっていますし、しかもまだまだ人数は増え続けるこの時間帯。級友達の期待に満ちた視線が集まり始める中、僕の指先は次第に冷たく、ぷるぷる震え始めて……

「ぅ、ぅううううっ!?」

　だというのに、

「ほら、大丈夫よユキナリっ」

「に、新にい菜なさん!?　なにが大丈夫なんです!?」

「だってユキナリのクラスメイト達は、二人が来る前にあたしがちゃーんとあっためておいたからっ！」

「あ、あっためるって……新菜さんあなた、ここでなにをしてたんですか？」

「なにってほら、ユキナリが中学二年の時にプールの時間にやっちゃった、通称『水泳パンツの紐ひもとハサミ事件』のことをみんなに詳くわしく──」「通称もなにもそのまんまじゃないですかうおぉおおおおおちょっと待ってぇぇ……ッ!?　あ、あれは……あれはもう、絶対誰にも、二人だけの秘密だよって約束したじゃないですか新菜さんッ！　それなのに、なんでよりにもよってあれをみんなに言っちゃうんですかぁぁっ!?　しかも詳しくぅッ!?　もう……最悪ですよ……！」

「なになになんなのじゃ!?　わたしにも！　わたしにもなにがあったか教えて欲しいっ！」

「だめですゼノン様ッ！　どうしてあなた好奇心に瞳をキラキラさせてるんですッ!?　『水泳パンツの紐とハサミ事件』という名前であらかた察してください……ッ！　それが僕からのゼノン様に対する最大限の譲じよう歩ほですよぉぉ！」

「あのねゼノンちゃん、その時はあたしも水着だったからちょうどよかったんだけど──」

「やめてください新菜さんお願いですからっ！　もう言っちゃだめ!!　もう誰にも言っちゃだめですよぉぉッ！　というかあなた……、なにをしてくれたんですか……」

「ユ、ユキナリ……？」

「このクラスにおける僕という名のキャンバスは、まだ真っ白で……自由になんでも描けたんですよ!?　それなのに新菜さんが……新菜さんがわざわざ僕がいない朝にクラスで変な絵を描いちゃって!!　見てください！　気付けばこのクラスの僕に対する目が夏の日の水たまりくらい生暖かいです！　クラスをあっためておいたって言いましたけど、新菜さんはどんな湯加減を目指してたんですかもぉぉおおっ！　……目に見えて、男子達だけの友好度パラメータが上がっているじゃないですか……ッ！」

　そうやって僕ががっくりと自分の机に突っ伏せば、それがさも自然なことのように、

「おいソノバ。聞いたよ全部……。まあ飲めよ（そっとオ○ナミンＣを勧すすめてくれる男子）」

「なあソノバ、お前と俺、まだギルドカードを交換してなかったよな？　お前とは、とてもいい狩友になれる気がするんだ……（携けい帯たいゲーム機の電源を入れて近づいてくる男子生徒）」

「ああっ！　違うんです！　僕は女の子とのパラメーターを主に上げたいんです……！　嬉うれしいけど、こんなのなにかが違うんです……ッ！」

「ほ、ほらユキナリ!!　みんながあなたに心を開いている今がチャンスよ!?　ゼノンちゃんの紹介をするなら今しかないっ！」

「お、鬼ですか新にい菜なさん！　……ちょっとは僕に心の整理はつけさせてもらえませんか!?」

「じゃあそれまでの間、あたしからゼノン様の紹介をしてみていい？」

「え……？　新菜さんが？」

「うむっ！　新菜も既すでにわたしの臣民も同然じゃからな。じゃあ、その次がユキナリじゃからな？」

「は、はい……」と、僕は思わず頷うなずいてしまいます。だって、うむにゅっと握にぎった拳こぶしを唇まで持ち上げ、なにやらゆらゆらとカラダを揺ゆらし始めた新菜さんからは、熱波のようなものが放射された気がして、

「じゃあ、あたしの大好きなゼノンちゃんをみんなに紹介しちゃいます！」

　彼女が両手を挙げてそう宣言しただけでもう、クラスの空気は場違いも程がある女子高生に雪崩なだれを打って注がれるのです。そして突然、新菜さんは〈はぐんっ！〉とゼノン様を背後からだきしめて、

「ふぁあっ？」

　びっくりするゼノン様に構わず、もぞもぞとその蜜黄金ハニーゴールドと薄桜クリームピンクが絡み合うボリュームあるツインテールに頰ほおずりするように、

「もぉぉぉ、ゼノンちゃんはとってもかわいいのっ！」

　魔王ゼノン様の紹介を開始なのです。

「でね、ゼノンちゃんはこんなにちっちゃいのにもう親元を離れて、とっても大変な修行をしている最中なの。ゼノンちゃんは魔王で、自分の国をいちから全部作らなくちゃならないんだって。だからあたし、ゼノンちゃんの国の民になることにしたの。だってゼノンちゃん、すごく頑張ってるんだもん！　実は昨日ね、あたし、ゼノンちゃんと一緒にお風呂に入ったんだけど（どよめく教室）、……ゼノンちゃんてばそのシャワーから出るお湯で、ずっと滝浴び修行してたの真剣にッ!!　（さらにどよめく教室）　……あたし、ゼノンちゃんがどういう国を作るのか、実はまだよくわかんないんだけど、でもあたしはゼノンちゃんを信じてるし、いくら彼女が魔王だって言っても、一人じゃできることなんてちょっとだけだと思うの。だから少しでも興味がある人はゼノンちゃんの手助けをしてくれたらなって！　だってあたしも、まだ国って作ったことないんだもん！」

　──それは、クラスに自然に湧わき上がった拍手。

　新菜さんを知り尽くしている僕にでさえも、彼女の明け透けで、いい意味でもそうでない意味でも裏表の無い素直で純じゆん粋すいな気持ちが力強く、けれどもすっと心に入ってくるようでした。

　紹介された当人であるゼノン様も、なんだか自分のことを言われているとは思えていないのか、みんなにつられるように拍手しているのはどうかと思いますが、僕は、新にい菜なさんが自分のクラスで一いつ瞬しゆんのうちにクラス委員になってしまったその真価を見た気がするのです。

　そして彼女は、周囲の反応に〈てへへ〉と頭を搔かいて、その照れ隠かくしなのか、

「さ、ユキナリもこの勢いで！」

　と、僕をつついてくるのですが、

「え……えっ！　でも、もう、ゼノン様を紹介する必要とか……なくないですか？　今ので充分ですよね!?」

　新菜さんの演説に聞き入ってなんの準備もしていなかった僕はオロオロするばかり。

「（ユキナリ、ユキナリ！）」

「（な、なんですかゼノン様っ）」

　すると、魔王少女はそっと僕に耳打ちしてきて。

「（ここがチャンスじゃぞユキナリ！　皆の注目を集まっている今、新菜のように拍手を貰もらえばそなた、ここで一躍、もてもてになることができるのではないか……!?）」

「（まさか、これがかの『ピンチはチャンス』ですか!?　『出で逢あい力』はここにあるんですね!?　わ、わかりましたぁ！）」

　僕は椅い子すから立ち上がり、うつむき加減から、少しだけ顔を上げ、

「じゃ、じゃあ、ゼノン様を、僕からも……！」

　魔王ゼノン様の紹介を開始なのです。

「あ、あの、この、か、か、かわいい……、とっても、かわいいゼノン様の……、好きなものは、た、卵かけご飯なんですみなさん、憶おぼえておいてください……！　そ、それから、靴くつ下したのサイズはＸＳで……、か、辛からいものが苦手です……！　あと、ゼノン様は国を作るそうです！　……で、あの、僕は、つまり、そ、そんな、か、かわいい……かわいいゼノン様を見ていたら、なんだか僕も、……僕も、見守ってるだけじゃなくて、なにか彼女のために、行動を……できることがあるんじゃないかと、そう、思って……思ったら、いてもたっても、いられなくなって……。そ、そうです！　昨日新菜さんとゼノン様は確かに一緒にお風呂に入って、僕はそれを外から見かけたんですけど……（どよめく教室）、スモークガラス越しでしたが、確かにゼノン様はシャワーで滝浴び修行をしてました真剣に！　（さらにどよめく教室）だから、ぼ、僕は、そんなゼノン様に、これまでのお礼もしなくちゃだし、それに……ゼノン様の汗って……苺いちごみたいな、とっても……いい匂においがするし……っ！　（はぁはぁと息を荒くさせながら）」

「ストォップ！　ユキナリッ!?　ちょ、ちょっと待つのじゃっ！　そなたなんかすごくきもい！　え？　『僕に拍手は？』ではないであろうっ！　新菜と同じく教室もどよめいたが、あれとこれとでは意味がまったく違う！　今のじゃとユキナリがわたしのストーカーをして捕まり、その釈明会見をそなたが開いてるみたいになってるッ！　……ち、ちがうのじゃぞクラスのみんな！　ユキナリはとっても優しいやつで、わたしの最初に臣民になってくれた男で、こうみえてとてもいいやつなのじゃようっ！　というか、なんでわたしがユキナリのフォローをしなくてはならないのじゃ!?　これって逆であろう？　なんでわたしがユキナリの身元を保証している!?　あとスモークガラス越しでもお風呂の中を覗のぞいちゃだめじゃろ！」

「……つ、次はゼノン様の番ですよ……？」

「う、うむゥッ!?　……こ、この流れ、まさしく逆境じゃが……しかし、よ、よいであろう！　ピンチはチャンスじゃ……!!」

　混迷した空気を振り切るように、ゼノン様はさらに増えてきたクラスメイト達へと向き直り、

「わたしが、この二人からも紹介預かった魔王、ゼノン＝カタストロベリー。皆を、約束された豊ほう穣じようの地に導く者じゃ」

　威い厳げんを含んだ涼すずやかな声を、響ひびかせるのです。

「そなた達は……たとえば、自分には帰るところが無いと……感じたことはないか？　大きな決断を前に心が震えだしそうになることは？　辛つらい思いをしてどこまでも落ちていくような気持ちになったことが……、もしも、経験したことがあった者は、聞いて欲しい。わたしは、そなた達が一人寂しく涙がこぼれそうになった時、そなた達が心安らげる、あたたかく出迎えることのできる場所でありたいと考えている。それが、わたしの考えている国というものなのじゃ。魔王ゼノンは、臣民となる者に誓おう。そなた達がしっかりと羽を休め、世界に踏みとどまり、そして希望もって立ち上がれる国をつくると……！」

　告げた瞬しゆん間かんの静せい寂じやく。

　けれど二秒後、クラスはどよめきと共に、新にい菜なさんの時と勝るとも劣らない拍手で埋め尽くされるのです。

「でもこれって、なんというか小さな子がなにかをやり遂とげた時に贈られる拍手のようにも……！」

　と、僕がその光景に戸惑っている間にも、

「写真部っスー！　目線こっちにもお願いしますゼノンさんッ！　腕をこう、あごの所に……それですッ！　いただきます!!　（パシャーパシャーパシャー）」「そ、そんな急に、こ、困ってしまうのじゃよう、しゃ、写真なんてー……っ！」「じゃあなんでゼノン様もノリノリで堂に入ったポーズを次々にキメているんです!?　すごくかわいいじゃないですか！」「北ほく西せい新聞デス！　ゼノンさんは魔王ということデスケド、やはりこの北西高校を支配下に置くことによって、今のような国を作ろうと考えているのデスカ!?」「うむ、そのように誤解されてしまっても最初はしかたがないと思う。なにしろわたしは魔王、強権を振るうことさえできる力を持っている。しかし、わたしがやろうとしていることは決して支配ではない。この強き力はなにより、そなた達のために使うと、ここに約束しよう！　なぜならば、民が安らかに日々を過ごせるよう努つとめることが王の役割なのじゃから……!!」

　──今やクラスは大変なことになっていました。

　教室にいる誰も彼もがゼノン様に興きよう味み津しん々しん。ちょっとお目にかかれないような蜜黄金ハニーゴールドと淡桜クリームピンクに縁ふち取どられたボリュームたっぷりのツインテールきらめく魔王少女へと矢や継つぎ早な質問の嵐。

　携けい帯たいで写メを撮る女生徒に新菜さんとポーズを取りながら、悩める男子生徒へのちょっとした人生相談にも乗っているこの光景は、ハリウッドから来日した子役スターめがけてファンが殺到してきた空港ゲートのようになっているのです。

　……だというのに、

　魔王少女ゼノン様を学校に連れて来た張本人、いわばマネージャーのポジションにいるはずの僕は教室の隅すみっこで、一人寂さびしく、

「おい、どういうことだよてめぇソノバッ！　この金髪美少女は!!　しかもあの銀ぎん天てん馬まのお嬢様までお前の知り合いだとぉぉおおおッ!?」

　混乱してわけのわかっていない──いつもはそうでもないのに、なぜか時に厳しい隣となりの席の体育会系な──クラスメイトに絡まれているなんて、

「う、うわぁぁん！　ふ、不公平にも程があるんじゃないですか!?　ちょっと錯さく乱らんしないでください！　それはこっちが聞きたいですよ!!　だって……本当なら、今のゼノン様と新菜さんみたいになっているのは僕のはずなんですよ!?　僕だって、あのモテモテ領域に混ざっているはずなのにぃぃ！　うぅぅぅ……！」

〈ヨヨヨヨ……〉と、僕がさらに教室の角で小さく膝ひざをついてしまいそうになる、その時、

「あ、それはそうと苑その葉ばくん、あなたクラスの生き物係なんだから、この騒ぎで花か瓶びんのお水変えるの忘れたりしないようにね？」

　通りがかった、ちょっと気の強そうな女子生徒に突然、そう優しく話し掛けられるのです。

「あ、そ、あ、は、……それ、はっ！　はいっ！　わ……かり、ましたぁっ!!」

　答えれば僕はダッシュで花瓶を手に取り、廊下の水道で中の水を取り替えて、

「うわーいゼノン様ぁーッ！」

「な、なんじゃ……ッ!?」

　報告のために、クラスメイトをかき分けて魔王様に駆け寄ります！

「ぼ、僕！　今！　女の子に！　クラスメイトの女の子に話し掛けられましたッ！　ゼノン様見てましたか!?　僕！　今！　本当に……ッ！　花瓶！　水！　取り替えてって！　こ、これって、ちょっともてたってことじゃないですか!?　正夢ってことじゃないですか!?　これってきっとそうですよね!?　ぃぃやったぁぁーッー！　すごいですよ！　成果がでてますよゼノン様っ！　それもこれもゼノン様のおかげです！」「う、うむっ！　よかったな、ユキナリ……ッ！　強く、生きよ！」「はいっ！　もちろんですッ！　もう死ねない！」

　僕は花瓶を元の位置に戻しながら、この感動を嚙かみ締めます。そして、

「ふぅ……」

　ようやく理解するのです。

　このクラスの騒動、落ち着いて考えてみれば、しかたのないことなのだと……。

　季節の行事、様々なイベントが定期的に巡りは来れど、生徒達はいつでもお祭りを──昨日は無かったなにかを求めているもので、そこに金髪の魔王少女などが現れてしまえば、否いやが応にも教室全体の脳汁エンドルフインはどっぷどぷなのでしょう。

　その気持ち、今の僕にはすごくよくわかります。

　僕は教室の中で一人、異質なオーラを放ち続けている魔王少女に余裕の視線を送りつつ、そっと近寄ってついつい……、

「よいか？　そもそも国というものが民に望むことは一つ！　それはそなた達一人一人が永続的で自立的な自由を勝ち取ってもらうことなのじゃ！　そのためのバックアップならばいつでも喜んで王たるわたしが手を貸そう!!」

　とか言ってる彼女の肩をつっついて、

「もう、ゼノン様ったら、はしゃいじゃって！」

「な、なんじゃよ急にユキナリっ！　わたしははしゃいでなどいないっ！　わたしは常に落ち着いているぞ!?　じゃって予想していたもんこれくらい！　わたしは魔王なのじゃからな！　……ふ、ふぅぅー……。……なっ？　じゃからよいか？　これは皆の好奇心を存分に満たしてしまうことで、興奮した民衆を沈静化させるという魔王に代々伝わる帝王学の一つなのじゃということを、ユキナリには理解してもらいたい！」「じゃあ、なんでゼノン様は今、うれし涙で目がうるうるしっぱなしなんです？」「や、やめよぉぉお！　わたしの現状を正確に把は握あくするなぁっ！」「大丈夫ですゼノン様！　あなたが嬉うれしいと僕もすごく嬉しいんです！　……でも、そろそろ担任の先生が来て朝のショートホームルームが始まっちゃいますから、とりあえずいったん、ゼノン様は図書室とかに移動したほうがいいと思うのですが……」

「……？」

「い、いや、ですから──」「あら？　だったら私は征ゆき成なりくんが、やがて静かな校長室にでもたった今、移動するといいと思うわ」

「あ、あれ!?　誰ですか今、なんだか僕に向かってさらりとものすごい毒舌を吐はいたのは……!!　って、い、いつの間に来てたんですか漆うるし水みず先生！　そしてなんで僕の『誰ですか』という問いかけに正直に手を挙げているんです!?　……い、いいんですか担任の先生がクラスの生徒にそんな辛しん辣らつなことを言っても！　……え？　『それでも私は、生徒を愛しているから……ッ！』？　だ、だったらいいんですが……」

「ユキナリィーっっ!!」

「ふぇいっ!?　あ、こ、今度はどうしましたゼノン様！」

　担任の漆水先生とのやりとりから一転。僕の名で悲鳴をあげた魔王少女、今は新にい菜なさんと僕の席を半分こしているゼノン様へと視線を戻せば、彼女は立ち上がって僕へと走り寄り、

「ど、どうしようユキナリ！」

「落ち着いてくださいゼノン様！　なんですか？　下着をつけてくるのを忘れたんですか？」

「ち、ちがう！」

　ワンピースの胸元をちらりとめくって確かめたゼノン様は、唇を震わせつつ、

「な、なんじゃか、トントン拍子すぎるのじゃよ……！　じゃってみんなが、臣民に、わたしの臣民になってみてもよいと、言ってきてくれているのじゃ!!　こ、こんなの、なんじゃか、し、信じられなくて、なんじゃか、怖こわくて……！」　

　心持ち声を抑え、その分胸の高鳴りをぶつけてくるように見上げるのです。

「なに言ってるんですかすごいじゃないですかゼノン様！　ずっと望んで来たことでしょう？　それをなんでそんなに怯おびえてるんです!?」

「じゃって、じゃって……！」

　ゼノン様はその場でとことこと足踏み。彼女にとってそれは、舞い上がってしまいそうになる小さなお尻しりをどうにかここへ繫つなぎ止めておくための儀式なのでしょう。一言で言えばこの魔王少女、いざここに来て、極度に緊張してしまっているようで、

「ううっ、それもこれも、ユキナリが臣民になってくれたおかげじゃよう……っ！　まるで夢のようじゃ……！　はっ！　そ、そうじゃすまぬユキナリ、ちょっとわたしのほっぺをつねってみてはもらえぬかっ!?　……そうそう、そうやって、指をわたしの腋わきの下に入れて、うむ、小刻みに動かしては、……だめではないかぁあッ!!　んゃうぅんんっ！　わ、わたしはほっぺをつねって言ったのじゃよっ!?　それなのになんで腋をくすぐるっ！　なんでわたしをこちょこちょするのじゃよぅぅ……っ!!　んにゃあぁううふぅぅ……ぅぅうっ！」

　こうしてゼノン様が戸惑い、うろたえてしまうのもしかたがないことでした。

　つい先日まで、彼女は誰にも話すら聞いてもらえずに百日間、この街をさまよい続けていたのです。かと思えば、今度はいっぺんにこんな大勢のクラスメイトに自分の国のことを、これからの国づくりについて話を聞いてもらえる環境が出現し、あまつさえ新たなる臣民の獲得チャンスが目の前にやって来たのです。このあまりにも急激な環境の変化に耐たえられるようなら、そんなの僕の知っているゼノン様ではありません。

　だから、僕は魔王少女の腋からそっと指を引き抜いて、

「違いますよゼノン様、僕はなんにもしていません。これは、みんながゼノン様の魔王としての魅み力りよくにメロメロになっているだけなんです。ほら、なにをためらっているんですか！」

「う、うむ……っ！　ありがとうユキナリ!!　緊張が……今ので、ユキナリのこちょこちょでほぐれた気がする……っ！　よおし、ではさっそくじゃが新にい菜なっ！」

「おっけー！　じゃあ、あたしがまずゼノンちゃんに『臣民』にしてもらうから、みんな見ててね？」

　二番目の臣民は新菜さん。その約束を果たし、なおかつクラスのみんなへのデモンストレーションをするためにも──こんな時間まで他校でぐずぐずしていてよいのでしょうか──お嬢様学校の制服に身を包んだ新にい菜なさんは、教室の窓辺に立って、ゼノン様に微笑ほほえみかけます。

　そして、

　すこしまぶしい朝の光、青い空をバックにした新菜さんがこちらに振り向いた、その時です。




「ふふふ……」




　それは、今にも熱く溶け出しそうな笑い声。

　新菜さんの背後、窓辺に出現していたのは、

　──あたかも、カタチあるもの全ては融ゆう解かいしていくと告げるような一人、異国の少女と見まごうような、少年魔王。

「……ジムノペディッ!?」

　ゼノン様は魔導書『パンタグリュエル』を手にしたまま、突とつ如じよとして窓辺に現れたもう一人の魔王の存在に、固まります。

「……っ？」

　自分の後頭部、くるりと振り向くのは新菜さん。そこへ、

「初めましてお嬢さん。ボクはジムノペディ＝シトラスター。そこにいるゼノン姫と同じく、魔王の系けい譜ふを継ぐモノだ」

　ぽかんとしたままな新菜さんに慇いん懃ぎんな微笑を浮かべた、その途と端たん。

「ちょ……ぉッ!?　ちょっと、待てぃジムノペディィィいッ！　なぜここにいるッ!?　来てはだめじゃと言ったであろうぅぅうッ!!　ねえユキナリわたし言ったよね？　来てはダメとあれだけ言って、こやつも〝ふふん、そんなもの、言われなくともモチロンだとも！〟とか言ってたんじゃよねぇ!?　なのにどうしてここにジムノペディが!?」

　僕の腕をぐいぐいと引っ張るゼノン様。そんな動どう揺ようする魔王少女をよそ目に、チョコレート色の少年魔王は教室の生徒達に向かって、

「先に言っておくけれど！　……まあ、今さら強調するつもりも無いわけだけど、こんなボーイッシュな格好をしているだけに、あえて逆に……！　ボクはもちろん男の子だと、きちんとキミ達は心に刻んで欲しい。……無いとは思うけど、キミ達は、ボクに対しての異性である、つまりボクを女の子だと間違わないよう、くれぐれも注意していただこうか！」

「え？　え……？　ねえユキナリ、つまりどういうことなのこのジムノペディ……ちゃん？　……くん？　いったいどっちなの!?　なんだかすごいややっこしい！」

　わけのわからない威い圧あつ感に後ずさり、そそっと僕のところまで後退してくる新菜さんに、

「たぶん彼はもう、自分でも錯さく綜そうしてしまっているんだと思います。自分自身が、本当はなにを求めているのかを……」

「そ、そんなの困るわよユキナリっ！　だ、だって、だったらあのジムノペディちゃんの肉体構造って……、男の子のも、女の子のも、持ってるってことなのっ!?　そんなのあたし、み、見たことないから……ッ！」

「だ、だめです新にい菜なさん！　迂う闊かつに刺激したら飛び出してきますよ？　あなたの大好きなおちんちんがッ！　この魔王は変態ですからためらいなく確認させようとしてきます！」

「ええええええっ!?　そ、そんなぁぁぁっ！」

「なッ!?　ま、待ってユキナリクン！　いくらボクだってためらいなくはださない！　きちんと恥はずかしいと思っているんだぞッ！」

「それでも出すならなおのこと変態ですよ!!」

「ええいジムノペディ！　そなたいったいなにをしに来た!!」

　そこへ〈ずいっ〉と、僕達を背にして少年魔王と対たい峙じするのは、蜜黄金ハニーゴールドと薄桜クリームピンクに縁ふち取どられた我らがゼノン様。

「なにって……」

　窓辺に腰掛け教室の様子を見ていたチョコレートケーキの少年魔王は、すっと魔王少女に視線を向け、

「ボクの方こそキミに聞きたいよ」

「……言ってみよ、答えるに値する問いなら聞いてやる！」

　気き炎えん放つゼノン様。受け止めたジムノペディは煮詰めたオレンジ色の瞳を細め、色づいた指先でこめかみを押さえて、

「もしかして……、ゼノン姫は今、自分の民を作ろうとしていたのかい？」

「な……？　あ、当たり前ではないか！」

〈ぷつん〉とゼノン様のどこかで、なにかの紐ひもが切れる音が聞こえてくるようでした。

「わたしは魔王！　ならば民を増やそうとするは当然のこと!!　……それがなにか？　そなたはわたしのやり方に問題があるとでも言うのか!!　差し出がましいにも程があるぞ！」

「いや、すまないけどゼノン姫、キミのやり方は見ちゃいられないよ。……キミって本当に不器用な魔王だね……。やれやれ……しかたない」

　最高潮に張り詰めた空間に刺しこまれる、それが、

「ボクがキミに、魔王の本当の民を作る手本を見せてあげよう」

　ゼノン様に対するジムノペディの振る舞い。

「なん……じゃとっ!?」

　怒りに震える魔王少女の言圧をするりとかわすように、彼は「ふふっ」と子こ鹿じか柄がらのマントに覆おおわれた肩をすくめ、次の瞬しゆん間かん、

「『ガルガンチュア』烙らく印いんモード！」

　腰から一丁、フリントロック式の拳けん銃じゆうを引き抜いて、

『其そは魔銃グリモアに溶かされし　十じゆう八はち賢けん者じやの哲てつ学がく斉せい唱しよう！』

　まぶしく輝くは、銃の全面を覆おおうデコレーション。

　そして少年魔王が片手で構えた『ガルガンチュア』の撃げき鉄てつを〈がちり〉と起こし、構えたと同時。

「な……っ!?」

　僕は見ます。銃じゆう口こうを向けられたのは教室にいた小柄な男子生徒。

　その胸の前に、ハートのカタチを模した、大きなクリスタルが生まれていて──

「やっ……、やめよジムノペディッ!!」




『《我が誓いの心は永久に砕けぬ》と、〝北風〟は言った』




　問答無用で少年魔王の手の中で握にぎり込まれる引き金。銃口から打ち出されていたのは、まるでチョコレート菓子のような螺ら旋せんの弾だん丸がん。

　狙い過あやまたず、

〈じゅぎんっ〉という濡ぬれたような破は砕さい音おんで打ち抜かれ、ひび割れだらけになったのは、男子生徒のハート型クリスタル。

「人間は奴ど隷れいにしてこそ価値がある。……言い換えようか？　ゼノン姫。奴ど隷れいじゃない人間は、ただ邪じや魔まなだけなんだよ」

　ジムノペディが、銃口の先端にふぅっと息を吹きかけたその瞬しゆん間かん、

「うゥッ!?　うぬおおおおおーッッ!!」

　ジムノペディにその〝なにか〟を割られてしまった、すこし瘦やせぎみな男子生徒は途端に顔面を抱かかえて膝ひざを折り、「ふ、ふぅぅうううううッ！」とやおら雄お叫たけびをあげると、

「ぁあッ！　田た中なか君が……たぶん田中君が、両手を腰こし溜だめに……ま、まさかその構えは!?　……『カー、メー、ハー、メ～……ッ、波ぁぁぁッ！』ですよねぇッ！　その構えはまごうことなくカメハメ波に僕は見えるんですけど！　……え、えええッ!?　どういうことです!?　別になにも出てないですよ!?　当然のように気き弾だんもなにもでないですけど、田中君は首をかしげながらもその一連の行動を何度も何度も繰り返して、一生懸命にエネルギー波かなにかを捻ひねり出そうとしてる!?　わかります！　そこからなにかを出したいのはわかりますが……!!　え？　ジムノペディの銃に撃うたれたんですよね!?　で、……これは……いったい、なにが起こっているんです!?」

　まるでサイヤ人の亡ぼう霊れいに取り憑つかれたように「うぐぬぬぬ！」とうなり声すらあげて、両腕を突き出し続ける田中君。

　そして、クラスメイトの一人が繰り広げる意味不明の行動に呆ぼう然ぜんとしてしまっている間にも、

「ああッ！　そ、そんなッ!!」

　ジムノペディは片手に握にぎった拳けん銃じゆうから次々に打ち出される螺ら旋せんチョコレートの銃じゆう弾だんで、クラスメイト達の胸に出現させたハートのクリスタルに罅ひびを入れ続けてしまうのです。

「ああッ！　吉よし井い君はロッカーから木のハンガーを持ってきて、ヌンチャクみたいに振り回して……、あ、あぶなぁい！　というか、後頭部にガンガン当たってる！　やめてやめてできてない！　もうそんな試みはやめて!!　……それに、あっちでは、いつも真ま面じ目めなクラス委員長の女の子が……、昨今のスピリチュアルブームに人一倍懐かい疑ぎ的だった委員長が、窓辺で『小鳥さん、小鳥さん……』って鳥寄せを……ッ!?　彼女、本当はロマンチストだったんだ……!!　しかも鳩はととか雀すずめが寄ってきてます！　こっちは鳥寄せに成功していますよッ!?」

　そしてついには、

「ええッ!?　……せ、先生までハートに罅だらけにされちゃったんですか……ッ!!　え……？漆うるし水みず先生は、今は体育の先生だけど、本当は英語の先生になりたかった……んですか!?　だから今から英語の授業を始める!?　は、はい……。……あ、いや、でも、先生の発音、めちゃくちゃジャパニーズ英語の発音ですよね？　それじゃあしかたないですよ英語の先生になれなくても!!　……い、いや！　言いませんよ僕は！　ぷりーずあふたーみー言われても！　繰り返しませんよ僕はっ！　……ゼノン様！　これはどういうことですか!?　なにが起こっているんです!?」　

「ジ、ジムノペディめ……」

　瞳を見開き切り、教室内の光景を目まの当たりにしたゼノン様の口から、そろりと、

「ユキナリのクラスメイトを、奴ど隷れいに……搾取奴隷ビスケツトにしてしまいおった……」

「ビスケット……って、あの、朝言っていた奴隷のことですか!?　で、でも、撃たれたみんなからは、なんだかそういう奴隷的なものは、感じられないんですけど……ん？　あ、あれ？　なんですかこれ……！」

　僕はふと、視界をよぎる奇妙な物体に気がつきます。

　教室に漂う無数の黒い丸。それは輪りん郭かくもおぼろな影のようにふわふわと浮かび、窓の方へと流れていて──

「これ、撃たれたみんなのカラダから……出てきてますよ!?」

　──そう、黒い球体はジムノペディの『ガルガンチュア』に狙そ撃げきされ、人が変わってしまったように奇行を繰り返すクラスメイトのカラダから湧わき出しているように見えるのです！

　そして、その全てが風に乗るように、

「……ジムノペディに吸収されていく……ッ！」

　チョコレート色の少年魔王の元に集結、彼の胸から体内へと消えていって……。

「ジムノペディの作り出した民……搾取奴隷ビスケツトは、己の持つ願望をむき出しにされ、それを達成しようとする力、それを果たした時の達成感をエネルギーとして魔王に奪うばわれてしまうのじゃっ！　やつは……そのような手段で魔王レベルを上げている……！」

「そ、そんな……本当ですかゼノン様……ッ！　と……いうことは、僕のクラスメイト達の願望は、一生懸命カメハメ波を出したり、鳥寄せをしたり、つたない発音でもいいから英語の先生になったりすることだったんですか!?　なんというか、人間としてピュア過ぎませんか!?　いいんですかそれで!!　もっとなんかありますよね高校生らしい願望というか、人間的欲求が……！　僕は……こんな願望を抱かかえたクラスメイト達と、きちんと友達になれるのでしょうか……！」

「おのれジムノペディッ!!」

　それは魔王の大だい音おん声じよう。

「……ゼ、ゼノン様!?」

　ある種の惨さん状じようにうちひしがれていた僕は、さらに雷いかずちに打たれたかのように硬直します。

「そなた……、そなたは、なんのためらいもなく……！　ユキナリの級友達を搾取奴隷ビスケツトにしおったなッ!?　こ、こら、やめぬかぁあっ！」

　エメラルドの瞳を怒りに燃やしたゼノン様の叫びにも、

「ふふふ……」

　しかし、なおもジムノペディは新たな搾取奴隷ピスケツトを生み出すべく魔銃『ガルガンチュア』を持ち上げ、構え直し、

「ちょっとゼノン様ッ!?」

　同時に、ランドセルから縦笛型の焼き印を引き抜いたゼノン様は、床を蹴けり、飛びかかるようにして空中、打ち出されたチョコの弾だん丸がんを赤く焼けた苺いちごのマークでたたき落とし、

「え……ッ？」

　止まらず、そのままゼノン様は今もなおカメハメ波の訓練を続けている男子生徒・田た中なか君に近寄って、

「てぇぃッ！」

　その焼きごての先端を、男子生徒に押しつけるのです！

「うわぁああッ!?　ちょ、ゼノン様ぁぁあっ!?　そ、そんなことをしたら、今度は田中君がゼノン様の奴ど隷れいに──」

　が、しかし！

「そなた、平気か……!?」

「ぅう……お、俺は、今までいったい、ナニを……」

　魔王少女が倒れてしまった彼を揺ゆり起こせば、田中君は瞳に正気の色。ゆっくりと上半身を起こすのです。

「ゼノン様、今のは……」

「安心して欲しいユキナリ、ジムノペディが施ほどこした奴隷化は解除することができる！」

「ほ、本当ですかッ!?　まさか、その焼きごては、そのために……」

　僕がゼノン様の言葉の意味を飲み込む間にも、彼女は撃たれてしまったクラスメイトの奴ど隷れい化を焼きごてで解除、無効化して回り、

「ジムノペディッ！」

　やがて僕は、少年魔王に向き直るゼノン様から、嚙かみ締しめた奥歯の鳴る音を聞くのです。

「そなたがいくら搾取奴隷ピスケツトを増やそうが、この場は魔王が二人が存在する『拮きつ抗こう領域』！　わたしがすぐに奴隷状態など解除してみせる！　しかも聞け！　ユキナリのクラスの者達は、わたしの臣民になってもよいと言ってくれた者達なのじゃぞ……!!」

　──カーテンはためく、教室の窓まど際ぎわ。

　未いまだ一歩たりとも動かず、次々と自分の奴隷を魔銃で作り出すも、それをゼノン様に阻止されたジムノペディはマントに包まれた細い肩を軽く、溜ため息いきのように上下させます。

「理解に苦しむな、ゼノン姫」

　そう独りごちるようにつぶやいた彼は、オレンジ色のショートヘアを搔かき上げるようにして、

「その『臣民』ってやつは、……魔王の民のくせに、ボクら魔王と同じように振る舞っているように見えるんだ……。……特にそう、その、ユキナリクンだよ。まったく、正気の沙さ汰たと思えない。キミともあろう高貴な魔王の一族が……いや……？　スクールを出てしまえば、たとえゼノン姫といえどもこの程度ということか……。でも、今ならまだ間に合うよね」

　そして彼は、魔王少女へたしなめるように言い放ちます。

「ボクがキミに、魔王としての正しい振る舞いを教えてあげる」

「ふざけるなジムノペディ！　そなた、そのような振る舞いが真の魔王のものと思っているのか!?　いいじゃろう、そなたとはじっくり……語り合う必要がありそうじゃ!!」

　かたや苺いちごの乗ったデコレーションケーキの化身。蜜黄金ハニーゴールドに淡桜クリームピンクに色めくボリュームたっぷりのツインテールで自身を縁ふち取どり、エメラルドの瞳を持つ魔王少女。

　かたやチョコレートケーキの化身。煮詰めたオレンジの髪と瞳を持つ、艶つやめく褐かつ色しよく肌はだを持つ少年魔王。

　二人の間に作られた空気は、もはや数時間前に僕の部屋や、ダイニングにあったものとは、まったく別のものでした。

「ボクらは魔王。民を得て領土を獲得し、国取りの中で覇は権けんを争う者達だ」

「ぬかせッ！」

　硬質な残ざん響きよう、一いつ瞬しゆんの出来事。

　ジムノペディが一人の生徒に向けて『ガルガンチュア』から撃ち放った弾だん丸がん。それを再び、ゼノン様は焼きごてを抜ばつ刀とうするかのように、狙ねらわれた女子生徒の眼前で叩たたき落とし、　

「よそ見をしていて、いいのかい？」

「な、なんじゃっ!?」　

　見れば、ゼノン様はなぜか、たった今守ったはずの女子に羽は交がい締じめにされてしまっているのです!?

「これは、どうして……ッ！」

「ま、まさか、この女の子は、ゼノン様にも願望と欲望を向けて……ッ！」

「ちがう！　ちがうぞユキナリ！　わたしは確かに弾丸を打ち落としたはずじゃ……！　ま、まさか、この生徒は……！」

「そう、既すでに彼女はボクの束縛奴隷スポンジだ」

「ゼノン様ッ!?　スポンジってなんですか!?」

　僕はとっさに魔王少女に尋たずねながら駆け寄り、

「搾取奴隷ビスケツトとはまた別！　魔王の意のままに操られる奴ど隷れいのことじゃ！　しかし、いつの間に!?　……うむぅ！　それより早く助けてぇユキナリぃ！」

「は、はい！　今すぐに!!」

　僕は慌あわてて、大柄な女子生徒に動きを封じられてしまった魔王少女を助け出そうと駆け寄るのです。

　が、

「ど、どこを……！　これ、ゼノン様どこをさわっていいんですか!?　これゼノン様以外、この女の子のカラダのどこかをさわらなきゃ、助け出すのは無理ですよね!?　う、うぅぅぅうう……！　そんな、女の子にさわるなんて、は、恥はずかしいよぉぉ……！　手が、手が震えて!!」

「ジムノペディ……！　そなたはユキナリの、このようなウブ心まで計算して……っ!!　卑ひ怯きようじゃぞ!!」　

「そ、そうだ！　新にい菜なさん手伝ってください！　ゼノン様をここから引き抜いて……違います！　僕のズボンのベルトを引き抜くんじゃなくてゼノン様を！　ゼノン様をここから助け出すんです！　状じよう況きようをちゃんと見て！」

「ゼノン姫」

　一方、溢あふれんばかりに余裕を醸かもし出すジムノペディは、今度ははっきり「ふぅ……」と、なにか、目に見えない線を引くように溜ため息いきをつき、

「同盟を結んで、ゆっくりとキミを掌しよう握あくしようと思ったけど……、今のキミには少し、失望したよ」

　彼はゆっくりと『ガルガンチュア』を引き上げ、宣戦布告するのです。

「ゼノン姫。キミを今から、ボクの前に屈くつ服ぷくさせる」

　ジムノペディが構えている魔銃グリモア、

　その銃じゆう口こうは、

「や、やめよぉぉッ！　おのれ、離せぇぇッ！　逃げろユキナリィィィィイイッ!!」

「え？　なんで……、」

　僕に、

「向いてるん……ですか？」

「まずはその、キミの『臣民』とやらを、いただこうか」

　瞬間、カラダの中身を、心の根っこを無理矢理鷲わしづかみにされて引きずり出されるような、〈ぞくんっ〉と堅く、冷たい感触。

　僕の胸の前に、むき出しにされたクリスタルが出現していて。

「な……ッ!?」

　ジムノペディの薄笑いと、

　銃声。

　心を模したクリスタルが、ひび割れる残ざん響きよう。

　──しかし、

「ユキナリ……、」

　ただ、立ちすくみ、ことの成り行きだけを受け入れてしまっていた僕に届いたのは、

「どこも痛くない……？」

　新にい菜なさんの声。

「……新菜、さん？」

　僕のカラダにはなんの衝しよう撃げきも痛みも、ありませんでした。

　その代わりに、胸のクリスタルに亀き裂れつを走らせた新菜さんが、僕の前に立ちはだかって、
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「……なんで、なんで僕なんかを庇かばうんですか!?　新にい菜なさんあなた本当に、バカでしょう!!　どうして、こんなこと……！」

　とっさに新菜さんの背中を抱き留めるように支えるのですが、

「よかった、よかったよユキナリ……」

「な、なにを言っているんですか新菜さん、なにもいいことなんてありません！　あなた、なんで僕の前なんかに──」「あたしに、そういうことを、何度も、言わせないで……」

「え……？　ど、どういうことです!?　何度もって、新菜さんあなた、なにも言ってないじゃないですか!!」

「あ、あはは……やっぱり、ユキナリ、いつも聞いてなかったんだ。……ねえ、じゃあ今、聞いて？」

「い、今ですか!?　後じゃだめなんですか!?　だって、新菜さんジムノペディに撃たれて──」「クラスのみんな……」

　新菜さんはそっと、僕の腕に手を重ねて、

「……クラスのみんな、とってもいい人達じゃんユキナリ……。あたし、安心したよ？　きっとみんなと、ユキナリなら、すぐに仲良くなれる、から……」

「ちょっと……新菜さん？　あなた気は確かですか!?　なんで今、……僕があなたにした相談が、ここで……ここで出てくるんです!?　そ、そんな、じゃあ……新菜さんがここにいた理由って、まさか……って、僕が教室でいつも一人だっていう……、……あ、あれ？　新にい菜なさんなにしてるんです？　僕の制服を、どうしてあなた脱がそうとしてんです？　待ってくださいそれがあなたの欲望なんですか!?　ま、負けないで！　これ、あなたがいつもしていることとそんなに変わりませんが、とにかくジムノペディになんか負けないで……!!」

「ユキナリクンのクリスタルをバラバラにして、一撃で束縛奴隷スポンジにするつもりで撃ったんだけどな」

　──全身が総毛立つとは、今みたいな時のことをいうのでしょう。

「ジムノペディ……!!」

　僕が少年魔王へと視線を走らせれば、

「どうやらキミが盾たてにしたニイナツキコの心が一撃で砕けなかったのは、既すでに心の半分以上、ゼノン姫の民だったから……ということか？　……気に入らないな」

　さらにジムノペディの銃じゆう口こうが、新菜さんに向けられて──

「そういう奴隷は、きちんと躾しつける必要がありそうだ」

「……ッ！」

　銃口吠ほえる前に、僕が動けたのは、

「……ぐぅ……！」

　新菜さんのやりかたを見ていたから。

　銃じゆう弾だんは僕から引きづり出されたクリスタルに突き立ち、僅わずかに表面を削けずっていました。　

「くッ！」

　たったそれだけでも、胸に響ひびき続けるのは大切な思い出を抉えぐられたような痛みと、どこまでもカラダが落ち続けるような真っ暗な恐怖。……これを、……これよりももっときつい一撃を、新にい菜なさんも味わったのだという怒りをこらえて、僕はジムノペディを真正面から見み据すえます。

「やめてください……、僕と新菜さんは、もうゼノン様の臣民なんです……！」

「じゃあ試してみよう。キミ達はどれくらいボクの弾丸に耐たえられるか。二人がボクの拘束奴隷スポンジになり、全ての民を失ったゼノン姫の顔が、……今から楽しみだよ」

「やめぬかジムノペディ!!　狙うならこのわたしを撃てッ!!」

　操られてしまった女生徒に捕らわれたままのゼノン様は、それでももがくようにしてそう叫びつのりますが、

「魔王であるキミには効果がさらに薄いだろう？　けれど……」

　そのオレンジ色の視線を、僕へと向け直す少年魔王。

　そしてジムノペディは銃口を、今度はまっすぐに僕のクリスタルへと伸ばし、僕と、その背後にいる新菜さんを見つめ──

「大丈夫ですゼノン様!!　絶対に、……僕は絶対にジムノペディなんかに負けません！　なにがあってもあなたの臣民である新菜さんを守ります!!」

「いいだろう、ユキナリクン」

「やめよジムノペディィィッ!!」

　ゼノン様の叫びを搔かき消す魔銃グリモア、立て続けの咆ほう哮こう。

　弾丸が撃ち尽くされるまでの八秒間、それでもむき出しにされたクリスタルを砕かれずにいられたのは、僕の背後に動けない新菜さんがいたから。

　ゼノン様が、見ていてくれたから。

「ぅぅううう……ッ！」

　破片をまき散らし、傷だらけのクリスタルを抱かかえるようにかろうじて意識を保つ僕に、

「いい根性だ、ユキナリクン。自分というものが砕き潰つぶされてしまう恐怖と苦痛を耐たえきり、今も立ち続けていられるその気き概がい、ゼノン姫の民にはもったいない。……だが」

「くそぉ……ッ！」

　数十発と吐はき出された『ガルガンチュア』の弾丸。それを受け止め切るには、僕という存在はあまりにも薄く、小さな壁だったのでしょう。

　麻ま痺ひしたようなカラダのまま、床に膝ひざをつけば、

「──一発、抜けてる」

『ガルガンチュア』をホルスターに戻す、ジムノペディ。

　そう。僕が逃した一粒の弾丸は、新菜さんのクリスタルを粉々にしていて……!!

「ゼノン様っ！　新にい菜なさんを……っ！　このままじゃ、ジムノペディの束縛奴隷スポンジに！」

「もちろんじゃユキナリぃぃいいッ!!」

　自分を拘こう束そくする女子高生の不意をつくように無理矢理カラダをねじり、そこから抜け出すゼノン様。

「そうなんども同じ手は食わない」

　しかし、それを待っていたかのようにデコられたフリントロック銃を構える少年魔王を、僕は視界の端に捉とらえます。

「ゼノン様……ッ！」

　ジムノペディが撃ち出した弾丸は、

「なッ!?　し、しまった……ッ！」

　新菜さんに駆け寄ろうとした魔王少女の手から焼きごてを弾はじき飛ばします。さらには、その隙すきをつかれたゼノン様は再び、束縛奴隷スポンジと化している女生徒に取り押さえられてしまい、

「さあ、ゼノン姫の民であるその男も取り押さえろ、僕の新しい束縛奴隷スポンジ、ニイナツキコ！」

「ユ、ユキナリぃぃぃぃいッ!!」

「ぐぅぅおおおッ！　な、なにするんですか新菜さんッ！　あなた本当にジムノペディに操られてるんですか!?　ここぞとばかりに僕の変なところ圧迫してるだけなんじゃないでしょうねこれッ!?」

「や、やめるのじゃ新菜！　ユキナリを離せ！　離すのじゃ新菜ぁああっ!!」

　ついに僕もゼノン様も、つまり僕らの国の住民は全て、ジムノペディによって奴ど隷れいと化してしまった女子高生に補とらえられてしまうのです……!!

「新菜さん、正気に戻ってください、お願いです!!」

　新菜さんに羽は交がい締じめにされ、無理矢理立ち上がらされた僕は必死に呼びかけます。けれども、それが伝わっている感触が、僕には感じられなくて──

「最初からこうなる運命だったんだよ」

　囁ささやくように答えたのはジムノペディ。

「……は？」

「気付かなかったのかい？　ボクは数日前から、念のために罠わなをはらせてもらっていたんだ。ふふふ……つまりね、今ゼノン姫を捕らえている彼女は、最初からボクの束縛奴隷スポンジだったというわけなんだよ、ユキナリクン」

「……そ、そんな……、なんて、惨むごいことをするんですかあなた！　だから、……だからですか!?　このクラスのみんなが最初から新菜さんとゼノン様に対して、あんなにはっちゃけていたのは！　どうもおかしいと思ったんですっ！　……くそう！　最初からみんなあなたの奴隷だったんですね!?　そうか、だから僕は今日、一人でずっと寂さびしい思いをしていたということですか……!!　なるほど、それもこれも全部、ゼノン様を弱らせて罠にはめるために、あなたが仕組んだことなら合点がいきます！　くっ、なんて、なんて卑ひ怯きようなぁぁ……ッ!!」

「い、いや、知らないぞ!?　ボクが奴ど隷れいにしていたのは今もゼノン姫を捕らえている彼女だけだ!!　他の者にはなにもしていないっ！　キミが独りぼっちとかはボクに関係ないっ！」

「今さら、いいわけですかジムノペディ！　ねえ新にい菜なさん！　お願いです、離してください！　僕はあんな、男の風上にも置けないような魔王に負けるわけにはいきません!!」

「な、なんだと？　ボクはれっきとした男の子だぞッ！　ええいもういい！　奴隷共！　ゼノン姫の民であるその男を押さえつけろ！」

　命令と同時、ジムノペディは新たに『ガルガンチュア』を撃ち放ち、教室で奇行を繰り返していた搾取奴隷ビスケツト、残りの生徒達のクリスタルを次々と打ち砕き、

「さあ、静かにしているんだ。もうキミにできることはなにもない」

　完全に操られ、束縛奴隷スポンジになってしまったクラスメイト達で、僕を完全に取り押さえるのです。

「ぐ、あぐうぅううッ……！」

　床に押さえつけられた僕は、肺はいの底から呻うめくのみ──

「さて……」

　一方、ジムノペディはそこで初めて、窓辺から〈かつ……かつ……〉と靴くつ音おと立てて動きます。

　僅わずかに数歩。たどり着いたのはゼノン様の眼前。

「ゼノン姫。ボクはキミを屈くつ服ぷくさせると言ったね？」

「やれるものならやってみよ！　わたしはそなたなぞに決して膝ひざは屈せぬ!!」

　嚙かみつかんばかりの魔王少女。ジムノペディはその怒気を、「ふふ……っ」と溶かすように微笑ほほえみ、

「キミは、……こういうことに、弱かったはずだ」

「……ッ!?」

　声もなく、びくりとゼノン様が震えました。

　ジムノペディは、艶つやめくチョコレート色した両手の指をすっと伸ばし、ゼノン様のホイップクリームのように白い肩、それから腋わきの下へと移動させ、

「さあ、ボクに屈服しろ……！」

　魔王少女を、猛もう然ぜんとくすぐり始めるのです！　

「ボクに微笑んでみせろゼノン姫ッ！　どうだどうだ！　こちょこちょこちょー！」

　みるみる顔を真っ赤にするゼノン様に、僕は「（ゼノン様ぁッ!!）」と叫ぶものの、級友達に押しつぶされたまま声は届かず、

「だ、だれが……ッ！」

　誰よりもくすぐったがりなはずの魔王少女は、吠ほえるのです。

「だ、だれがそなたに、笑みを浮かべてなるものかぁッッ！　わたしは……わたしは死んでもそなたの前では笑わぬぞ！　貴様などに、貴様、などにぃ……ッ!!」

「ふふふ……いつまで我が慢まんしていられるかな？　それ、それそれそれぇ……っ！」

　見ているこちらのカラダが、どうにかなりそうでした。

　ジムノペディは緩かん急きゆう強弱をつけ、ゼノン様の腋わきの下や首筋、膝ひざ小こ僧ぞうなどを執しつ拗ようにくすぐり回すのです。

　が、しかし、

「ぐぬぬぬ……っ！」

　魔王少女は顔を真っ赤にしながら、奥歯を嚙かみ締めそれを必死に耐たえぬいて、

「くっ！　そこまでボクを拒絶するのかゼノン姫！」

「あ、あたりまえじゃぁあッ！　誰がそなたに屈するものか!!」

　ついに指が疲つかれ果ててしまったのでしょう。はぁはぁと息をつくジムノペディ。

　けれど、呼吸だけを見たらゼノン様の方が三倍以上も荒くなっているのです。

「ああ……、ゼノン様！」

　拘束の隙すき間ま。呼吸の隙間に声を漏もらした僕へと、

「……だったら……」

　ぎろりと、ジムノペディが矢のような視線を向け、

「……え？」

「こっちにするか」

「な、なんですか？　僕を、今度はどうするつもりですかッ!?」

　少年魔王がパチンと指を鳴らせば、ざざっと僕の前に並ぶ、束縛奴隷スポンジ状態のクラスメイト達。

　しかもそれは全員、

「女子生徒に囲まれてくすぐられてしまえば、いくら彼だとしても、我慢はできないだろうね」

「や、やめぬかぁあああッ！　ユ……ユキナリにそれ以上なにかをしてみろ！　そなたを……絶対に許さぬぞ！　絶対にじゃぁああ！」

「許さなかったらなんだというんだ？」

　捕らわれたまま暴れるゼノン様を横目に、

「やれ」

　ジムノペディより下される命令。

「う、うわぁああッ！　そ、そんなぁああっ！　まだ会話もろくにしたことがないクラスの女の子達に、僕は全身をこちょこちょくすぐられちゃうなんて……！　そんな、そんなッ！　ぁ、ああああっ！」

　いつかは話し掛けてみたいと思っていた、憧あこがれすら抱いだいていたクラスメイトの女の子達が僕へと殺到する、その瞬しゆん間かん、

「やめよ……！　もう、やめよ……!!」

「ええッ!?　や、やめちゃうんですか!?　ほ、本当にッ!?」

「なんだってゼノン姫？　もう少し大きな声で」

「本当にやめちゃうんですかぁあああッ！」

「うるさいユキナリクン！　キミじゃない！　ゼノン姫の言葉だ!!　……ゼノン姫、今、なんと言った？」

　深くうなだれていたゼノン様の唇。それがぷつっと、うごめき、

「そなたに、従おう……。魔王ジムノペディ……」

「だめですゼノン様！　あなたは誰にも膝ひざを屈したらだめです！　あなたは誇り高い魔王じゃないですか!!」

　けれど、僕の言葉が魔王少女に届いている様子はなく──

「信じていいのかな？　ゼノン姫。だったらその『パンタグリュエル』を──キミに託された魔王の権利を放棄するんだ」

「そ、その前にじゃ、ジムノペディ」

　ゆっくりと顔を、目の前に立つ少年魔王に向けたゼノン様は、

「ひとことだけ、ユキナリにいいじゃろうか」

　もう一人の魔王に懇こん願がんするのです。

「魔王として、自分の民に贈る、最後の言葉じゃ、ジムノペディ……！」

　──それは勝者の余裕からなのか。

「手早く頼むよ、ゼノン姫」

　薄い笑みすら浮かべるジムノペディは道を空けるようにして体をずらし、……僕とゼノン様の視線が交こう錯さして──

「ゼノン、様……」

「ユキナリ……」

　彼女は、僕へと、打ち明けるのです。

「そなたは憶おぼえているか……。……そう、ついこの間なのじゃよな、そなたがわたしに出で逢あったのは。……聞いて欲しい、ユキナリ。そなたには……秘密にしていたことがあるのじゃ。……実はな、わたしはそなたの前に姿を現す一週間も前から、そなたをずっと、ずっと見ていたのじゃ……。そなただったら、ユキナリだったら、わたしの臣民に、なってくれるかもしれぬと……。うむ……その直感は……想いは、正しかった……。……そなたの前に立つことができれば、この魔王という立場、纏まとい慣れぬこの衣が、初めてしっくり来る予感が、わたしにはあったのじゃ。……くくく……初めてそなたの前に降り立った時のわたしに、今なら言ってやりたい。……なにをそんなに怯おびえていたのか、とな……。……うむ……」

「……それで終わりかゼノン姫。だったら──」

「そもそもカタストロベリー家といえばエリート魔王の名門」

「──続くのか!?　一言が長すぎじゃないかゼノン姫!?　生おい立ちから始めたらいったいどこまで──」「生まれ持った宿命を重く感じたことも、迷いを感じたことも、わたしにはない。……が、ずっと、寂さびしかった。周囲にいる誰もが、わたしに心を許す暇ひまさえなかった。あのユズリハでさえ、わたしと友達になることはできないのじゃ。誰もが魔王の器うつわであるわたしには、生身のままの自分として隣となりにはいてくれなかった……。けれどわたしは、この人間ランドに降りたって、……そなたに、ユキナリに、あの時本当に初めて、このカラダをくすぐられて……、もちろん最初はびっくりしてしまったが……わかったのじゃ。わかってしまったのじゃ。わたしは深く深く、自分自身でも思ってみなかったくらい……ずっと、寂しかったのじゃと。……ユキナリ、わたしはもっと……もっとそなたに、触って貰もらいたかった！　そなたに触れて貰っているとき、わたしはなんじゃか、笑うことが、我が慢まんできなくなる！　……じゃって、思いっきりそなたを嫌いやがったっていいんじゃもん。いくら嫌がったって、そなたはわたしを絶対に離さないんじゃもんっ！　……魔王の器というだけで、誰も恐れてわたしに近づいて来てはくれぬし、わたしも自分の力で、周囲の者を殺したくなんてなかった。……じゃから、ユキナリにこの匂においを、魔王のオーラを、とってもいい匂いといわれて……、わたしは本当に、嬉うれしかったのじゃ……。……う、ぅううっ！　魔王のこの匂いって……このオーラって、本当に他のものにとって致ち死し的な猛もう毒どくなのか!?　これって都市伝説で、本当はただ、みんな魔王の近くに寄りたくないからそう言ってるだけではないのか!?　……わたしには『魔王』と、その『民』を隔へだてるものの違いが、わからない。……ああ……、わたしはきっと、……きっと自分の友達が……欲しかっただけなのかもしれぬ……。わたしは……『臣民』という名の友が、たくさん……たくさん欲しかった……。……そうか、そうじゃったのか……。……ユキナリ、わたしはそなたに出逢えて、本当によかった……。いっときでも、わたしはユキナリの魔王に……、友達に、なれたのじゃから……」

「ゼノン様！　ゼノン様そうですっ！　僕はあなたの臣民です!!　そしてあなたは……あなたは誇り高い、僕の魔王じゃないですかッ!!」

　こらえきれませんでした。僕はまだこの魔王少女を、失うわけにはいかないのです……!!

　どうにか操られたクラスメイトの腕から、そしてその外を取り囲む女子生徒の包囲網もうから逃れようと僕がもがけば、

「そうじゃ……、わたしはまだ、今は魔王なのじゃ……！」

「だったら降参したらだめですゼノン様！　まだなんとかなります！　僕も手伝います！　ジムノペディなんかに頭を下げないでくださいっ！」

「うむ……そうじゃ……。魔王は、滅めつ多たなことで頭を下げてはならぬ……！」

「そうです！　だから、だから……！」

「じゃから頼むジムノペディ！　ユキナリを解放して欲しい！　わたしは、わたしなどどうなってもかまわぬから、ユキナリを……!!」

「……ゼノン、様……？」

　僕の身体から、力が、抜け落ちて──

「よく言えたゼノン姫。その言葉を、待っていた」

　指を鳴らすジムノペディ。

　すると、あれだけ僕に群がっていたクラスメイト達が一いつ斉せいに離れます。僕は包囲から押し出されるように解放され、そのままへたり込んで……

「ありがとう、ジムノペディ……」

　──それが、

「だめですゼノン様……！」

　魔王少女の、魔王であったときの、最後の言葉。

　彼女は両肩をすぼめてランドセルを滑すべらせるようにして腕にかけ、床へと放り投げました。

「あぁあ……っ！」

〈がしゃん〉と音を立てて開いた赤いカバンからは魔導書『パンタグリュエル』がこぼれ出て……。

「ふふふふ……。ふふふふははははっ！　一時は長すぎるゼノン姫の一言にどうなることかと思ったが、……やったぞ！　これでゼノン姫はボクのモノだ!!」

「そ、そんな……!!」

　その場で膝ひざをつけば、目に映る黒い魔導書の表紙。そこにはいつか家のリビングで見た時と同じようにゼノン様の魔王レベルが表示されていました。

　18という数字は、彼女が昨日から六つもレベルアップを果たしていた証あかし。

　けれども、僕はそこに見るのです。

「……なんで、なんでこんな大きなバッテンが、魔導書に浮かび上がったりするんですか……？　ゼノン様は魔王です！　誰が、誰がこんなことを……ッ!!」

　僕は慌あわてて魔導書を拾い上げ、大きな×印を手で、制服の袖そででこすります。がしかし、そのバッテンは消えることも掠かすれることもなく、浮かび上がり続けていて──

「……そ、そんな……」

　異変を感じて視線を上げた僕は、見てしまうのです。

　魔導書『パンタグリュエル』を放り出したゼノン様の変容を。

　あれだけ光り輝くようだった蜜黄金ハニーゴールドと淡桜クリームピンク、ボリュームたっぷりキューティクルだったツインテールはしなびたようによれよれに。瞳からはあれだけ放出され続けていた精気が抜け落ち、もちぷりだった肌もあっという間にかさかさ。着ていた白いホイップクリームみたいなワンピースも、煤すすけたようにだるだるな灰色、毛玉だらけの上下スウェットになってしまい……。

「ああッ！　ゼノン様がまるで、まるでずっと部屋に閉じこもっているニートのように……っ!!」

「あっけないなゼノン姫。所しよ詮せんキミはこんなものだったのか。少しだけ、興が冷めたよ」

　ジムノペディは、ゼノン様の顎あごに手を伸ばし、

「けれど、僕の奴ど隷れいになったらすぐに元通りにしてあげよう。キミの美しさは、ボクだけが知ればいい……。……これで、これでようやくボクも認められるだろう。あのカタストロベリー家期待の星だったゼノン姫を屈服させた、立派な男の子だとな!!」

「ゼノン様に触らないでくださいッ!!」

　その瞬間、僕の喉のどが、

「なんだ……？」

「あなたはなにもわかっていない」

　叫んでいました。まるで僕の中にいる誰かが激しく壁を叩たたくように。

「ゼノン様のことを、あなたはなにもわかっていないっ！」

「一人だけ解放され、身に余る自由に気が大きくなったか？　言葉を謹つつしんでもらおうかユキナリクン。キミは今、ゼノン姫の臣民でもなんでもない。今すぐ僕が奴隷にしてしまってもいいんだよ？」

「ゼノン様の前で言葉を慎むのはあなたの方ですジムノペディ!!」

　僕は彼に銃じゆうを向けられ、クリスタルをむき出しにされながらも続けます。

「ゼノン様は、僕に想いを、言葉をつくしてくれました！　国とはなにか、臣民とはなにか！　だから僕は彼女と一緒にいたいと思ったんです！　ゼノン様のような振る舞いを、本当の魔王というのです!!　あなたとは器うつわが違う！　全く全然違います！」

「黙るんだ！」

　抜き打ち。憤ふん怒ぬの発はつ露ろと同時に、少年魔王から放たれたチョコレートの凶きよう弾だん。

「なッ!?」

　それを、

「……な、なぜだニイナツキコ！　なぜその男を、こうも庇かばう！」

　再び。僕の前に身を挺ていしていたのは、操られているはずの、

「新にい菜なさん!?　……あなた、ジムノペディの束縛に、抵抗して……」

「ユキナリ、逃げて……!!」

　彼女はそこで精神力を使い果たしてしまったのか。ぐったりと僕に寄りかかって、

「あなたって人は、新菜さん……なんで、また……」

　──紺こんと白の禁欲的な制服に身を包んだ彼女は、もう既すでに、銀ぎん天てん馬ま高校には、遅刻確定しているでしょう。

「ジムノペディ……ッ!!」

　僕は新菜さんを抱きかかえたまま、

「あなたは、新にい菜なさんをこんなふうにしかできないんですか!?　こうしなければあなたは民を増やせないんですか!?　一度でも、あなたは聞こうとしましたか？　この新菜さんに、自分の民になってくれと尋ねたことがあるんですか……!?　ジムノペディ！　あなたは本当に馬ば鹿かです!!　相談すれば、きっと新菜さんはあなたの臣民にだってなってくれたはずです!!　だって……優しいんです！　優しくて強い女の子なんです新菜さんは！　きっとあなたのことだってわかってくれた！　だって新菜さんはバカだけど、とっても優しい子なんですよ!?　友達のためなら、他の高校に朝から乗り込んで、その悩みをどうにか解決しちゃおうとするくらい、バカだけど……強い思いやりを持った、変態女子高生なんです！」

　腕にかかる新菜さんの重み。その温かさを僕は今さらのように感じながら、

「あなたはそれを見もしないで、ただの奴ど隷れいにしてしまった……！　僕には、それがくやしくてたまらない！　あなたは新菜さんを理解しようともしなかった。だから僕はあなたを、王だと認めない。あなたみたいな人を魔王だとは絶対に認めない!!」

「黙だまれえッ！」

　少年魔王は僕と新菜さんに向かって魔銃を連射、僕のクリスタルは爆ばく煙えんに包まれます。

「ニイナツキコは長くゼノン姫の側そばにいた。随ずい分ぶんとほだされていたみたいだからな、その魂たましいの半分は既すでにゼノン姫の側にあっただけだ！　だが今この『ガルガンチュア』を食らったらキミら二人にはもうなにも頼るすべは無い。さあこっちに来い！」

「断ります！」　

　巻き上がった煙が薄れゆく中、僕はジムノペディに叩たたきつけるのです。

「だれももう、あなたの奴隷になんかなりません。僕は、ゼノン様が作る国で、ゼノン様が見守ってくれる世界で清く正しく、もてもてになりたいんです!!　あなたの作る奴隷の国になんて、これっぽっちも興味はないッ！」

「しょ、正気か!?　ボクの『ガルガンチュア』が効いていないというのか!?　なぜだ……！　キミはもう誰の民でもないッ！　ボクの魔王の力に耐たえられるはずがないんだぞ!!」

「……わかりませんか。僕が誰の臣民なのか。僕と新菜さんを守ったものの正体が！」

　完全に晴れる爆ばく煙えん。

　そこから、くっきりと姿を現すのは、僕の前にむき出しにされていた誓いの心。

「まさかそれは……！」

　ジムノペディに無理矢理引きずり出されたハート型のクリスタルは、今や姿を、その大きさをまったく変えていました。

「それは、ゼノン姫の……カタストロベリー家の『エンブレム・ベリィ』!?　なぜ、それをキミが……!!」

　少年魔王が銃を収めなくとも、僕の胸の中に埋まって一体となるゼノン様との絆きずなの証──。

「今こそこの力を、ゼノン様に任命された『大臣』の力をお見せします！　はぁぁぁぁああ……ッ！　では行きます！　『青春大臣・ザ・ギャラクシー・ストライク！』」

　うなりを上げて繰り出される僕の拳こぶし！　閃せん光こうすら棚引かせた右ストレートをモロに頰ほおへ食らい「ぐぶぅっ！」とうめき声を上げてごろごろ背後にふっ飛んで、そのまま〈ずどん〉と壁に激突するジムノペディの幻げん影えい。

「ってボクの幻影ッ!?　な、なにが起こっているんだこれは……!?」

『青春大臣』の力に少年魔王は大いに混乱します。その隙すきでした。僕は『パンタグリュエル』を抱かかえたまま、うなだれたままのスウェット少女に駆け寄ります。

「無む駄だだユキナリクン！　ゼノン姫はすでに魔王であることを放棄しているんだぞ！」

「それでもゼノン様が僕の王です!!　ゼノン様は全身で僕に教えてくれたんです。王は自らを王とは定めないと……！　だからっ！」

　僕は『パンタグリュエル』をゼノン様の胸に押し当て、

「だからゼノン様！　誰が認めなくても僕はあなたを王だと信じます！　立って下さい！」

　すると、冬眠中のカブトムシの幼虫のようにカラダを丸めて横になっていたゼノン様は、

「ユキナリ……？　わたしもう、なにもしたくないのじゃが……。うむ、ご飯ならドアの前に置いておいて欲しい……」

「もうなにを本当のニートみたいなことを言ってるんですかゼノン様！　だめです！　あなたは僕の王として立つ人です!!　……どうしても、それが聞けないっていうなら……ッ!!」

「ひぃッ!?　なッ！　にゃあッ!?　ひにゃぁああ……ぅッ！　く、うぅううや、やめいやめいぃっ！　だめじゃぁ！　急にそんなところをくすぐるなっ！　ひぃひゃ、ぁうにゃひゃひゃひゃひゃっ！　ふにゃあっ！　なにをするユキナリッ！　わたしを誰だと……」

　瞬しゆん間かん、消え去る上下毛玉だらけのスウェット。

「誰だと思っているのじゃーっ!!」

　そしてゼノン様はほんの一瞬のまっぱの後、あの白いホイップクリームのようなワンピースに身を包んでいて、

「わたしはこう見えて、ただの美少女などではなく、れっきとした誇り高き魔王なのじゃぞ!?　それを、それをぉぉぉおお……!!」

　激しく僕にタックルするみたいに抱きついてくるのは、新たな季節の到来を告げるかのよう、ふわっふわのツインテールを復活させ、苺いちごの匂においを振りまく、まさしく魔王少女の、

「ゼノン様ぁぁああッ！」

「ユキナリぃぃいぐるじぃいいッ！　そ、そのように思いっきりだきしめられたらぁぁぁああッ！」

「よかったです！　本当に、ああ……もうっっ!!」

「というかこれはどういうことなのじゃ!?　なぜ、こんなにも力が湧わき上がって……」

　今や魔王少女のカラダからは湯気のように、紅くれないに染まった魔王エネルギーがホトバシっていました。

　彼女が今まで何度となく『パンタグリュエル』から力を引き出そうとした時に目にしたその光景は、しかし、これまでと違う部分が一つ。

　まるで糸のように──

「ユキナリと、繫つながっている……!?」

　しかもその光る脈動は、僕からゼノン様へと流れているようで、

「まさか、この溢あふれ続ける力は……ユキナリ、いつもそなたから流れ込んでいたものだったのか!?」

　繫がる光の糸を握にぎりしめるように拳こぶしを固めるゼノン様。

「これが、この力がそなた『臣民』からのものだとわかれば、もう暴走などするわけがないッ！」

　一方、啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんと僕と復活の魔王少女を見ていたジムノペディは、

「そんな……馬ば鹿かなッ！　魔王が自ら放棄した権利は、なにをしたって……ッ！」

「確かに、わたしは万魔王殿ミルフイリウムから与えられた魔王の権利は放棄したかもしれぬ。しかし、今わたしを魔王たらしめているのはユキナリの力じゃ！　ジムノペディ、そなた、よくも……！」

　そのゼノン様の言葉の意味を、少年魔王は理解した様子も無いままに──

「ま、待てゼノン姫ッ！」

　──激しい狼ろう狽ばいを見せて後ずさります。自分がさっきまでニートへと突き落としていた少女が手にする魔導書にたじろぐジムノペディは、あっという間に窓まど際ぎわまで追い詰められ、

「問答はもはや無用ッ!!　ゆくぞ『パンタグリュエル』！　門ゲートモードッ！」

　ゼノン様が解放する魔王の力。魔導書は圧倒的な水量を誇るダムが崩壊したかのような咆ほう哮こう、苺色のオーロラを吹き上げてそれに応えます。

『其そは魔扉グリモアに綴つづられし　七しち千せん大たい陸りくの物語ッ!!』

　ゼノン様の意のままに導かれる『パンタグリュエル』はみるみるうちに巨大な扉へと変容、黒板を砕くように壁にめり込みます。

　そして、魔王少女の詠えい唱しようと共鳴し、びしびしと空間が軋きしみをあげる儀式のまっただ中。

　ジムノペディはオレンジ色の両目を見開いて、

「そ、そんなッ！　ゼノン姫の魔王レベルが１２００００を超えているだとッ!?（ボンッ！）」

「ジムノペディがいつの間にか頭につけていたへんなスカウターみたいな機械が爆ばく発はつしたーッ!?」

「魔王レベルが……エネルギーがこんなにも上下するなんて聞いたこともない……！」

　ぎゅおんぎゅおんと教室を歪ゆがめるほどの魔王力。その全てを掌しよう握あくしたゼノン様が拳こぶしを振り上げれば、濁だく流りゆうとなって上昇し棚引く光の帯。

　蜜黄金ハニーゴールドに薄桜クリームピンクの輪りん郭かくを持つ魔王少女は、渦巻いて溢あふれ、空間を満たす力の奔ほん流りゆうへと慈いつくしむように指を添わせ、優しく息を吐はきます。

『花崩れ　大河吠ほえつきてすら星ほし屑くず　想ソウ路ロより巡り会う……！』

　──けれど、

「まさか、ゼノン姫……？　ボクを『パンタグリュエル』に、封印なんか、しないだろうね!?」

　その振る舞いひとつひとつがジムノペディには鬼神の所業として見えているのでしょう。

　暴力的に荒れ狂う魔王力が全て自分自身に向けられていることだけを理解している少年魔王は、かちかちと歯の根を鳴らし、

「そ、それだけはやめてくれゼノン姫！　なんならボクが今からニートになるッ！　だから封印だけはッ！　それだけは……っ！」

　しかし、あらゆるものを飲み込んだ上で、魔王少女はジムノペディに指を突きつけ、

「七千を巡めぐれジムノペディッ！　そなたにふさわしい世界ステージはここでは無いっ！」

　己が魔導書、異世界に通じた扉を解放するのです！　




『召して喚たれよレセプシヨン！　〝キング・ヒルコスライム〟ッ！』




　瞬しゆん間かん、〈うどばぁぁぁ……ッ!!〉と魔扉から溢あふれたのは、大魔神の腹部が破れて流れ出したかのような内ない臓ぞうの束。すなわち、金の冠をかぶった巨大な触手の固まりでした。──教室にいたクラスメイトのほとんどが気を失っていたのが、本当に幸いです。

「うわあぁあああ……ッ!!　な、なんなんだこれは!!　ゼ、ゼノン姫！　どうしてキミの趣味はいつもこうなんだッ！　うおおお……ッ！　やめろぉぉ！　ボクに触るなッ！　く、来るなぁぁッ！　うぶぁああッ！　気持ち悪いッ！　すごくネバネバしてる！　超生暖かいッ！　ひぃいぎぃッ！　だめだだめだぁッ！　なんでボクにそんな激しくも優しく巻き付いてくるッ!?　うぅうッ！　ぐぅああッ！　太いのの他に細い触手も来たぁぁっ!!　ひぃいいッ！　や、やめろぉぉおッ！　吸い付くな！　中に、入ってくるなぁッッ！　あぐうッ！　ひ、引っ張っちゃだめだぁぁ……ッ！　頼むゼノン姫！　なんだってキミのいうことを聞こう！　キミの奴隷になったっていい！　だから許してくれ……！　こんな触手ばかりの世界に封じられたら、ボクは、ボクはぁあああああああっ……ッ！　（触手の固まりに、御お神み輿こしのように担がれて扉の中に消えていくジムノペディの声がフェイドアウト……）」
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「──というわけでして……」

　それはゼノン様が再び魔王の力を取り戻したあの日、北ほく西せい高校で起こった事件から三日後の休日、夜七時の出来事。

「……ゼノン様が百と一日目に迎入れた新たな民。つまり、ユキナリさんがもたらしたであろう膨ぼう大だいなエネルギーに目を向けた万魔王殿ミルフイニウムは、その精度と信頼性を確認するため、ゼノン様に特例を認めたというのです。つまり、万魔王殿ミルフイニウムが試したいこととは、ユキナリさん、あなたという存在だったのです」

　外もすっかり暗くなり、夕飯もそろそろという中途半端なこんな時間に僕の家へ姿を現したのは、魔王少女のお側そば役やく、サキュバスメイドのユズリハさんでした。

「そしてこの度たび、ゼノン様はだれもが納得する結果を出されました。万魔王殿ミルフイニウムはユキナリさんのような奴ど隷れいではない存在、いわゆる『臣民』を魔王の公式な『民』と規定し、若き魔王達へ積極的に獲得するべしと通達し始めたのです」

「そ、それはまた、大胆な改革ですね……」

「しかたがありません。魔王と信頼関係を築いた民である『臣民』一人がもたらすエネルギーは、およそ奴隷一万人と等しいという調査結果には、さすがの万魔王殿ミルフイニウムも動かざるを得なかったのでしょう。さすがわたくしのゼノン様。凡ぼん百ひやくの魔王にできないことをやってのけます。……とはいえ」

　ユズリハさんはそこで言葉を切り、なにやら心中によぎったらしい膨大で面倒くさい数々の諸事情を蹴けり飛ばしたように呼吸を整え、

「万魔王殿ミルフイニウムは、魔王達による『魔界ランド』のさらなる勢力拡大を目的とした機構にもかかわらず……そこは魔王のサガ、容よう赦しやを知らない老魔王達が自じ儘ままに力を振るう、文字通りの伏ふく魔ま殿でん。このような魔王に対する規律を更新するのは異例中の異例で、ここ八千年間に例の無いことと聞いています。それ故ゆえ、報告が遅くなってしまったことをここに謝罪いたしたく」

「い、いや、謝ってもらうなんてとんでもないです！　そんなのユズリハさんのせいじゃないですから！　あの、それよりもですねユズリハさん……、あなたに、そうも堂々と浴室に入ってこられて、ましてや洗い場で待ち構えられているとですね、湯船につかっている僕はそちらを振り向くことさえできないんですが!!」

「それは、わたくしに今すぐ湯船に入ってきて欲しいということですか？」

「違いマス！　そんなこと僕言ってませんよね!?　ちょっとなに立ち上がった気配かもしだしてるんですかユズリハさん!!　僕は振り向けもしないって言ったんです!!　だ、だって、さっきお風呂にいきなり入ってきたユズリハさん、ちらっとですがハダカに見えましたよっ!?　も、もちろん凝視なんかしてないですから確証はありませんが、とにかく早くこのお風呂場から外に出てもらえませんか!?　僕湯あたりしちゃいます!!」

「はぁ、それよりも、ゼノン様はどちらにいらっしゃるのでしょうか。姿がずっと見えないのですが」

「ユズリハさんてなにかをすっとぼけるのが異常に下手へたくそサッキュバスですね!?　なんで服を着ていないこと否定しないんです!?　せめていつも通り二分の一は着ていると言ってください！　……それから、ゼノン様の居所ですか……？」

「はい。ユキナリさん、ご存じではありませんか？　姫の居場所を」

「いえ、知っているもなにも、ゼノン様とはさっきまで庭で遊んでいたのですが……おかしいですね、絶対に家のどこかに居るはずだと思うんですけど……」

　なんとなく胸に広がり始めてしまう不安感。

「……ま、まさか、庭でボール遊びしているゼノン様→ボールが家の前に飛び出してしまう→追いかけるゼノン様→そこへ暴走大型トラックがぁぁッ!?　ゼ、ゼノン様ぁあああッ!!」

　最高潮に達した僕が〈ざばぁっ〉と湯船から立ち上がった、その時です。

「しー……っ、静かにしてくださいユキナリさん」

「（ひぃえっ!?）」

　突如、僕は背中から誰かに──いえ、もちろんユズリハさんに！　──冷たいカラダを押しつけられ、体重で潰つぶされるようにしてバスタブに〈ばしゃん！〉と戻され、なおかつ手のひらで口を塞ふさがれてしまうのです。

「（ちょ、ちょっとユズリハさんッ!?）」

　あってはならない背中の感触、サキュバスメイドがいたす僕への行動に、動転して暴れる僕をさらにユズリハさんがホールドすれば、




『ユズリハー、来ておるのかー？　なにやら玄関に荷物があるがー……』




「（ゼ、ゼノン様が……脱衣所にッ!?）」

　浴室の扉の向こうには、僕の魔王である金髪少女のシルエット!!

「はい、お風呂場におります、ゼノン姫」

『なんじゃ？　そなた風呂に入っておるのか？』

「（ちょっとユズリハさん、どういうつもりですかッ!!）」

「お静かに願いますユキナリさん！　（むぎゅうう）」

「（むおおおおお）」

『ふむ……、ユキナリはもう出てしまったのか。……ならばユズリハ、久しぶりにそなたと一緒に入ってよいじゃろうか』

「どうぞゼノン様。わたくしはかまいません。……むしろ、喜んで……っ!!」

「（だめです僕がいます！　ユズリハさん僕がまだいますッ！　なんで僕に喋しやべらせてくれないんですかッ!?）」

　僕はもちろん必死もがくのですが、洗い場からこちらを背中越しにホールドしてくるサキュバスは吸い付くように離してくれず、なおかつ、

「なあ、ユズリハ。……一つ聞いてもよいか？」

　するすると衣きぬ擦ずれの音、脱衣所でワンピースを脱ぎ去るゼノン様の声が、

「ジムノペディは、あれからどうなった……？」

　不意に、尋たずねてくるのです。

　思い出すだに恐ろしい──

　──荘そう厳ごんとも言える触手の集合体に軽やか＆無理矢理別世界ステージへと連れ去られてしまった美少女みたいな少年魔王、ジムノペディがあれからどうなってしまったのか。

　実のところ、僕は彼がどんなめくるめく世界に行ってしまおうが全然構わないし、それどころか、確実にひどい目に遭えばいいとさえ思っているのですが、

「（ゼノン様……）」

　魔王少女の言葉には、微かすかな憂うれい、寂さびしさにも似た後こう悔かいの色が浮かんでいて。

「ジムノペディ様でしたら、あの後シトラスター家が派遣した特とく殊しゆ救出部隊に無事発見され、今は魔界ランドで安静にしています。……どうやら肉体的な傷よりも、精神的なショックが大きいらしく、しきりに『ボクは男の子、ボクは男の子』と繰り返し天井に向かってつぶやいているらしいですいい気味です」

　それを知ってか知らずか、よどみなく答えるお側そば役やく。最後にさりげなくユズリハさんの私情が聞こえた気がしますが、なんとなくジムノペディが無事らしいその報告に、

「うむ、そうじゃったか……」

　まさしく安あん堵どの息を吐はくゼノン様。

「姫。まさか、シトラスター家の若き魔王が助かってよかったと、お考えなのでしょうか？　姫は、あなた様自身に──わたくしのゼノン姫にあのような行動をとったジムノペディ様にさえ、情けを掛けるというのですか？」

「ま、まさかっ！　そのような情けをあやつめに掛けるわけがないではないかっ！　わたしは容よう赦しやを知らぬ魔王じゃぞっ!?　ジムノペディめ、いい気味じゃ！　もっともっと苦しめばよかったのじゃよ！　ふ、ふふん！　あんなやつに情けなど無用！　……それに、ジムノペディは他人に情けを掛けられることを一番嫌いやがるプライドだけは高いやつじゃったしな！」

「（ゼノン様!?　それってやっぱりジムノペディを、思いやってるってことじゃ……!?）」

「失礼しましたゼノン姫　（うごめくユキナリを〈むぎゅっ、ごぼごぼ〉と押さえつけ）」

「う、うむ、まったくユズリハは、変なことを言うでないっ！　あと、わたしを姫と呼ぶのもいい加減にして欲しい！　（言うなり〈ばたん〉と、お風呂場に入り）わかったなユズリハ。……うむ、だったらよいのじゃ。……ふぅ……、しかし、ここにくるといつも思うのじゃが、王城の湯殿もよいが、このように機能的な風呂もなかなかよいものじゃよな、ユズリハ。……このシャワーというものも、シャワシャワしてなかなか気持ちがよいし。……しかし、なかなか思い通りの温度で湯がでてこないのじゃよなこれ。ふむ、……あ、そうじゃユキナリ。そっちのパネルで、お湯の温度ももう少し上げてはくれぬか？　うむ、とりあえず四十三度までお願いする。そうすればあとはこっちで調節するから……って……は？　え？　ユッ!?　ユキナリィィイイいいいッ!?!?」

「ゼノン様ぁあああッ!!　（ざばぁぁあん！）　あ、あなたって人はなんて、……なんて優しい魔王なんですか!!　聞いていましたよさっきのお話!!　あんなジムノペディですら、ゼノン様はずっと、気に掛けていたんですねッ!?」

　すると、お湯を出しっぱなしのシャワーを片手に握にぎった魔王少女は、　

「え、えへへ……そ、そうじゃろうか……。そなたに言われるとさすがに照れる……って、そうではなくて！　な、なぜじゃ!?　どうしてそなた、ユズリハと一緒にお風呂に入っているッ!?　聞いているのかユキナリっ！　そ、そなたにはわたしが……わたしというものが、ありながらぁぁぁあああッ！」

「熱ぅぅううッ！　ちょっと熱いシャワーを振り回さないでください！　調節してないじゃないですかちっとも！　ユズリハさんも僕を盾たてにしないでください！」

「うわーんユキナリのばかぁぁっ！　（シャワシャワー）」
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「うおぉおおおッ！　ち、ちがいますゼノン様ッ！　ほら、ユズリハさんは半はん裸らですよねっ!?　半裸じゃお風呂に入れませんからまだ入ってないんです！　……というか、ユズリハさん!?　僕この間、そのなんかすごいカラダは覆おおい隠かくす部分をきちんと考えてくださいって言いませんでしたか!?　それにです……！」　

　言いつのる僕は、息を吸うのももどかしく、

「ゼノン様も、どういうことなんですかそれはっ！」　

「わ、わたしもなにかだめなのか!?」

「だめに決まってるじゃないですか！　どうしてそんなカラダをタオルでぎっちぎちにしてるんです!?　それで湯船に入る気だったんですか？　それこそマナー違反じゃないですか！　ここはお風呂ですよ？　ゼノン様こそＴＰＯはわきまえてください！」「わたしもう１２０ポイントも貯たまった！」「Ｔポイントの話なんかしてないです！　ＴＰＯって言ったんです！」「し、しかたないではないかぁ！　タオルをこうしてないとユズリハは鼻血を吹いて倒れてしまうんじゃもんサキュバスのくせに！　そ、それよりもダメではないかユズリハッ！　ユキナリはわたしの臣民なのじゃぞーッ！　そなたの民ではなかろう!?　じゃからこんなことしちゃだめぇぇーっ！」

「もうしっちゃかめっちゃかですねゼノン様！　ああもうこれ、どうやって収しゆう拾しゆうつけたら……！」

　しかたなく僕がゼノン様の両りよう脇わきに指を滑すべらせ「にゅはぁあうッ！　なんじゃユキナリィッ!?」ユズリハさん登場のくだりから説明を始めようとした、まさにその時です。




『おじゃましまーす！　ユキナリどこいるのーっ？』




「なッ!?　こ、この声は、新にい菜なさんッ!?」

　我が家に新たなる来訪者。玄関を開けて家に上がり、既すでに廊下を歩き始めたであろう新菜さんの声が聞こえてくるのです!?

　そして、

「あれー？　ユキナリいないのー？　……って、あ！　ああッ！　あああぁあーッ!!　（ごそごそごそ、ばたーん！）ユキナリーッ！」

「ためらいなく速攻でお風呂場に突入してきたーッ！　なんで新菜さんはそんないちもくさんに服を脱ぎながらここに混ざることができるんです!?　日々をどんな心がけで生きていれば可能なんですかそれが！　せめて【Ａ．服を脱ぐ】【Ｂ．お風呂に入る】のどちらかにはためらいをみせてくださいよ女子高生！」

「きゃッ！　そ、そんなことよりなんでユキナリはゼノンちゃんとユズリハちゃんと一緒にお風呂に入ってるの……!?」

「反応が遅いっ！　しかもあなた僕と今一緒にお風呂に入ろうとしておいて、なんて言い草!?」

「いいから答えて！　なんでユキナリはゼノンちゃんとお風呂に入ってるのッ!?　あたしとはいくら頼んでも入ってくれないのにいぃいいッ!!」

　僕はまだ制服の半分以上、ソックスさえ片っぽしか脱いでないのに湯船に入ってこようとしている新にい菜なさんを押しとどめつつ、

「そ、そもそもこれはあなたが遅刻したからなんですよ新菜さんッ！　『今日はあたしがお夕飯つくってあげるからみんなで一緒に食べよ？　ハンバーグハンバーグ！』ってメールがあったから庭でゼノン様とハンバーグごっこをしながらずっと待ってたのに、いつまで経たっても来なくって、しかたがないから先にお風呂に入ってたらこの大だい惨さん事じですよ……！」

「ハンバーグごっこってなにユキナリ！　わたし、そなたにそんなことさせられてたの!?」

「ご、ごめんユキナリ！　あたしも遅刻したくて遅刻したんじゃないの！　あのね聞いて？　だってちょうどそこの角でね、『いのりん』とばったり会っちゃって！」

「い、いのりん!?　いのりんて、あの僕と相性ばっちりという噂うわさの『真ま生み浦うらいのり』さんですよねッ!?　僕と小学校もクラスも一緒だったっていう！　え？　ということは結構近くに住んでいるんですか!?　だったらどうして……、どうして彼女を、ここに……！　苑その葉ば家に連れて来てはくれなかったんですかぁッ!?　新菜さんいのりんを僕に紹介してくれる約束だったですよねぇ!?　そうすれば、みんなでハンバーグをこねこね……、こ、こねこね！　こねこね！」

「な、なによユキナリ！　あたしがここに来ただけじゃまだ物足りないの!?　このケダモノユキナリ!!　とってもたくましい……」

「うむ！　ではこうしよう。わたしがその、本当の『いのりん』をこのお風呂場に召しよう喚かんしてやろうではないか！　そうすればいいんじゃよな!?　そうすればユキナリは満足なのじゃよな!?」

「どういうことですかそれは！　なんで涙目!?　ちょっとゼノン様、それだけはやめてくださいぃぃっ！　あなたまだ、きちんと自分のパワーを制御できたためしがないじゃないですか！」

「へ、平気じゃもん！　もう制御できるようになったんじゃもん！　そなたも見たじゃろ!?　あの時、わたしはレベル十二万までいったんじゃぞっー！」

　言いながら魔扉グリモア化させた『パンタグリュエル』をバスルームの壁にめり込ませるゼノン様。これまで起こった数々の悲喜劇を知り尽くしている僕は、魔王少女にそれだけはさせまいと〈がっしり〉彼女の肩を摑つかんで、

「じゃあどうして今はレベル23にまで戻ってるんです!?　それって戻りすぎじゃぁないですか!?　マイナス１１９９７７されてるじゃないですか！」

「わたしってなにをするにもスケールが大きくなってしまうなぁ……っ」

「なんで幸せそうな顔なんですかゼノン様は！　僕はそれだとだめだって言ってるのに！」

「ねえねえユズリハちゃん。ちなみに、魔王レベルってどれくらいまで上げられるの？」

　一方、そんな素そ朴ぼくな質問をお側そば役やくに尋たずね始めるのは新にい菜なさん。僕としては彼女にもこっちを手伝って欲しいのですが、

「はい、この『人間ランド』全てを、一人の魔王が領地化したとして……その時のレベルはおよそ、五十兆となります」

「ちょ、兆の単位ッ!?　は、果てしなすぎるであろうそれはッ！　き、気が……遠くなってきた……」

「ちょっとゼノン様!?　なんでここでそうなっちゃうんです!?　だ、だめですってばぁッ！　もう『パンタグリュエル』の向こうから、制御不能な触手がちょっとだけ見えてるんですよ!?　ねえ、ゼノン様ったら！　ゼノン様！」

「にゃぅゃああぁぅッ?!　や、やめいユキナリぃぃ！　じゃったらそなたわたしをくすぐるな！　指を小刻みに動かすなぁあッ！　くひゃひゃぁあにゃッ！　きにゃあぁあッ！　（じたばた暴れる中、慌あわててシャワーの冷水栓を緩ゆるめてしまい）ひぃいいい冷たいぃぃぃッ！　（シャワシャワー）　……って、わたしがこんなになっているのになんでユキナリはまだわたしをくすぐっているの？　もう笑わせないで！　もうくすぐっちゃいやじゃあっ！」

　僕はふと、その言葉に指の動きを止め、

「でも、あれ……？　ゼノン様って僕にくすぐられてる時が、なんかこう、一番いいかんじみたいなこと、あの時必死に言ってませんでしたっけ……」　

「い、言うなぁッ！　ぐうぅううッ！　ばかぁ！　ユキナリのばか！　あれは、噓うそじゃもんっ！　あれは、し……しかたなく、言ったんじゃもんっ！　もう！　もう知らない！　ユキナリなんかわたしの臣民じゃなくても全然寂さびしくなんかないっ！　もう出て行くっ！　もうこの家を出て行くのじゃようっ！」

「わぁあわ！　噓ですゼノン様！　この家にいてくださぃい！　だってもう出てき始めてます！　ヒルコスライムがうじゃうじゃと！　どうすんですかこれ……！」

「う、うむ！　わたしにまかせておけ!!」

「で、でも……！　危ないですよゼノン様ッ!?」

　しかしゼノン様は臆おくすることなく、あれだけ手こずったヒルコスライムの前に進み出て、

「よぉし……、よしよしよし」

　そろりそろりと中腰で、触手の束に近づいて、それから一気に、

「よぉしよしよし、よしよしよしよしよし……ッ！」

「ああ……ッ！　な、なついているッ!?　あのヒルコスライムが、ゼノン様に身を（？）ゆだねているッ！　なんという光景でしょうか……！」

「どうじゃ……？　今のわたしなら、このヒルコスライムですら制御できる!!」

　今やあの暴れん坊ヒルコスライムは、その触手を絡み合わせ玉座のような部分すら作って、魔王少女を我が主とばかりに、どっかりと座らせていて。

「ゼノン様、いつの間にこんな……!!」

「それもこれもユキナリ、そなたのおかげじゃ!!　わたしはもっともっと成長する。じゃからユキナリ、これからももっともっと、わたしとユキナリの国を広げていこうではないか！」

「そうすれば、僕も……僕も今以上にもてるようになりますか!?」

「うむ！　もちろんじゃとも!!　そなたには『青春大臣』として今後とも頑張って欲しい！　それに、皆からもてもてにくらいなってもらわないと、魔王たるわたしが困ってしまうのじゃよ！」

「すごいです……ゼノン様ッ！　よぉし、僕はこれからも、もっともっとゼノン様のために、この国のためにがんばるぞぉぉおおッ！」

　僕は天井に向かってガッツポーズ。明るい未来に胸を弾はずませ、

「ま、まてユキナリ！　そなたが張り切ってくれるのはありがたいし、わたしももう、全身が痺しびれるくらい嬉うれしくてたまらないのじゃが……、そ、そなたがやる気を出し過ぎると、……そなたから流れ込む力で『パンタグリュエル』が急激に反応してッ！　ひ、ひぃ！　ヒルコスライムがまたもや暴走を始めたぁ!?　しかし、押さえ込んで見せる！　てなづけてみせるッ！　今のわたしならそれができるッ！　よ、よぉしよしよしよし、よぉしよし、そ、それっ！　どうじゃあ！　ああ、だめじゃあ……ッ！　ひっ……ひぃぃぃぃいッ！　触手が絡みついてくるぅぅぅッ！　助けてユキナリぃぃ！　あの時みたいにぃ！　……それぇッ！　あ、あとちょっと！　あとちょっと……！　ああ指がかすった！　もうワンチャンス！　届かないッ！　ひぃぃいいッ！　お、おのれぇッ！　わ、わたしは、またここに戻って来るぞ！　なぜならわたしは魔王じゃからッ！　なんどでも、そなたが望むかぎり、必ずここに戻ってくるッ!!　必ずじゃぞー……!!　……ああでもやっぱり怖いっ！　ユキナリ！　助けてユキナリぃぃいっ！　うにゃああああああぁぁぁぁあぁ……（玉座に座ったまま触手に雁がん字じ搦がらめにされ、異世界へとフェードアウトしていく魔王少女の叫びが、バスルームに何時いつまでもこだまして……）」





おしまい
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　　あとがき




　おじゃまします、おかゆまさきです。えーと、とりあえずお風呂にします。

　そんなわけでして新シリーズ、『ぜのん様である！』をここにお届けいたします（お風呂にゆっくり浸つかりながら）。

　突然ですが最近、学校に通っている夢をよく見るのです。

　あ、いや、すいません、通っているというのは正確ではないかもしれません。

　正しくは、学校に行かなきゃいけないのに、もう二ヶ月くらい学校に行ってないという時点から始まる夢です。ひどいですなにそれ！　しかも時計を見れば午前の十一時。もう間に合ってなぁいッ！　なのでひたすら家の中で焦あせっているという、学校というか通っている風景すらまったく出てこない夢なのですが、けれど確かに僕は学生で、学校に行ってなかった理由といえば、どうやら僕は自分を小説家だとずっと思い込んでいたらしく、それで登校を拒否していたというのですからさあ大変。血の気はゾゾゾと無くなるし、なんだか周りの空気までもが僕を責めてくる敵に思えてくる始末!!　うひぃぃ。明日……！　明日から必ず学校に行きますから！　誰でもいいので僕を許して……!!　という所でいつも目を覚ますのですけど、起きても十秒くらいはなにがなんだか、わかってません。ただ、

「そうだ……この、微かすかに残っている学生気分を……小説に……」

　うなされるように最後の力を振り絞り、パソコンを起動する小説家魂だましいに幸あれかし！

　……と、今回この作品を書いていた時期にはこれ以外にも色々と個人的な楽しい事件が起こっていたりもするのですが（奈な良らで三日間ただひたすらお寺を巡ったり、小学五年生の友人に僕の宿業を背負ってもらったりとか）、そんなこんなでお届けできた『ぜのん様』、皆さんに楽しんでもらえたならば嬉うれしいです。

　さて、ここまでなにやら、おかゆはしたり顔で思い出などを語っておりますが、小説というのは作者の力のみでは完成するものではありません。

　この作品が書店に並ぶまでには多くの人々のチームワークが必要不可欠。そこで今回は、そんな感じのメンバー紹介。

　まずは電撃文庫編集部の三み木きさん、和わ田ださん。お二人とも、僕がデビューしたてのころには、道端のミカン箱の中で、今はもういない母親のお乳を求めて僕と一緒ににいにい鳴いていた間柄だったのに、今やもう……あれですね。うはは。僕はもうその速度を観客席からゆっくり見ることに決めていますが、それはそうと今後ともよろしくお願い致します！

　イラストを担当していただいた、よう太さん。僕の原稿が遅れに遅れて、本当に申し訳ありません！　なので、まだよう太さんのイラストを全部は見れてないんですが、超期待しています！

　それからもちろん、ＡＭＷの他の部署の方々にも感謝を。宣伝部の矢や口ぐちさんや、営業部の皆様、他編集部の方々にも、とてもお世話になっているのです。いつもありがとうございます！

　さらには電撃文庫公式インターネットラジオ『うぇぶらじ＠電撃文庫』スタッフのみなさん。

　特にパーソナリティのうえむらさん、明あけ坂さかさん、すみぺさん、そしてディレクターの萩はぎ野の谷やさん！　実はこの『うぇぶらじ』も小説を書くにあたって大きなインスピレーションを毎月頂いています。今後ともよろしくです！

　ここから私信サンクス！　毎月と言えばＲ先生！（この先生は作家の敬称ではなく本当に大学の先生的な意味で）楽しい講義をいつもありがとうございます。執筆中にも色々な質問に答えていただいたりして、本当にお世話になってます。これからもよろしくです押忍！

　それから、主に執筆関係の相談に乗ってくれる友人ｔと、同じく電撃作家の松しよう山やまシュウさん。ええと二人にもサンキュー！　あと、近きん畿き地方の友人たちとネット界かい隈わいの友人達にもお礼を！　また遊ぼう！

　そして最後に、この本を手にとってくださったあなたにも、尽きることのない感謝を贈らせて下さい。小説は誰かに読んでもらうことによって完成すると思うのです。あなたが手にすることにより、この〝王道〟の物語にピリオドを打っていただければと。

　それではまた（可能ならば！）『ぜのん様である！』の続編にてお会いいたしましょう。





２０１０年12月吉日　おかゆまさき









おかゆまさき

北関東出身。これまでに人生を小学生から三度やり直し、ついに『撲殺天使ドクロちゃん』でデビュー。今に至る。趣味はラジオ（地上波）を聴くことで、最近その環境がネットにて好転しつつあることにトキメキを隠せない。将来の夢は博麗神社を参拝すること。こう見えて結構アウトドア派（夢の中なら）。
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よう太た

イラストや挿絵・ゲームの原画等を主に手がける。

「ＳＨ＠ＰＰＬＥ１～９」（富士見ファンタジア文庫）、「ラノベ部」（ＭＦ文庫Ｊ）のイラストを担当。









電撃文庫





ぜのん様さまである！











おかゆまさき
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